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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ありとあらゆる兵器があった。

　戦闘機、爆撃機、無人爆撃機ＵＣＡＶなどの航空兵器が宙を埋め尽くしていた。

　やや離れた砂地にはおびただしい数の戦車や歩兵戦闘車両などが存在している。

　それは、とある亜熱帯地方にある国家の総兵力だ。

　ネオリカ本土に攻め入ろうとする無数の兵器。

　その戦力に相対する人間がいた。

　莫ばく大だいな兵力の前に立ちふさがるのは、たった一人の制服姿の少年だった。

　銀糸の髪が風になびいている。氷のような冷酷さを思わせる顔立ち。

　彼は何一つ感情がうかがえない瞳でただ前を見ていた。高校生ほどに見えるその少年は、両手に黒色の双剣を握っている。

　以前、如月きさらぎ武たけ琉るがオリヴィアと剣を交えたとき、彼女の後ろにいた人物だ。名前をレナード・ルクレールという。

「武器を捨てて投降しろ」

　彼が声を発すると、双剣は禍まが々まがしくも美しい黒色の光を放つ。その剣により彼の声は増幅され、正面の軍勢すべてに響きわたる。

「抵抗は無意味だ」

　その声を向けられたのは、現在はネオリカの敵国となっている国だ。

　亜熱帯地方にある、ネオリカの属国がクーデターを起こしたのだ。

　その国は、封剣学園デウスアトル・アカデミアや他国から脱走した非正規フリーの《偽剣レプリカ》使いを雇いあげた。さらに、足りない《偽剣》使いの人数を補うために、過去に使われていた兵器までも使用した。

　そして今、圧政をしくネオリカに反旗を翻し、攻め入ろうとしている。

　その鎮圧を命じられたのはレナードただ一人。人員も、質量も、圧倒的な差がある。

　けれどレナードは眉一つ動かさない。

　相手方から声が聞こえた。遺物品アーテイフアクトの一種を使っていることが音の響きからわかる。

『貴様、その銀髪、その双剣──まさか、レナード・ルクレールか!?　答えろ！』

　聞こえてきたその声には、命令することに慣れたある種の傲慢さと、張り詰めた弓のような危うさを帯びていた。

「確かに私の名前はレナードだ」

『《神域封剣レグナーレ》の持ち主で、ラナダの王子の……ッ！』

「もう一度だけ言う。投降しろ」

『なぜだ。貴様の国も、ネオリカに奪われたのだろう！　我らの想おもいも、貴様にはわかるはず──！』

「──今ならばまだ、無駄に命を散らさずに済む」

『そこまで飼いならされたか……！』

　レナードが無言をもって答える。

『このネオリカの犬め！　貴様を殺し、その《神域封剣》で、ネオリカを倒してくれるッ！』

　激げき昂こうする声。レナードは冷たく返す。

「──選べ。支配されて生き長らえるか、意味もなく死ぬか」

『うるさい！　撃て──！　《偽剣》使いも前に出せ──！』

　その叫びで攻撃が開始された。

　対地ミサイルが空から発射され、戦車砲が飛来する。

　レナードはその反応を見て、「そうか」と寂しげに呟つぶやく。

　その攻撃の、すべてが遅すぎた。

　レナードの瞳にはコマ送りに見える程度にしか映らない。

「暗黒極光剣ノワール・リユミエール」

　ラナダの王子は黒い刃の双剣型《神域封剣》を構え、一振り。

　現れたものは闇だ。

「────吞のみ込こめ」

　闇色のオーロラが広がり世界を浸食していく。

　禍まが々まがしい黒さと神こう々ごうしさの混ざった光が、すべての兵器を覆っていった。

　次いで、耳をつんざく爆音。

　無数の兵器は一瞬でただの鉄くずへと変わった。

　一国が必死でかき集めた兵力がほんの数秒で、無に帰す。

　レナードは険しい表情をしながら、その光景を見ていた。




　ジェット機で神霊浮遊学園エーテル・フロートに戻ったレナードを待っていたのは、早速の呼び出しだった。

　ネオリカ領事館。

　赤い煉れん瓦がで作られた建物だ。

　自国民の援助や保護を目的とした施設であり、ネオリカの本国からゲストが来たときにも使用される館である。

　館の中に入ると黒いスーツを着たサングラスの男に、奥の応接室へと通された。

　高級そうな調度品がそこかしこに置かれている。

「やあ、レナード。反乱の件、よくやってくれた。さすがだね」

　椅子に座っていた男が立ち上がりながら大きく手をあげた。レナードに笑いかける。

　質のよいスーツに身を包んだ三十代後半の男性だ。上背があり胸板が厚い。ブラウンの髪は後ろに撫なでつけられており、理知的かつ人のよい表情を浮かべている。

　元俳優だけあって、大げさな動作がサマになっていた。

　近づいてきた彼はレナードの右手を握った。

「元気だったかな」

「国防長官補佐官。お久しぶりです」

「相変わらず堅苦しいな。君は。ジャスティンと名前で呼んでくれと言っているのに」

　レナードが返事をしないでいると、国防長官補佐官は握った手を離しながら言う。

「さて、一つ事案を解決してもらったばかりなのだが、また君にお願いがある。いいかね？」

　レナードは誰も気づかないほどの一瞬の間を置いてから「はい」と頷うなずく。

「そう言ってくれて助かるよ。次にお願いしたいのは、ヤマトのことだ」

「ヤマト、ですか」

「ああ。上層部が気にしていてね。次はここを、潰してほしいんだ」

　レナードの目を見てから国防長官補佐官は一度頷いて続ける。

「理由は二つある」

　国防長官補佐官は指を一本立てて見せた。

「一つ目は──ああ、君はヤマトに《神域封剣レグナーレ》を喚よび出す方法が伝わっている、という噂があることは知っているかな？」

「……そんな方法が？」

「ああ。此この塚づか咲さく耶や嬢が、少し前に試していた節がある。我がネオリカ領にこそこそと侵入までしてね。もしそれが成功し、《神域封剣》を手に入れられたら厄介だ。まあ、可能性は低いと思うが──というのが一つ」

　国防長官補佐官は二本目の指を立てる。

「次に如月きさらぎ武たけ琉る。知ってるかな。突如ヤマトに現れた謎の男だ」

「一度、見かけたことがあります」

「報告を聞く限り、彼は《偽剣レプリカ》使いの中では圧倒的だ。あのアルベルトとデイヴィッドを一瞬で倒したというじゃないか。《神域封剣レグナーレ》使い以外で、そんなことができるなんて、冗談かと思ったよ。そうでなければ、裏があるかもしれない、とね」

　言いながら国防長官補佐官はレナードにちらりと視線を向ける。

「裏？」

「そう。彼のせいにして、レナード。君が反旗を翻したとかね？」

「……ご冗談を」

「ああ。冗談だよ。しかし、如月武琉は興味深い。今までどこで何をしていたか、どうやってこの学園に入ったか、何の記録も存在しない。まるで突然現れたかのようだ。ゲルツかルシアの技術で造られた存在──という線も考えたが、それもおかしい。彼はゲルツともルシアとも争っているからね」

　国防長官補佐官はレナードを見ながら告げる。

「彼が何者かはわからない。だがとても強いことは確かだ。神剣刀争ベルム・ラミナの予選すら、軽々と突破している。そんな正体不明の戦力を、我が国以外が持っているのは問題なんだよ」

　レナードは顔色一つ変えず呟つぶやいた。

「そうですか」

「ああ。そんな力があるならば、我が国が管理する必要がある。我らには世界を導く使命があるからね。だからできれば引き抜いてほしい。もし、それが叶かなわないようならば、大会中に始末してくれ」

　国防長官補佐官は当たり前のように告げた。

　中立のはずの学園のイベントにこともなげに介入する。そんな発言にもレナードは表情を崩さない。

「君と彼は、序盤で当たるようにしておく。いかに彼が強いとはいえ、《偽剣》使いでしかない。レナード。君ならば、楽勝だろう？」

「お任せください」

「君は、あのじゃじゃ馬と違って言うことを聞いてくれるから非常に助かるよ」

　じゃじゃ馬、と呼ばれた少女の顔をレナードは思い出す。

「そう。オリヴィアだよ。指示は聞かない、さらに味方のはずの君に喧けん嘩かを売ったりと、扱いづらいにも程がある。いくら学園一位といっても、あれは扱いづらすぎる」

　言いながら国防長官補佐官は大げさに肩をすくめてみせた。

「彼女は楽しいことに目がないですから」

「ああ。だが君はあのオリヴィアをして戦ったらどちらが勝つかわからないと言わしめる貴重な人材だ」

　国防長官補佐官は続ける。

「だが、そんなことなど関係なく、君は如月きさらぎ武たけ琉るに勝つだろうけれどね。なぜなら──君には《神域封剣レグナーレ》がある」

　国防長官補佐官はレナードの腰にある双剣を見ながら口を開く。

　──《神域封剣》

　それを持たない者は《神域封剣》を持つものに決して勝てない。

　猫は虎に勝てないように、人間は《偽剣レプリカ》使いに勝てない。

　その《偽剣》使いは《神域封剣》使いには及ばない。数百人集まったところで到底及ばない、圧倒的な差がある。

　だからこそ《神剣刀争ベルム・ラミナ》では《神域封剣》同士が当たるのは最後になるように、仕組まれている。

　そして今まで一度として《偽剣》使いが《神域封剣》使いに勝利した記録はない。

　如月武琉に勝ち目などほんのわずかすら存在しない。

　国防長官補佐官は、そう言ってからレナードに向かい、微笑ほほえんだ。






│一章│神剣刀争当日






　ざわめきに導かれるように、武琉は控室を出た。

　どこか冷えた空気が漂う通路を抜け、開けた場所へと歩み出る。

　そこはローマの闘技場コロツセオに似ていた。

　そう、この会場こそが、今から武琉が戦う場所だ。

　客席から武琉に向かって視線が飛んでくる。

　本日は別の場所でも同時に試合が行われているためか、観客は少々まばらだ。

　咲さく耶やなど他の参加者も、今は他の会場で試合をしているはずだ。

『如月武琉選手の入場でーす！』

　キィンと響くような声が、会場中に響きわたる。

　マイクを片手に持った少女が、観客席の手前にいた。そちらには実況席が作られており、少女はそこに立っている。

『如月選手──！　彼は、本大会のダークホース！　誰しもが、予選のときにはここまで勝ち上がってくるとは予想しなかった生徒です！　それもそのはず、彼がこの学園に入学したのは、ほんの数週間前のことなんです！』

　その言葉を聞きながら、武たけ琉るは中央へ向かって歩を進める。

『なんと彼は、あり得ないはずの高等部途中からの編入！　さらに、もうこの世界にほとんど存在しないはずの黒髪黒目──！　黒髪黒目ということは、つまり、あのヤマト民族なのです──！』

　ヤマト民族。一人ひとりが類まれなエーテルを操る能力を有している民族だ。しかし、現在はほぼ滅亡の危機に瀕ひんしている民族だった。と、この世界ではそうなっているらしい。

『さらにィ！　素手であのノエル・リーヴェンの第七階位《偽剣レプリカ》ブルトガングをへし折り、星せい焰えんのオリヴィアの一撃を受け止めたという噂うわさもあります！　どちらもあり得ないっ！　あり得ないあり得ないあり得ないっ！　このあり得ないこと尽ずくめの男がどこまで勝ち進むのか！　噂は本当なのかどうなのかっ！』

　実況の女生徒が大きな声で続ける。

『けれど彼の実力は、彼がこの神剣刀争ベルム・ラミナ本戦にまで勝ち上がったことが証明しているっ！　彼はこのまま勝ち上がることができるのか！　そして今は見たこともない謎の《偽剣》を持っての登場だぁ！　詳しい資料は一切不明！　銘を《グラウィス》！　その力は試合中にこの目で確かめるしかなさそうです！』

　神剣刀争の本戦に残れる人間はとても少数の人間だ。まず、そのためには約三万人に一人の割合でしか入れないような異常な倍率を誇るこの封剣学園デウスアトル・アカデミアの中に入らなければならない。さらにそんな精鋭の生徒が二万人もいる中で、たった三十二名が選ばれる。

　それは、二千万人に一人という選ばれし者だ──と、クラスメイトたちは言っていた。

　武琉と同じように、その倍率をくぐり抜けた相手。

　いったいどれほどの力を持つ人間なのか。武琉はざわつく胸を押さえながら、相手の登場を待った。

　そしてその相手が姿を現す。

　制服ではない。忍者を思わせる黒い衣装に身を包んでいる。まるで暗殺者じみた格好だ。細く糸のような目は、考えを見せない狐きつねを思わせた。

『対するは、ゲルツが誇る風使い──！　ゲルツの黒き雷光シユバルツブリツツ──！　ゾルタン・マン選手だぁぁっ！』

　ゾルタンはその二つ名とは裏腹に、ゆったりとした足取りで石床をまっすぐ歩いてくる。

『彼はなんと風魔剣科ヴイントの二年生にして第三位！　誰が呼んだか黒き雷光！　その由来は音を超え光に迫る彼の速度ッ！　捉えるどころか目にも止まらない！』

　ゾルタンは武琉の目前まで歩いてきて、口を開いた。

「君があのノエルを倒した如月きさらぎ武琉か。よい戦いをしよう」

「ああ。オレも楽しみだよ」

　武たけ琉るがそう言うと、ゾルタンは「ふ」と笑いをもらした。

「ん？　どうかしたのか？」

「いや、別に大したことはない。だが、そうだな。先せん達だつとして、助言をしよう」

「助言？」

「もし君に見えるのならば、俺の動きをよく目に焼きつけておけ。見えないのなら、その速さを知っておくといい。それはこれからの君のためになるはずだ」

　そう言われた武琉の声が突如冷気を帯びた。

「……へえ」

「速さに追いつけないならば、君に必要となるのは技術だ。相手の動きを予測し、こちらより遅くても当てる技術を磨くといい」

「そうか」

　言いながら武琉は思った。

　この言いぐさは気にくわない。

　今から戦い、どちらが上か決めようとしている相手に言う言葉ではない。

「ああ。オレが負けた後のアドバイス、ありがとうよ」

「いや、何。後進の育成も先進の務めさ。おっと、そろそろ始まるようだぞ」

　悪びれもなく告げてから、ゾルタンは開始位置へと戻っていく。

『それでは、開始時間になりました！　両選手とも準備はよろしいでしょうか!?』

　武琉は右拳をあげ、ゾルタンは頷うなずいて見せた。

『試合、開始ですッ──！』

　次の瞬間、実況も含め、観客のほとんどが瞠どう目もくした。

　ゾルタンが消えたからだ。

　観客といっても《偽剣レプリカ》を持つ生徒たちも多くいる。武器により身体能力が強化された彼らは、言うまでもなく動体視力も常人とは比べるべくもない。

『ゾルタン選手が消えたーっ！　さすがゲルツの黒い雷光シュバルツブリッツ！　あり得ない速さです！』

「ははっ！　見えまい……！　知覚、できまいっ……！　これが東洋から伝わったといわれる、ゲルツのシノビの真髄！　もはやシノビは東洋のものに非あらずッ！」

　笑いながらゾルタンが周囲をそれなりの速度で駆け回る。

　だがその動きを武琉の目は完全に捉えていた。

「もう、いいか？」

　武琉がそう呟つぶやくと、ゾルタンは嘲笑する。

「はははっ！　強がりをっ！　すまないが、一撃で終わらせてもらおうっ！」

　言いながらゾルタンが武琉に向かって跳ねた。

　武琉は無造作に大剣をゾルタンに向かって振ふり上あげる。

　まっすぐ迫る《グラウィス》に、ゾルタンの顔が驚きよう愕がくの色に染まった。

　ばこんっ！　と大剣でゾルタンを打ち上げる。

『しかしいつまで経たっても、出てこない！　何が起きているのか！　如月きさらぎ選手は平然と立ったままだ───っ！』

　実況の女子が叫んだあと、ひゅううと何かが落下してくる音がした。

『まさか、上か───っ!?　ゲルツの黒い雷光シュバルツブリッツは、空中をも使って戦うっ！　まさに、三次元格闘──！　──!?』

　ゾルタンは上から降ってきた。

　そのまま石床に身体が直撃する。

　仰あお向むけになったカエルのような体勢で、ぴくぴくと足がけいれんしていた。

『え、えーと。これは、どういうことでしょうか……』

　実況は困ったような声を出す。

『ちょ、ちょっとお待ちを！　コマ送り映像を用意します！』




『お待たせしました！』

　会場にとりつけられた巨大なモニターに映像が流れ出す。

　次第に、何が起こったか気づいた観客の呟つぶやきが、風に乗って流れてくる。

「あり得ない……」

「あのゾルタンに、ああも簡単に反応するなんて」

「いったい、なんなんだアイツ……」

　武たけ琉るはそんな声を聞きながら、がっかりした気分で呟いた。

　──期待していたほどじゃ、なかったな。





　　　　　◆　◆　◆






　神剣刀争ベルム・ラミナの一試合目が終わり、武琉はそのまま咲さく耶やの部屋へと帰った。

　そこは校舎の一つ。あまり使わない特殊な教室や、物置になっている部屋がたくさんある棟だ。その一室をヤマトが間借りしているのだ。

　それはヤマトという国の《神域封剣レグナーレ》が半分しかなくなってしまったことが原因だった。力を失ったヤマトはこの神霊浮遊都市エーテル・フロートにおいて、すべての領土を失ってしまったのだ。

　寮ひとつ、部屋ひとつないのである。

「ただいま」

　まだ咲耶は帰ってきていない。ただ狭い部屋があるだけだ。そして、武琉はこの部屋に居候をしているだけ。なのに、どこか温かい感覚を覚える。

　今も、ただいま、と意識せずに言ってしまった。

「なんでだろうな」

　昔のことを、家族がいたとき、祖父がいたときのことを思い出してしまう。あのときと今は似ている。

　家族が全員死んでからの話だ。武たけ琉るは現代日本では疎外感や寂しさを強く感じていた。

　誰一人として親しい相手はいなかった。

　世界はただひたすらに孤独だった。

　世界はただひたすらに退屈だった。

　世界はただひたすらに窮屈だった。

　ただ生きているから生きているという日常を漫然と過ごす日々。

　他人と距離をとり、友人もつくらず、会話をする相手もいない。

　世界のすべてから自分ただ一人が排斥されているような感覚。

　ずっとそういった気持ちを抱いて生きてきた。

　しかし。

　この世界に来てからいつの間にかそんなものは消えていた。

　それほどまでにこの世界を楽しんでしまっている。

　自分の力を隠さず発揮してもいいから──という理由だけだと武琉は思っていた。

「ここは、オレがオレらしくいられる場所だ」

　しかし、知らぬ間に、それだけではなくなっていた。大切に思える存在ができていた。

　だけど、だからこそ、考えなければならないことがある。

「……いつまでもこの部屋にいたら、やっぱあいつに迷惑かけるよな」

　表沙汰にはなっていないとはいえ、男と一緒に住んでいるなど、世間体が悪いだろう。

　咲さく耶やだって内心では迷惑に思っているかもしれない。

　そんなことを武琉が考えていると、ドアの開く音が聞こえた。

「たっだいまー！　勝ったわよ」

　咲耶が玄関先で前かがみになり、靴を脱ぎながら話しかけてくる。

　黒く美しい髪がさらさらと動いて顔にかかっていた。靴を脱ぎ終えた咲耶は手で髪をかきあげる。その下から現れたのは美しい黒曜石オブシデイアンの瞳だ。

「あれ、武琉。そんなところに立ってどうしたの？」

　咲耶の可愛かわいらしい顔が、不思議そうなものへと変わる。

「ああ。ちょっとな。おかえり、咲耶」

「うん。ただいまっ！」

　言ってから咲耶がほのかな笑みを浮かべる。

「ただいまとか、おかえりとか、なんかいいわね」

「ん？」

「ううん。なんか、いいなあって思ったの。それだけ」

　咲さく耶やはごまかすように一気に言ってから、「そうそう」と言葉を続ける。

「武たけ琉るはどうだった？　武琉も今日試合だったわよね」

「ああ。勝ったぜ」

　そう言って拳を握ってみせると、咲耶は口の端を笑みの形に変えた。

「ふふ。やっぱりね。武琉なら勝つって最初から思ってたわ！」

　気づけば、咲耶が目の前にやってきていた。

　まるで嬉うれしさをこらえているかのように落ち着かない。足の指でぱたぱたとタタミを叩たたいている。

　なぜだか好物を目の前にした犬か何かを思い出す。

　武琉はついその美しい毛並みくろかみを撫なでていた。

「ふあっ……」

　咲耶が変な声をもらす。

「わ、わりっ……、つい」

　言い訳するように武琉が口を開くと、咲耶はぷいと横を向いた。頰ほおが赤くなっている。

「つい？」

　尋ねられるが、まさか近所の犬を思い出したなどと言うわけにもいかない。逡しゆん巡じゆんしていると咲耶がうわずったような口調で言った。

「い、いいわよ。撫でたいなら、撫でても」

　咲耶が横目で武琉を見た。

「え？」

「だ、だから、撫でたいなら撫でてもいいって言ってるのっ」

「お、おう……？」

「人に、触らせることなんてないんだから、優しくしなさいよね」

　つーんと目をつむり、唇をとがらせる。

「あ、ああ」

　あえてそんなことを言われたためか、咲耶の黒髪に触れた指先に意識がいってしまう。

　表面はひんやりとしている。そのままなぞると柔らかな感触が伝わってくる。手の表面から幸せになれる成分が補充されていくような感覚がした。

　なんだこれ──。めちゃくちゃ、気持ちいい。

「んっ……」

　咲耶が鼻にかかったような声を出した。

　指先をくしのようにして髪の毛の中を滑らせる。そのまま、するするさらさらと指がすり抜けていく。

　しかも、髪がふわりと揺れる度に、なぜだか甘い桃のような香りがしてきた。

「あふ……」

「へ、変な声、出すなよ」

「出して、ないわよ。……武たけ琉るの触り方が、いやらしいせいよ」

　妙に鼻にかかった甘い声。

「わ、悪い」

　慌てて手を離そうとすると──はしっ。手を摑つかまれた。

「も、もうちょっとだけ」

「じゃあ咲さく耶や、お前その変な声出すのやめろ」

「へ、変な声!?　だだだ、だ、出してないしっ」

　咲耶が摑んだ手を、自らの髪に置いてきた。

　つやめく髪を指でそのまますく。

「…………っ……。……くぅ……」

　咲耶は押し殺したような甘い声をあげる。

「ん、ふっ……」

「……おい」












「な、なんか、耐えなきゃいけないってなると、余計に……」

　咲さく耶やは言い訳するように口に出してから、声を出さないようにか人差し指の付け根をくわえた。

「…………んん」

「やっぱ、やめようぜ」

　武たけ琉るは再び手を離そうとする。

「やっ。あ、あと、ちょっとだけ──って、あっ──」

　無理に武琉の腕を摑つかもうとした咲耶がぐらりと傾かしぐ。そのまま小さな身体は、武琉に向かって倒れこんできた。

　咲耶が腕の中にすっぽりと収まる。

　小さな身体が、柔らかさと桃の香りと温あたたかさを伝えてきた。

「……どうしたんだよ」

「うん。なんかね、安心するの」

「ん？」

「ごめんね。こういうの、経験なくて」

「……？」

「撫なでられたのとかは、初めてで」

「親、とかは？」

　咲耶は目を瞑つむったまま呟つぶやいた。

「いない」

「……いない？」

　そこで、武琉は咲耶のことをほとんど知らないことに気がついた。

「うん」

「それってどういう──」

　と、そのとき、電話の音が鳴り響く。

　咲耶がはっと我に返ったように、武琉から身体を離す。そして携帯電話を取り出した。

『こんにちは。風魔剣科ヴイント所属。ゲルツ出身、校紀隊、副隊長。ノエル・リーヴェンです』

　そんな声が電話からかすかに聞こえてきた。

『要件は以前話したデートの誘いです。如月きさらぎ武琉はいますか？』

「いません」

　咲耶はそう言って通話を切った。

「おい」

　武琉が声をかけると咲耶が頰ほおをぷくーっと膨らます。

「武琉。今日の勝ちで、もしかしたらまた女の子が寄ってくるかもしれないけど。デレデレしないように」

「……デレデレなんてしたことないけどな」

　まるでその言葉が聞こえなかったように、咲さく耶やはもう一度言った。

「しないように」

「……はいよ」

「あなたはこのヤマトの一員なんだから。そういう、デレデレとか禁止だし。あと、いっぱい侍はべらすのも、よくないわ。うん。よくないわ」

　うんうんと一人で納得するようにうなずいた咲耶は、くどくどと謎の小言を言い出す。

　デレデレ禁止のいちゃいちゃ禁止のはべらし禁止。

　もしやるなら咲耶の見てないところでやること。──でもやっぱりだめ。

　もはや咲耶が何を言っているかさっぱり分からない武たけ琉るは、右の耳から左の耳に言葉を抜けさせつつ、窓の外の空を眺めていた。





　　　　　◆　◆　◆






　試合の翌日。朝の教室にはいつもとは違う熱気が満ちていた。

「さすが武琉くんだね。うんうん。昨日、すごくかっこよかったよー」

　リスにも似た少女が可愛かわいらしい微笑ほほえみを浮かべながら言う。同じクラスで隣の席のコゼットという女子だ。

「ええ。とてもエレガントかつ、力強かったですわ」

　髪の毛がふんわりとカールを巻いている。同じく武琉のクラスメイトのカティアだ。気品あふれる歩き方で近づいてくる。

「だねだねっ。さすがのあたしも、試合中にカレーを食べることすらできなかったねっ」

　その近くで両手をぶんぶん振り回している明るい少女がいた。褐色の肌を持つ彼女はアンジュという。

「……一瞬でしたからね。それにアンジュさん。あなたいつもカレーを食べてますけど、よく太りませんわね」

「え？　太るって何？」

　意味がわからないという顔でアンジュが返すと、カティアが悔しそうな顔になる。

「くっ……」

「はぁはぁ。武琉さん。一瞬で相手を絶頂に達せさせるテクもお持ちなんて……あうあう。だめですぅ」

　息を荒げながら、口元に指を当てつつ武琉を見ている少女がいた。ラナダ人である彼女レイチェルは、少々頭が残念だった。

　コゼットがやや不安げに肩を縮ちぢませる。

「あの、そういえば……聞いた？　最近行方不明になった生徒が何人かいるみたいだから、武たけ琉るくんも気をつけてね。……まあ、武琉くんなら大丈夫か」

　行方不明、というコゼットの言葉が引っかかったが、口にピアスをあけた短髪の男子生徒デュランが手をあげながら近寄ってきたところで思考が中断される。

「よぉ武琉。おめでとさーん」

「おう」

「昨日は楽しませてもらったぜ。ああ。よかった。おまえ、すげーな。来年は俺もあそこに立ってみせるから、待っててくれよ」

　言いながらデュランはやや興奮した面もちで、口の端をあげる。

「んで、せっかくだから、おまえは頂点まで行っちまえ。俺もそこまで登ってみせる」

「……ああ。楽しみにしてる」

「んでよ。ちょっとあっち見てみ」

　と、入り口のほうを指される。そこには見覚えのない女子が複数、教室の中をのぞき込んでいた。

　武琉と視線が合うと、「きゃあ」と黄色い声があがる。

「おまえのファンまた増えてるぜ。まぁ、これまでもすごかったけど、今は他学科にまで広がってるみたいだ。ほれ、見てみろ。あそこに透明感のあるお姉さんいるだろ。風魔剣科ヴイント二年の白き精霊ヴアイス・ガイスト、イザベラ・ダンジェルマイアまでいる」

　言われたお姉さんは大人びた雰囲気とは裏腹に、可愛かわいらしく顔を赤く染めた。

「そんなこと言われても、どうしていいかわからねえよ」

「手でも振ってやれよ」

　視線があったのに無視するのも悪い気がして、武琉は「よう」と軽く手をあげた。

　すると、よりいっそう高いきゃあああという声が響いた。

「まぁ、大変そうだけど、頑張れよ」

　言いながらデュランが笑いかけてくる。そんなデュランに向けて武琉は尋ねた。

「なあ、デュラン。さっきのさ、行方不明の事件のこと、知ってるか？」

「いや……あんまり知らねーけど。ああ、いや、あれがそういうことなのかな」

「何のことだ？」

「……ここ最近、ヘンな剣が出回っているらしい」

　聞き覚えのない話だ。武琉は興味を惹ひかれて耳を傾かたむけた。

「それがとても強力な《偽剣レプリカ》みたいなんだ」

「へえ、そうなのか」

「その武器をさ、一週間くらい前かな、オレの知り合いもに手に入れたって行って来たんだ。そいつ、別人みたいに強くなってさ」

「ふむ」

「俺もその《偽剣レプリカ》を手に入れたいと思った矢先だよ。そいつが姿をくらませたのは。……どこで手に入れたのか、詳しく聞きたかったのにな」

　デュランは遠くを見るようにそう呟つぶやいた。




「はーい。静かにして顔を伏せてくださーい」

　言いながら担任が教室に入ってくる。生徒たちも、もう慣れたもので、微妙に視線を逸そらした。この担任は視線が合うとまるで使い物にならなくなるという、教師として致命的な性質を持っていた。

　といっても彼女が実技において高い能力を有していることを、武たけ琉るは知っている。先日の事件で目の当たりにした。

　毒ガスがまき散らされ、すべての生徒が意識を失う中。担任だけはなんとか意識を保ち、氷雪剣科ザミルザニイ上位の生徒である少女と戦うという離はなれ業わざをやってのけた。

　その相手となった少女とも、武琉は関わりがあった。

　季節はずれのマフラーを巻いた少女。彼女は《神剣刀争ベルム・ラミナ》を妨害した罪で学園を追われてしまった。仕方のない事情だったと、武琉は思う。しかし罪は罪ということらしい。

「今日はみなさんに大事なお知らせがあります。ああっ、やめてくださいいいい！　注目はだめですっ！」

　そんな担任は勢いよく教卓の下に隠れた。

「さあ、話は通してあります。みなさん、後ろの扉にご注目ください」

　生徒たちは不審に思いながら、担任が手で指し示す後ろ側の扉に視線を送る。

「今日から、みなさんと一緒にお勉強する事になる新しいお友達です」

　がらりと扉が音を立てて開かれる。

　武琉は、やや目を大きくしながら、現れた人物を見た。

　教室に入ってきたのは、武琉にとって見覚えのある少女だ。

　マフラーを巻いていた。

　中学生のように低い身長に、銀色のロングへア。咲さく耶や以上の完全なぺったんこ。

　氷雪剣科にいた、湾刀を使うルシアの少女だ。

「……アーニャ・イリンスキー。よろしく」

　彼女はまったく表情を変えないまま、そう言って頭を下げた。

「やっべ。なにあれ、かわいい……」

「わぁ、ちっちゃくってかわいい！　お人形さんみたい」

「まさか飛び級!?　って、そんなわけないよねー」

　アーニャ。

　それは先日、光波剣科ルーメンの試験を襲い、武たけ琉るを攻撃してきた少女だった。

　のちにそれがエリヴィラという少女の命令だということがわかった。アーニャは妹を人質にとられていたのだ。

　しかし、命令とはいえ神剣刀争ベルム・ラミナの予選を妨害した罪は重いと判断され、学園を追い出されたはずの少女だった。

　そんなことは知らずざわつく生徒たちをよそに、担任が説明を始めた。

「彼女は、元々氷雪剣科ザミルザニイの一年生でした。ですが、少々理由があり、光波剣科に転科することになったんです。あちらでは相当な使い手でしたので、みなさんも切せつ磋さ琢たく磨まして頑張ってくださいね！」

　転科してきた理由が詳しく説明されなかったためか、クラス中の生徒たちが不思議そうに首を傾かしげる。

　そこでアーニャの蒼玉サフアイア色をした瞳が武琉を捉える。

「……武琉。あなたに、会いにきた」

　言った瞬間だった。

　怒号。

「うおおおおお！　またおまえか！　如月きさらぎ武琉うううううう！」

「なんであいつ、ばっかり！」

「クソッ！　力があればなんでも許されるのか！　」

　男子が世界を恨むように嘆き出す。デュランだけはニヤニヤと愉快そうな笑いを浮かべながら、武琉を見た。

　アーニャがこくりと頷うなずきながら口を開く。

「……そう。武琉は強い。けど、それ以上に、優しい。とても魅力的な人」

　その言葉に今度は女子たちが色めき立つ。

「まさか、武琉くんを狙って……、転科まで、しちゃうの？　……強敵かも」

「た、武琉さんはわたくしたちのですわっ」

「これにはガンジーも助走をつけて激おこぷんぷん丸だねっ」

「……武琉さんは、私が好き、嫌い、襲う、好き、嫌い、襲う……」

　レイチェルは不穏な単語を言いながら花占いをしていた。

　カオスな状況になっているクラスの中で、担任はなけなしの勇気を振り絞ったかのようにかすれた声で言った。

「あ、アーニャさんはこちらを見ないように細心の注意を払いながらあいてる席へ、ど、どうぞ、座ってください」

　アーニャは武琉の横を通ったときに小声で言葉を投げてきた。

「……これには理由がある。あとで、説明する」




　説明があったのは昼休みのことだった。

　武たけ琉るは人目を避けアーニャと共に学園の敷地内の隅にある林に来ていた。

　アーニャの、月の女神のような銀色の髪が風で揺れる。

　彼女は透き通った蒼い瞳で武琉を見ながら言う。

「……この前は、ありがとう。また会えて、よかった」

「ああ。俺も嬉うれしいよ。アーニャがどうしているか、気になってたからな」

　そのままアーニャは、自分の髪の毛を指先でくるくると巻き出す。

「そういや、手紙で読んだんだけど、妹さん、なんとかなりそうなんだよな」

「うん。でも、ずっと入院してた。だから、体力が戻るのに少し時間がかかるみたい」

「そりゃ、よかった」

「……うん。あなたのおかげ」

　武琉はその礼がなんだかくすぐったくなって、ぽりぽりと頰ほおをかいた。

「……それで、わたしが来た理由。今のわたしは、理事長に雇われている」

「へ？」

　髭ひげ面づらにアロハの胡う散さん臭くさいおっさんを思い出す。あれで教育者などと言われて誰が信じるだろうか、というほどの不審者だ。架空請求会社の親玉のほうがよほど似合いそうだ。

「……わたしは彼が持つ戦力の一つ。今はあなたのそばにいるように言われている」

「なんでわざわざオレに？」

　武琉が疑問に思ったことを尋ねると、アーニャは表情を変えずに告げた。

「……武琉は、第八階位の《偽剣レプリカ》を持っていると聞いた。それは、この学園の上位でも容易には使えない特級品スペシヤル」

「ああ」

「……そして、ヤマトの血筋を引いている。武琉は、自らの特殊性を考えたほうがいい」

　いまいちピンと来ない。が、言わんとしていることはわかる。

　かつて武琉はその身体を目当てにエリヴィラに襲われた。武琉には武琉自身でもまだ知らない利用価値がいくつもあるのだと、アーニャは告げているのだ。

「……そんな武琉に何度も理事長が会いに来るのは、不自然。他国に警戒されてしまう」

　アーニャは蒼い瞳を武琉の目から一瞬たりともそらさない。

「……だから、わたしは理事長の意図を、あなたに伝える、伝達係メツセンジヤー」

「そうか」

「……今も一つ伝言を託されている」

「早速かよ」

　アーニャは左右に視線を走らせ、声を潜めて告げた。

「……ネオリカが国連で不審な動きをしてることが理事長の情報網にかかった」

「国連？　ここにもあるのか」

　武たけ琉るはつい口に出してしまう。

「……ここにも？」

「ああ、いや。……どんな組織なんだ？」

「国際連合のこと。国家間の取り決めを行う場所。かつて、各国の《神域封剣レグナーレ》使いが全力でぶつかった結果、世界は荒廃した。二度とそうならないために、作られた」

「ふむ」

　そういえば、咲さく耶やが前に言っていた気がする。

　そこは、この学園での生徒の成績によって発言力の変わる場所だったはずだ。最強の戦力を持つ国の言葉がデカくなるという単純なルールで動く場所。

「……国際平和を維持し、各国の友好関係を強固にする、世界を正しく美しくするための組織」

「いいところじゃないか」

「……建前は、そう。でも、それぞれの国は、自分たちが有利になるように、他国が不利になるように動いている。そして、さっきも言ったとおり、ネオリカの動向に、注意してほしい。いくつか国連内で裏工作が行われた可能性があると理事長が言っていた」

「でも、ネオリカは《神域封剣》を二本持ってる最強の国なんだろ？　だったら、力で言うことを聞かせられるんじゃないのか？」

「……それは、無理。確かにネオリカは強い。でも、他にも五本の《神域封剣》がある。その五か国が同盟を結べば、ネオリカは勝てない。国連は相互監視の組織でもある」

「だから、裏から手を回すのか」

「……ネオリカは、外交や策謀の能力も高い。そもそも、ネオリカが《神域封剣》を二本持ったのは、その策謀能力ゆえ」

「うん？」

「……本来《神域封剣》は一国一本。その権利は移動しないような仕組みになっている」

「でも、ネオリカは持っているよな」

「……ラナダという国を吸収するという常識外の手段で、奪った。あの国には、注意して」

　その声は無感情に聞こえながらも、どこか切実さを持った響きとなって武琉の耳に入り込んできた。

「……そろそろ、昼休みが終わる。武琉。戻ろう」




　そして放課後になった。

「あ、武たけ琉るくん。帰るのー？　途中まで一緒に行っていいかなー？」

　と言うコゼットたちに加え、今日は別の少女もいた。

「……武琉。わたしも」

　武琉の右隣に並んだのはアーニャだ。

　帰ろうとする武琉に、五人の少女がついてくる。

　それ以外にもう一人の少女が視界に入った。校舎を出てすぐのところの細いわき道。その木の下には、いつものように立っている黒髪の少女がいた。

　彼女はむぅ、と唇をとがらせて武琉を見ている。

　正確には、武琉の左右で腕をとったり、後ろから制服の端を摑つかんだりしている五人の少女を見ていた。

「武琉。またこんなに引き連れて……！　いちゃいちゃでれでれ禁止って言ったのにっ！」

「……いや、だって、断ってもついてくるんだよ」

「むっ。あなたたちは、またいつもの──」

　キッと目を逆三角形にして、咲さく耶やは武琉のクラスの四人娘をにらみつける。

「って、増えてるじゃないっ！」

　咲耶は武琉の隣の銀髪少女に視線を送る。

「あれ？　たしか、あなた氷雪剣科ザミルザニイのルシアの子よね。どうしてここに」

「……武琉のために、転科してきた。武琉も、うれしいって言ってた」

　ピシッと咲耶の動きが固まる。

　それからギギギと武流のほうを向いて、笑顔になった。

　表情とは裏腹に、剣気が膨れ上がっていた。周囲の砂がぶわわと舞い上がり、まるで風に吹かれたかのように木がごうごうと揺れる。

　その中でこっそりと、四人娘たちはそれぞれ言葉を武琉に投げてから去っていく。

「あははー……。武琉くん、それじゃ、またねー」「武琉さん。また明日、学校でお会いしましょう」「やべー。此この塚づかさん超ヤバイねっ。リンド人もびっくりしちゃうレベルだっ」「……ひぃ、此塚さん怖いですぅ……」

　咲耶は笑顔の仮面をはめたかのような表情で尋ねてくる。

「聞き間違いよね。わざわざ、転科？　武琉のそばにいるために？　無理でしょう。しかも武琉、嬉うれしいってなに。なにかしら」

　武琉が答える前に、アーニャが口を開く。

「……そのままの意味。わたしは武琉に毎日会うために転科した」

　間違ってはいないが、決定的に言葉が足りない。毎日会って何をするために転科したのかで意味合いが異なってくる。

「なっ！」

　アーニャは人形のような目で咲さく耶やを見つめた。

「……咲耶は、武たけ琉るの何？」

「えっ」

「……やっぱり、お嫁さん？」

　アーニャが首を傾かしげながら尋ねると、咲耶が目に見えて慌て出す。声を裏がえらせながら言った。

「お、お嫁さんっ……。じゃ、ないし、うん。違うわ」

「……そう。よかった」

「えっ」

「……だったら、大丈夫。武琉。わたしとのあの約束は、まだ生きてる」

「約束、だと？」

　武琉はアーニャとの約束が思い出せず、眉をひそめた。

　アーニャは両手で口元のマフラーをぎゅっと握りながら小さく言う。

「……わたしに、何をしてもいい。誰を気にする必要もない。武琉には、恩がある」

「だだだだ、だめだめだめだめだめ！　そんなの、だめーっ！　だめだもんっ！」

　咲耶はまるで武琉を守ろうとするかのように抱きついてきた。

「お、おい。咲耶!?　こんなところで、どうしたんだよ」

　咲耶はムキになったかのように叫んだ。

「と、とにかく、だめなのっ！」

「……武琉が望めばすぐでもいい」

「武琉はそんなの望まないんだからっ！」

　ぎゃいぎゃい言い合いをする二人に、武琉は半ば呆あきれながら言った。

「そろそろ、帰るぞ。これじゃあ晒さらしもんだ」

　武琉たち三人には、周囲の生徒たちの視線が痛いほどに突き刺さっていた。




「ちょっと。どこまでついてくるのよ」

　咲耶が遊歩道を歩きながら、後ろをちらと振り返って言った。

「……大丈夫。わたしも、こっち」

「さっきからずっとそう言ってるじゃない。こっちには、何もないわよ。正門はあっちだし、ルシア領もあっちよ」

　しかし、アーニャは咲耶が間借りしている校舎までついてきたのだ。

「じゃあわたしたち、ここだから」

　咲耶はそう言って手を振った。しかしアーニャは校舎の中に入っても、エレベーターの中に入っても、十七階で降りても、ついてきた。












　頰ほおを膨らませた咲さく耶やが自らの部屋の前に立ち、鍵を開ける。

「まさか、部屋までこことは言わないでしょうね」

「うん、そう」

　アーニャがこくりと肯定すると、咲耶がひっくり返った声を出す。

「はぁ!?　ど、どういうことよっ！」

　尋ねられてアーニャは咲耶を見ながら口を開く。

「……ルシアの寮に住めなくなったから」

「それだけじゃ、理由になってないわよね」

「……事情があって、今、ルシアと関係がよくない」

　ああ、もしかするとこの前の事件の影響か、と思って武たけ琉るはアーニャに問いかけた。

「それは、この前のあいつと関係があるのか？」

「……うん。彼女の実家は、ルシアで力を持ってたから。それで、理事長に相談したら、ここを紹介された。しばらく住んでいいって」

「ああ、理事長……！　なるほど、あの人なら言いかねないわ。…………あの人は、ほんとうに、もうっ！」

　咲耶がぷんすか怒っていると、アーニャが数枚の紙を取り出した。

「……どうしてもダメだったら、これを見せろって、言ってた」

　ああ。この流れには、覚えがある。

「くぅぅぅ、理事長のやつぅぅぅ！　またなの!?」

　以前、ノエルが一日泊まったときも同じような流れだったはずだ。

「本当に、人のことをなんだと思ってるのよ！」

　だんだんと地団駄を踏む咲さく耶やに、アーニャが声をかけた。

「……嫌？」

「嫌も何もないわよ。泊めるしかないじゃない。ここは理事長の厚意で借りているの。つまり、わたしに拒否権はないわ」

　アーニャの表情が、やや暗くなったような気がする。

「……そう。だったら、いい。自分でなんとかする。無理を言って、ごめん」

　言って、アーニャは背を向け、エレベーターのほうへと歩いていく。

「お、おい」

　その背中に武たけ琉るが声をかけようとすると、咲耶が口を開いた。

「ちょっと待ちなさい」

　背を向けたままアーニャの足が止まった。

「他に泊まるあて、ないのよね」

　アーニャは返事をしない。

「じゃあ、ごめん」

　咲耶はぶすっとした声で言葉を続ける。

「うちは、狭いわよ」

　アーニャがくるりと咲耶を振り返った。どうしていいのかわからないように、そのまま立ちっぱなしでいる。

「いいから、早く入りなさいっつってんの。わかりなさい」

　ぷいっと顔を背け、部屋に入ろうとしながら、咲耶はそう言った。

　武琉はその様子を見て小さく笑みを浮かべた。




　そのとき、エレベーターがチンと音を立てて止まった。

　扉が左右に開いていき、その中から出てきたのはノエルだ。

　こちらを翠玉色エメラルドの瞳が見ていた。背中には十字架のように見える大剣を背負っている。

「ちょうどいいところにいました。此この塚づか咲耶。私をその部屋に泊めてください。命令書はここにあります。理事長から下された拒否不能の指令です。」

　紙を突きつけてくるノエルを見て、咲耶は片手を額に当てた。

「あーもう！　なんなのよっ！　本当にもううううっ！」

「我が国の上層部が、本戦出場のご褒美に武琉とデートすることになったと理事長に話したところ、爆笑しながら『僕からもご褒美をあげるよ』と仰おつしやったらしいのです。それで『一日限定武たけ琉るくんと一緒にお泊まり券』が発行されました」

「ふんっ！　だったら、入ればっ！」

　咲さく耶やは言いながらずんずんと部屋の中に入る。ノエルは慌てるように後を追いかけた。

「ど、どうしたのですか？　此塚咲耶。怒っているのですか？」

　武琉は肩をすくめ、アーニャに向かって声をかけた。

「さ、オレたちも入るぞ」

「……うん」




　武琉につづいて部屋に入ってくるアーニャを見てノエルは目を丸くした。

「そういえば、あなたは何者ですか？　私はノエル。ノエル・リーヴェンともうします。風魔剣科ヴイント一年所属で、ゲルツ出身です」

　尋ねられたアーニャは、武琉を見ながら首を傾かしげた。

「……わたしは何者？」

「いや、オレに聞かれてもな」

「あなたに、あなたは何者なのかと聞いているのです」

　アーニャはやや上を見て考え込むようにした後、口を開いた。

「……アーニャ・イリンスキー。光波剣科ルーメンの一年」

　言われてノエルは眉をひそめてから口を開く。

「その名前には、聞き覚えがあります。確か、氷雪剣科ザミルザニイの上位の方では？」

「……そう。でも今は光波剣科」

「ふむ……。それで、如月きさらぎ武琉とは、どんな関係なんですか？」

　その質問に一番反応したのは咲耶だった。ちら、ちらちらとアーニャの顔を窺うかがっている。

「……友人？」

「そうですか。私は如月武琉の愛人です」

　ノエルは得意そうに言ってから、ふふんと鼻をならした。

　違うだろ、と武琉は思った。しかしめんどくさいので口には出さない。加えて言えば反論しても無駄だろう。ノエルといえば人の話を聞かないことに定評がある。

「……そう」

　ふわっと柔らかい感覚が腕にあたる。アーニャの身体だ。未発達の身体が押しつけられる。

「おい。アーニャ、なんで腕に抱きつくんだ」

　武琉が呆あきれた声を出すと、アーニャが見上げてきた。

「…………なんとなく？」

「アーニャ・イリンスキー。その手を離しなさい」

　言いながらノエルは逆側の腕に抱きついてくる。むにゅ、と肉感的な感触がした。

「……友人なら、腕を組むのは自然」

　などとアーニャは無む茶ちやなことを言い出す。

「ふむ。それなら自然ですね。古代ヤマトの文献でも、そのような記述があると我が国の歴史学者ゲシヒテ・ゲレーアタアが言ってました」

　いったい何を参考にしたというのか。

　とそこで咲さく耶やが口を開く。

「違うでしょう！　やっ、やめなさいよ！　ノエル！　武たけ琉るも武琉よ！　そんなでれーっとした顔しちゃって」

　言われて武琉は心の底からため息をついた。

「どうしたらそう見えるんだよ」

　ノエルははっと何かに気づいた様子で、咲耶を見る。

「そうでした。正妻である咲耶をさしおいて、申し訳ありません。しかし咲耶、安心してください」

　ノエルが自信満々に口を開いたため、咲耶は警戒するように声を低くした。

「な、なによ」

「正面があいています。どうぞ正面からむぎゅっと」

「違うだろノエル。そうじゃねーだろ……」

「そ、そうね。正面が、あいてるわよね」

「咲耶、おまえまで何を言ってるんだ!?」

　じりじりと黒髪の少女が近寄ってくる。

「えいっ」

　咲耶が両手を広げて武琉に向かってジャンプ。すかっ。

　武琉は抱きついていたアーニャとノエルを振り払い、飛びかかってくる咲耶を回避した。

「と、とにかく、だ。さすがに四人だと狭すぎるだろ。おまえらも疲れるだろうし、オレは一人でなんとかするさ」

　そう言って武琉は外に向かって一歩踏み出した。

「そ、それはだめです。如月きさらぎ武琉っ」

　ノエルが慌てたような声で告げる。アーニャがただ淡々と口を開いた。

「……それなら、わたしも一緒に行く」

「アーニャ。オレのことは気にしなくていいぜ。この部屋に四人もいるとさすがにゆっくり休めないだろ。なあ、咲耶？」

　援護を頼もうと咲耶に視線を向ける。しかし咲耶は武琉の期待とはまったく違うことを言った。

「べ、別に、武たけ琉るに出ていけなんて、言ってないし。だってそもそも武琉はこの部屋に、い、一緒に住んでるじゃない。そんな人を追い出して、別の人を泊めるなんて、するわけないじゃない」

「……いいのか？」

「いいわよ。というか、全員がいいって言ってるんだから、気にする必要なんてないのに」

　もごもごと口を動かしながら咲さく耶やが頰ほおを膨らませる。

「でも」と武琉が続けようとする。しかしノエルが翠玉色エメラルドの瞳で室内を見回してから話題を変えるように口を開いた。

「そうです。こんな時は食事にしましょう。みんなで食卓を囲めば、仲も深まるはずです」




　その夜。

　唯一のヤマト領土である狭い部屋の中で、咲耶が渋い顔で呟つぶやいた。

「どうしよう……。布団が、二組しかないわ」

　それはそうだろう。元々一人暮らしだったのだ。武琉が借りている予備の布団があっただけでもラッキーだったのだ。

「うーん……。一人は、わたしの布団で一緒に寝るとして。あとはどうしようかしら」

　咲耶がむぅと唸うなりながら考える様子を見せる。

　そこにアーニャが変わらない表情のまま呟く。

「……？　武琉が使ってる布団に、入ればいい。誰も行かないなら、わたしが行く」

　咲耶が両手を振って大きな声を出す。

「だ、だめだめ！　そんな、男女が一緒の布団で寝るなんてっ……」

「……寝ると、だめ？」

「だって、何か間違いがあるかもしれないし、そのっ……」

「……間違いって？」

　邪気のない表情でアーニャが尋ねると、咲耶はあわあわ手を動かした。

「えっと、それは、その、えっと……」

　ノエルがそこに口を挟む。

「不純異性交遊があるかもしれないということです」

　ルシアの少女は一瞬の間をおいて、それに得心したかのように頷うなずく。

「……なるほど。武琉」

「ん？　オレか？」

　アーニャが武琉を無む垢くな瞳で見上げながら口を開いた。

「……不純異性交遊、する？」

　なんだ、この質問は。

　無表情も相まって意図がまったく読めない。

「あ、ああ。そんなつもりはないが……」

　言うと、アーニャが咲さく耶やに告げた。

「……ないって。だから、大丈夫」

　そんな簡単に信じていいのか!?　いや、本当に、するつもりはないけどさ。アーニャが心配になるな……。いつか詐欺にでもあうんじゃないだろうか。

「そ、それでも、ヤマトには、男女七歳にして席を同じくせずって言葉があってっ……そのっ、だから、同どう衾きんなんて……」

「大丈夫です。此この塚づか咲耶、安心してください」

　自信ありげにノエルが口を開く。

「ノ、ノエル。なにか名案でもあるの？」

「もちろんです。我がゲルツに不可能などありません。このような状況もシミュレート済みです。首脳陣の考えた超絶マニュアルがありますので、ご安心ください」

　言いながら、ノエルは自分の鞄かばんをごそごそとあさり出す。

　中から出てきたのは白い袋。

　寝袋……にしては、薄い。

「ゲルツの誇る繊維工学教授フアーザア・プロフエツソーリンが作られた、抱き枕です」

　咲耶が目をぱちくりさせてから、ノエルに尋ねる。

「うん？　それが、どういうことになるの？」

「私がこの中に入り、武たけ琉るの抱き枕になりましょう。過去のヤマトの文献によれば、居候は枕になるものだという情報もあったようです」

「おかしくないか!?」「おかしいでしょうが!?」

「しかもよく見れば、それ、ノエルの写真が印刷されてるじゃないか……」

　白い抱き枕のプリントは、ノエルさんのネグリジェ姿の写真（実写）だった。恥ずかしそうに頰ほおを赤らめているやつだ。ちょっと本格的に意味がわからない。

　けれどノエルは得意げに「ふふん」と鼻をならした。

「いや、おかしいよな!?　これだけ呆あきれられているのに、なんで得意げなんだっ……！」

　ノエルは目を見開き、呆ぼう然ぜんとした表情になる。

「えっ……。呆れられて、いたのですか……？」

「気づいてなかった……!?」

　で、どうするよ？　と武琉は視線を咲耶に送った。

「しっ、仕方ないわね。わたしが武琉と一緒に寝るわ。同じヤマト国民だし、家主だし、わ、わたしが我慢すればいいんだし」












　どもりながら言う咲さく耶やに、武たけ琉るはため息とともに告げる。

「どうせ畳だし、そんなに寒くもないし、オレはその辺で寝るからいいよ」

「それは、だめ。それならわたしがその辺で寝るし」

「いや、お前の部屋じゃんか。だったらお前は布団で寝るべきだ」

「わたしの部屋だからこそよ」

「でも」

　武琉と咲耶が言い合っていると、ノエルが脇から口を挟む。

「待ってください。此この塚づか咲耶、如月きさらぎ武琉。このケースは譲り合いが終わらなくなりそうなので、やめたほうがいいかと」

「あ、ああ。そうかもしれないな」

　咲耶がなぜかがくりとうなだれる。

「ノエルに、つっこまれた……。あのノエルに……」

「なっ……。私につっこまれるのは、そんなに嫌なのですか？」

「あ、いや、べ、別にそんなことないわよ。ノエル。って、と、とにかくっ！　ちょっと話し合って決めましょう。ノエル、アーニャ、こっちに来なさい」

　そして三人はああでもないこうでもないと話し合い出した。

　出た結論、それは──。




「どうしてこうなったんだよ……」

　武たけ琉るが呟つぶやくと、すぐ右側から咲さく耶やの声がした。

「……仕方ないじゃない。これで全員同じ条件になるって結論になったんだから」

　直接息が耳にかかるような距離。というか、かかっている。すぐ十センチ右には咲耶のかわいい顔がある。

　すぐ左側からはノエルの声が聞こえてきた。

「おかしくないです」

　そちら側をみれば、十センチほどの距離に美しさとかわいさの混ざった顔。

「これはゲルツの権威である裏社会ケーアザイテの首ボ魁スの案です」

「裏社会の首魁……！」

　一体どんなハニートラップがあるというのか。と、武琉は警戒して身を硬くする。

　ノエルはどこか自慢するような様子で言う。

「ええ。血ち塗まみれのハンスと言われた、名前すら判明していない男です」

「名前ってハンスじゃないのか？」

「ハンス・シュミット。それはヤマトで言えば田中太郎でしたか。ごく一般的な名前で、偽名らしすぎる偽名。誰でもあり、誰でもない。彼は出身も、顔も、親類も、性別すらも判別していませんでした。それどころか、架空の存在だとすら言われた人物です。彼の存在は恐怖統治を行うための情報操作の産物もしくは罪を押しつけるための生け贄の羊ズオルデンバクだと思われていました。実在することがわかったのは、前回のゲルツ首脳会議が初めてです」

「なんかすげえ人物っぽいけど……。それだけに、恐ろしいな」

「彼は言っていました。──やっぱり添い寝っていいよな。女の子が近くで寝てるって思うだけで胸がドキドキしちゃう──、と」

「誰に向けての可愛かわいさアピール!?　そいつ本当に裏社会の首魁なのか!?」

　そして、腰のあたりからも声が聞こえた。

「……武琉。ゲルツは前々から頭がおかしい。触れないほうが、いい」

　もぞもぞと腰元から何かが這はい上あがってくる。ぷは、と武琉の胸元から顔を出したのは、アーニャだ。アーニャの銀色の髪が、武琉の首筋に触れた。

「我がゲルツが羨ましいのですね。ルシアは寒くてアルコール中毒症状の患者ばかりの国だと聞いてます」

「……偏見ばかり。マニュアル仕事のゲルツは、頭が固い」

「それより、何で出てきているんですか。アーニャ。あなたは武琉の足下と決まったはずです」

　言いながらノエルはアーニャの頭を押さえ、布団の奥に沈めた。

「……ふぎゅ」

　まあ、そういった状況だ。

　布団は二枚並べてしかれている。

　その中央に武たけ琉る。右に咲さく耶や。左にノエル。武琉の腰元にはなぜかアーニャが抱きついてくる形になっている。

　それにしてもこの状況はよくない。大変よくない。

　まったくもってそういった経験がないのである。

　武琉自身は、そんなものはなくたってまったく問題ないと思っている。

　恋愛などよりも楽しいことが、ここにはあるからだ。武琉が本気を出してぶつかれる相手がいるからだ。

　それは全身がアツくなるほどにたぎる。おそらく、恋愛などよりもずっと。

　──そうだ。だから、気にしてはいけない。

　腰やおなかのあたりが温かい。武琉の服がめくれたのか、アーニャの息がおなかにかかった。

　──いや、いやいやいや。

　何もない。これはまったく何の問題もない。意識するな。考えるな。落ち着け。

　武琉は精神を集中させながら、目を閉じた。

　次第に咲耶の可愛かわいい寝息が耳に入る。アーニャも寝たようで、むにゃむにゃとした何を言っているかわからない寝言が聞こえた。

　そんな状況の中で武琉は思った。

　──眠れん。




　左側から小さく潜められた声が聞こえた。

「……如月きさらぎ武琉。起きていますか？」

「ああ」

　左側を向けば、すぐそばにノエルがいた。掛け布団から、鼻から上だけを出している。

「私から言い出したことなのですが、これは、ドキドキしますね」

　ちょっとうわずったような、照れたような声。

「あ、ああ……」

「武琉も、ドキドキしてくれていますか？」

　すぐ耳元で、そんなことを言ってくる。吐息が顔にかかり、心臓がはねる。

「……まあ、な」

「だって、こんなに近い。こんなにぴったり、くっついてしまって。ここだと、武琉の体温が、伝わってきます」

　ノエルはじっと武たけ琉るの目を見ながら告げる。

「武琉が話す度に、息がかかって、胸が高鳴ります。それに、武琉の匂においすら、わかってしまう……」

　ノエルは普段とは違う、とろけるような声で言う。

「それに、私がわかるということは、武琉にも伝わってしまっていますよね。私の、体温も、吐息も、匂いすらも……」

　吐息がかかる。それは甘い、柑橘系シトラスの香りがした。

　翠玉色エメラルドの瞳がいたずらっぽく揺れる。

「今、私は愉悦を感じています。愉たのしい、です。武琉。照れていますか？　そんな様子の武琉を見ていると、なんでしょう。胸が、こんなにも温かい」

　ゲルツの妖精は、ふふ、と小さく笑う。

「咲さく耶やたちに内緒で、くっついちゃいますか……？　この距離は、抱きしめられる距離ですよ」

　武琉の目を見ながら、ノエルは尋ねてきた。

「私のこと、抱きしめたいですか？」

　きれいな顔が傾かたむけられる。

「……それとも、抱きしめられたいですか？」

　ノエルが目を細めて笑う。

「困ってますね。武琉。……だったら、今のは噓うそです」

　でも、とノエルが続ける。

「一個だけ、お願いがあります」

「お願い？」

「はい……。朝まで、手を繫つないでいてください」

　言いながら武琉の手をノエルはぎゅっと握る。指と指の間に、ノエルの指が入ってくる。

「まあ、それくらい、なら、いいのか？」

　どういったものがふつうなのか武琉にはわからない。

「温かい……。武琉の温度は、安心、しま、す……」

　ノエルの声に眠気が混ざってきて、ふにゃりとした声が混ざってくる。

「……ノエル？」

　声をかけても返事は返ってこない。

　見れば、すぅすぅと静かな寝息を立てながら、目を閉じている。いつもの姿も妖精のように可愛かわいらしいが、目を閉じたノエルはより神秘的な美しさが加わったようにも見える。

「寝たのか……」

　武琉はノエルが寝たことを確認してから、自らも眠るために意識を集中する。




　本格的に眠れない。

　移動しようにも、無理だ。

　左手はノエルにぎゅっと握られているし、胸には抱きつくようにアーニャが寝ている。

　さあ、どうするか。

　眠れる気配は微み塵じんもない。

　やれやれ、と思いながら、武たけ琉るは右側に首を向けた。

　咲さく耶やが、じ、っと武琉を見ていた。

「うおっ!?」

　咲耶が小さく口を開いた。

「武琉」

　薄い茶色の電灯の下で、咲耶の瞳と見つめ合う。

「お、おう……。起きてたのか？」

「今、起きたの。もう……なによ、その状況」

「説明はしにくいんだが、いろいろあってな……。お叱りなら、甘んじて受ける」

「いい、わよ。そんなの……。一緒の布団で寝ることになった時点で、覚悟してたし」

　咲耶が唇をとがらせる。

「そう、なのか？」

「うん。今は、えっと、今は寝ぼけているから、こんなことを言うのだけど……」

　咲耶は武琉から視線をそらせ、また合わせる。落ち着かない様子になって言う。

「ちょっとだけ、ラッキーだって思ったわ」

「ラッキー？」

「わたしは、その、すぐに意地張っちゃうから。その、ね。武琉のことが嫌いなわけじゃないの」

「いや、それはわかるさ。嫌われてたら、さすがにここに置いてもらえないだろうしな。でもやっぱりオレがいて、しかもこんなふうに寝ることになんかなってさ。……迷惑なんじゃないのか？」

　武琉が尋ねると、咲耶は慌てたように言った。

「ううんっ！　全然、そんなことない、よ……」

　咲耶が顔の前で指先と指先をもじもじこすり合わせる。

「こうやって、近くで寝られるのは、嬉うれしい、気もするし……」

　ちら、と武琉を見てきた。咲耶から桃のような香りが漂う。

「これは、これで、そのね。いい機会な気も、するの」

　つっかえつっかえで咲耶が言う。

「でも、ちょっと恥ずかしいね。心臓の音、聞こえちゃいそう」

　武琉の顔をうかがうように、咲耶が尋ねてきた。

「あの、そのね。もう少しだけ、そっちいっても、いい？」

「……これ以上か？」

「うん。これ以上」

　言って咲耶がそっと身を寄せてくる。

　咲耶の香りが強くなる。鼻と鼻がぶつかりそうな距離。

「温かい……」

　咲耶のしっとりとした吐息がかかる。

　背筋にどこか快感を伴ったふるえが走った。

「でも、もっと近くがいい。ノエルよりも、近くがいい」

　言いながら咲耶がさらに身体を近づける。

「お、おい。咲耶」

　そのまま咲耶は、ぴったりとくっついたまま、しばらく何も言わなかった。

　咲耶が武琉の胸の中で口を開いた。

「ねえ、武琉。知ってる？　学園で話題になってる武器の話」

　言われて武琉はデュランが話していたことを思い出す。

　持つとやたらと強くなる、出所不明の剣がある、ということだ。

「ああ。そういや、学園でそんな話があったな。気になるのか？」

　咲耶がこくんと頷うなずくと、おでこが武琉の胸に触れた。

「何かあるのか？」

「……ちょっとだけ、ね。もし、わたしが思っている通りだったら……」

　言ってから咲耶はごまかすように笑う。

「ううん。やっぱりなんでもない。……早く寝ましょ」

　咲耶はそう言って、布団の中にこもるような声で言った。

「……おやすみ。武琉」






│二章│前哨戦






　神霊浮遊都市エーテル・フロートの元ラナダ領土にある屋敷にレナードは住んでいた。

　二人暮らしには広すぎる屋敷だ。

　窓から明るい陽光が差し込んでいるにもかかわらず、レナードは机に向かっていた。

　銀色の眼鏡めがねの奥にある青い瞳が真剣な色を映している。

　書類を読み、報告書を書き、手早く片付けていく。

　ネオリカから要請されている仕事だ。

　それが終われば、予算を縮小された旧ラナダ国民の福祉制度の法案を考えなければならない。

　レナードは眼鏡のブリッジをあげて、息を吐く。

　静かな部屋の扉が、突如大きな音を立てて開いた。

「兄様、お疲れさまーっ！」

　栗くり色いろの髪をしたツインテールの少女だ。活発そうな表情で、銀色のトレイを持っている。

「……ロザリーか」












　彼女はトレイを持ったまま片手をあげて、部屋に入ってこようとして。

「お茶の準備ができたよー。いいメープルシロップが入ったから、メープルクッキーにメープルティーを用意しま──したぁっ!?」

　入り口の敷居に足を引っかけ、派手に転んだ。

　がしゃがしゃんとティーポットの割れる音が部屋に響く。

「……ロザリー。君はもう少し普段も周りに気を配るべきだ。これで何度目だ」

　レナードは眼鏡めがねを外しながら、ため息をついた。

「そ、そんな呆あきれた顔で見なくてもいいじゃんっ。あたしが何したって──あ、いえ。割りましたけど。ポット割っちゃいましたけどっ。ああっ、ごめん、ごめんなさーい！　今すぐ片づけますっ」

　慌てて言うロザリンドに、レナードは立ち上がりながら口を開く。

「私も手伝おう」

「いえ、いえいえ。兄様はお疲れだし。大丈夫。任せて。あたしがやるからそのままお仕事してて大丈夫」

「本当に任せて大丈夫か？　この前は、片づけようとして持ってきたバケツをひっくり返したあげく、バケツが頭にハマって前が見えないと騒ぎ、タンスにぶつかって下敷きになっていた気がしたが、それは私の気のせいかな」

　ロザリンドはつつつと露骨に視線をそらす。

「そんなことあったっけ。覚えてないよー。兄様の気のせいだよー」

「そうか。ならいいのだが」

「うんうんっ。というわけで、お片づけを開始しますゆえ、兄様はどうぞ机にお向かいください」

　そう言って、ロザリンドは片づけを開始した。開始したのはいいのだが、またしても持ってきたバケツをひっくり返していた。




「というわけで兄様。今日は、その、お暇、ですか？」

　片づけを終えたロザリンドはレナードの顔をうかがうように尋ねてきた。

「もし、よければ、その──」

　その仕草でレナードには彼女は何が言いたいかがわかった。

　ロザリンドは訓練を見てほしいのだ。

「わかった。つき合おう」

　言うとロザリンドは両手をあげてジャンプした。

「わーい！　ありがとうっ。兄様。あたし、絶対に兄様に追いつくから！　兄様一人に、背負わせないから、待っててねっ！」

　そう言ってロザリンドは小さな拳を握った。

「そうか。期待しないで待っているとしよう」

「兄様ひどいっ！　じゃあ訓練用の《偽剣レプリカ》を用意するねっ！」

　ロザリンドは急いで部屋から出ようとして。自分の足に躓つまずいて盛大に転んでいた。

「……我が妹ながら、それで中等部第一位というのが信じられないな」

　身体をへの字にして転んだままロザリンドが叫ぶ。

「うっさいよ兄様っ！」

　身体をぱんぱんとはたきながら、ロザリンドが立ち上がる。

「ああ、そうそう。ほら、ちょっとした息抜きにも、ね。あたしお弁当も作ってあるんだ」

「そうか。楽しみだ」

　レナードが言うと、ロザリンドはジト目を向けてきた。

「…………兄様。絶対それ思ってないよね」

　それからロザリンドは空気を変えるように言った。

「今日は、いつもと違う場所で訓練しようと思ってるんだ。中立領のほうなんだけれど、景色のいい公園があるんだよ」





　　　　　◆　◆　◆






「ひまわりがとてもキレイな公園があるらしいの。そこに行ってみたいわ」

　咲さく耶やが黒曜石オブシデイアンの瞳を輝かせながらそう言った。

「友達ができたら、そういうことしてみたいと思っていたの」

　そう言って六畳一間の畳部屋で両手をぎゅっと握る。

「とてもよい案です。此この塚づか咲耶」

　そう言ったのはノエル・リーヴェン。茶髪を二つに結んだゲルツ人の少女だ。

　本日、どこかに出かけようというのはノエルの発案だ。発案というよりも、ノエルが神剣刀争ベルム・ラミナの本戦に残ったご褒美らしい。以前、半ば一方的にご褒美として武たけ琉ると遊びに行きたいと告げてきたのだ。

　こんなに嬉うれしそうにしている咲耶を見ていると、断る気など起きはしない。

　今まで同じ国の人間もいない状況で、戦ってきた咲耶。おそらく周りはすべて敵に見えている状態で、たった一人の状態で何年も、だ。

　その苦しみは武琉にも少しはわかる。武琉は現代日本でずっと一人だった。周囲は敵ではなかったが、お互いに不干渉を貫いていた。

　その反動だろう。武琉は咲耶に強い親近感を覚えていた。

　おそらく咲耶も、武琉に似た気持ちを覚えているのかもしれない。彼女の心のガードはとても堅い。しかし一度心を開いてしまえばその後は無防備だった。

　初めて会ったときに向けられた警戒するような態度から一転、咲さく耶やは武たけ琉るに無警戒に接してくる。

　それはノエルに対する反応を見ても顕著だ。はじめはお互いに嫌いあっていた様子なのに、今ではかなり心を許しているように見える。

「では公園へ行くことは決定ですね。如月きさらぎ武琉も、それでいいですよね？」

「おう。いいぜ」

　そのとき、ノエルが銀髪の少女に向かって翠みどりの瞳を向けた。

「アーニャさん、でしたか。あなたも行きますか？」

　言われたアーニャは、部屋の片隅に置物のように座っていた。微動だにしないその様は、本当に生きているのか不思議なほどですらある。

　アーニャはしばらく時間をおいてから口を開いた。

「……行く。でも、意外」

「何がです？」

「……あなたがわたしを誘ったこと」

「まさか、この部屋に一人で置いていけないでしょう？」

「……それも、部屋の外に追い出せばいいだけ」

「私はあなたのことを知りません。あなたの行動を理解するマニュアルがない。あなたがしばらくこの部屋に住むのであれば、あなたのことを把握する必要があります」

「……わかった」

　ノエルは胸の前で腕を組みながら言う。

「わかっていますよ。そうやって口数が少なくなるのは、何かを隠している証拠ですね。統計上、心理学上、ともに犯罪者によくある傾向です。つまり何か隠し事をしている確率が非常に高い。さあ、何を隠しているか吐きなさい」

「……いつも、こんな感じだけど」

「そんなことを言われても、このノエル・リーヴェンは騙だまされません」

　じっとノエルがアーニャの顔を見る。

　アーニャは無表情のまま、しかし、どこか面倒くさそうな空気を漂わせて頷うなずいた。

「……うん。じゃあ、それでいい」

「やっぱりでしたか！　さすが我がゲルツの誇るマニュアル」

　返事をするのも面倒になったのか、アーニャはこくりと小さく頷いた。

「ふふ。あなたが隠し持っている物を、今日すべて白日の下に晒さらしましょう。ゲルツ式誘導尋問の前に敵はありませんっ」

「…………うん。そうだね」





　　　　　◆　◆　◆






　いくつかの準備を終え、武たけ琉るたちは公園の入り口までやってきていた。

　穏やかな日中の緑の生い茂る公園。

　その入り口付近で今まさにもめ事が起こっていた。

　栗くり色いろの髪を二つに縛った少女に向かって、何人かの少年たちが言い寄っているように見えた。どちらも武琉より何歳か下に見える。

　少年の中の一人が、口を開く。

「ロザリンド。誰に断ってこんなとこいんだよ」

「誰でもいいでしょ。あたしに何か用なの？　あたし、忙しいから」

「用なんかねーけど。ただ目障りっつーかさあ」

　どん、と少年が少女の肩を押していた。

「だいたいうちの属国民の分際で、目立ちすぎなんだよ、ラナダ人。中等部で一位になったのも、なんかやったんだろ？」

　属国。ということは、この少年たちはネオリカの人間らしい。国の力関係を笠かさに着て絡む少年たちの様子を見て、武琉は迷うことなくそちらに向かって歩いていく。

「聞いてんのかよ、てめー」

　すぐ近くまで歩いていき、武琉は口を開いた。

「女の子相手によくないぞ」

「は？　誰だよ。アンタは関係ない、だ、ろ──？」

　少女に絡んでいた少年は、身体を震わせた。

「──ッ。──」

　ただ武琉は声をかけただけ──いいや、ほんの少しだけ冷めた目で見た。それだけだ。

　しかし、少年たちは滝のように汗を流し、あとずさる。

　息も荒くなってきているようだ。

「な、なんなんだ、あんた……」

　警戒するような、畏怖するような声。

　絡んでいた少年とは別の少年が小さく呟つぶやく。

「お、おい。あの髪と目、ヤマトの……」

「……くそ。い、行くぞっ。お、覚えてろよ。ロザリンドっ」

　そう言い残して少年たちは逃げるように走り去っていった。

　それを武琉はつまらなそうに見送る。

　どこか物足りない。

　おそらく楽しみにしていた神剣刀争ベルム・ラミナの一戦目が期待はずれだったためだろう。

　ずっと楽しみにしていたのに、一瞬で終わってしまった。

　そのことが非常に残念だ。初めてノエルと戦ったときのワクワクした気持ち。アレをまた感じたい。

　そういった気持ちを奥に沈め、少女に向かって問いかけた。

「大丈夫だったか？」

「は、はい。あ、ありがとうございまし……ふぎゃっ」

　少女は栗くり色いろのツインテールをはねさせるように、恐ろしい勢いで頭を下げ、前のめりに倒れた。額を地面に叩たたきつける激しい音。

　そのとき、冷たい声が響いた。

「……貴様、ロザリーに何をしている」

　心臓すらも凍らせてしまいそうなほどに冷たすぎる声。それを聞いて、武たけ琉るの身体がこわばる。あまりにも強い圧力が叩きつけられたからだ。

　振り返ると男が睨にらみつけてきていた。いや、怒気以前の問題だ。ただ立っているだけで圧倒的な存在感をまき散らしている。銀糸の髪を肩までのばした、武琉と同じくらいの年齢の人間だ。氷の冷たさを思わせる非常に整った顔つきに、細長い手足。絶世の美男子というのに相応ふさわしい。

　どこかで見たことがある気がした。

　──そうだ。確か、ノエルと決闘をした後にオリヴィアと一緒に現れた、レンと呼ばれていた男だ。名前はレナードだったはず。あのときの影のような印象とは違い、触れただけで傷つく氷のナイフのように思える。

　武琉の気づかない一瞬の間に、彼の両手には双剣が握られていた。

　黒い刀身から強い威圧感が放たれている。

　首筋を汗が伝う。

　空気が痛い。肌がぴりぴりと痛みを訴えかけてきている。

　これはヤバいものだ。そんな予感がする。

　何をされるにしろ、きっとただでは済まない。

「少し、頭を冷やせ。──黒一閃ノワール・エクレール」

　レナードが武琉に向かってそう言った。

　そのまま黒い双剣を振るう。

　斬線をなぞるように、闇色をしたナニカが放たれる。

　レナードの後ろにいる咲さく耶やの、焦ったような顔が見えた。

「──武琉ッ」

　咲耶が一瞬にして腰にさしていた鞘さやを手に取った。

「桜おう花か小しよう楯じゆん──！」

　武たけ琉るのすぐ前に桜の花びらが集まり、薄紅色の桜でできた楯たてを作った。

　闇色の斬撃が、桜の楯にぶち当たり、止まった。

　──と見えたのもつかの間。

　桜が散った。

　ぱらぱらと、ぱらぱらと。

　桜の楯は砕かれて、ただの無数の花びらに還かえされる。

　迫る闇色の斬撃を武琉が身をひねって回避すると、背後からの爆砕音が鼓膜をつんざいた。

　しかし、振り返ることなどできない。

　目の前にいるこの男から、一瞬たりとも目を離すわけにはいかない。

　武琉は第八階位偽剣レプリカの《グラウィス》を抜き放つ。

　やはりこいつは、ただものじゃない。

　あのオリヴィアの攻撃すら受け止めた咲さく耶やの護まもりを、いともたやすく砕いてみせた。

　胸が高鳴る。

　この心の昂ぶりは、初めてノエルと戦ったときの──いや、もっと、強く、アツイモノだ。

　武琉は唾を飲み込み、レナードと睨にらみ合あう。

　それは、一瞬のことだった。

「に、兄様!?　なにしてるのっ!?」

　起き上がったロザリンドはそう叫んだ。

「……ん？」

「違う。違うよ兄様。この人は、助けてくれたんだよっ!?」

「……そう、なのか？」

「うん、うんっ」

「そうか……」

　レナードは先ほどとは違う種類の冷たい表情になって武琉を見た。

　先ほどは怒りが見えただけ、まだ人間味があった。

　今は、恐ろしく冷たい表情だ。およそ血が通っているとは思えない。人間らしい感情もないかもしれないと思えるほどだ。

　アーニャの無表情とは違う、ただ冷たいだけの氷の表情。

　武琉は、《グラウィス》を強く握って身構える。

　本能が促す警戒心とは裏腹に、自然と口元に笑みが浮かんでしまう。心臓が痛いほどに脈打っている。

　──抑えきれない。

「続きをやろうぜ」

　しかし、レナードは武たけ琉るに向かって頭を下げてきた。

「すまなかった。勘違いをした。許してほしい」

　その予想外の態度に武琉は毒気を抜かれた。

　しかしむらむらと心にわき上がった気持ちは未いまだくすぶったままだ。消えることなく胸の中に残っている。

　この男にぶつかって自分を試してみたい。そして、この男の力が知りたい。

　どちらが上かはっきりさせたいという、根源からわいてくる欲望が消せない。

「わかった。許すよ」

　そう言った瞬間、武琉とレナード以外の空気が弛し緩かんした。

「だから、やろうぜ」

　その言葉に慌てた様子を見せたのは、ロザリンドと呼ばれた少女だった。

「ちょっ、えっ……!?」

　武琉は口の端に笑みを浮かべながら言う。

「ああ。許した。許した、が、戦わないとは言っていない」

「待って。許したなら、戦う理由なんてない、よね……？」

「戦うのに、理由なんているのか？　こいつと戦ってみたい。それだけで十分だろ」

　武琉が好戦的な笑みを浮かべながら言う。

「ウマそうな料理を見たら腹が減る。それに理由がいるのか？」

　レナードが武琉に向かって冷たく響く声を投げる。

「先ほどのことを怒っているのか？　ならば、君も私に一撃入れても構わないが。無論、無抵抗でいよう」

「……いや、無抵抗の人間を殴るってのはちょっと、遠慮──」

「ああ。しかし、割に合わないか？　おそらく君の攻撃では何度入れたところで効きはしないだろう。どうしたものか……」

　そう言われた武琉は、思わず《グラウィス》を握る手に力が入った。

　──本気にさせてやる。

「……そうかい。オレの攻撃なんて貰もらっても構わないっつーのかよ」

　言って武琉はレナードに向かって跳んだ。地面を覆う煉れん瓦がのタイルが爆はぜる。大剣型偽剣レプリカを振り上げ、力を込めて振り下ろした。

「兄様っ！」

　烈風が辺りに吹きすさぶ。

　木々が風圧だけでぎしぎしと軋きしみ、木の葉が舞い散る。

　武琉の振り下ろした《グラウィス》は、レナードの鼻先に突きつけられていた。

　レナードはわずかたりとも動いていない。顔色一つ変えていない。

「気にくわないな。そのクールぶった顔も、スカした態度も」

「君が気に入ろうと気に入るまいと、私にとってはどうでもいいことだ」

「それがムカつくって言ってんだよ」

　武たけ琉るが言うと、レナードが返す。

「そうか。それはすまない」

「は……？」

「悪かったと言っている。これでいいか？　君はどうすれば満足なんだ」

　レナードはただ淡々と告げる。

　ただ言葉だけで、形だけの謝罪をする。それで、はいおしまい。それは相手を煽あおっているのと変わらない、と武琉は思った。

　いや、まるでその態度は武琉のことを心底どうでもいいものだと言っているようにしか感じられない。つまり、煽ってすらいないのだ。

「オレと戦え」

「神剣刀争ベルム・ラミナで、君が勝ち残れば戦うことになるだろう。今戦うことに意味はない」

「てめえ」

　今にも摑つかみかかりそうな様子の武琉を、慌ててやってきた咲さく耶やとロザリンドがとりなす。

「ちょ、ちょっと、落ち着きなさいよ。武琉」

「ホント、兄様は悪気はないんですよ。ごめんなさいっ」

「うっせー！　さっき、許すっていったな！　レナード！　あれは噓うそだ！　やっぱ許さねーからオレと戦え！」

　叫ぶ武琉の肩を咲耶が押さえようとする。

「た、武琉っ」

　その様子をノエルとアーニャはただ見ているだけだ。

「あんたたちも手伝いなさいよ！」

「他国家間の争いには我がゲルツ国民は不介入が原則です。ましてやここは中立領かつ私は校紀隊の活動時間外。残念ですが、手助けすることはできません。マニュアル的に」

「……わたしは武琉の言うとおりにするだけ」

「ぐにゅーあー！」

　咲耶が変な叫び声をあげながら、頭を抱えた。

　やる気満々な表情の武琉が、レナードを睨にらみつけている。

　慌てたようにロザリンドが数本の《偽剣レプリカ》を取り出して叫ぶ。

「そ、そうだ。こうしようよっ！　ここに訓練用の低階位の《偽剣》があるから、それで戦おう！　うん。それがいいよ！」

　武たけ琉るがレナードに向かって口を開く。

「へっ。すぐに本気にさせてやるからな」

「なんか武琉が悪い人に見える……」

　咲さく耶やは未いまだ頭を抱えたままの状態で言って、武琉を追いかけた。

　公園内の広い場所だった。ふつうに歩けば端から端まで歩くのに十分くらいかかりそうな公園であるため、ちょっとしたぶつかりあい程度なら問題なさそうに思える。

　ロザリンドに渡された《偽剣レプリカ》は装飾のほとんどない簡素なものだった。武琉はそれを受け取って、咲耶のほうを向いた。

「悪い、これ、預かっててもらえるか？」

「わかったわよ」

　咲耶は頰ほおを膨らませながらも武琉が差し出した《グラウィス》を受け取る。

「こんなことで怪け我がしないでよね」

　咲耶が唇をとがらせた。

　武琉は背を向けながら一言だけ返した。

「おう」




　──もう、なんなのあいつ。バカじゃないの。

　そんなことを思いながら、咲耶は少し不機嫌になっていた。

　武琉の行動が、わからなかったからだ。

　いや、その衝動は理解できなくはない。

　しかしそのまま行動に移すなど、咲耶にはできない。

　望むと望まないとにかかわらず、自分の行動がヤマトの評価や今後に直結してしまう。

　ゆえに咲耶は軽率な行動はとれない。危うい行動をとるのには心の準備が必要だ。まずリスクとリターンが見合うかどうかを考えなければいけない。その上で覚悟もいる。たとえリターンが莫ばく大だいでも、リスクも大きいのであれば、覚悟に使うエネルギーは恐ろしいほどの量が必要だった。

　だから──。

　だから、そんなことができる武琉が少し羨うらやましい。

　咲耶自身も、そうなりたいと少し思うくらいには、羨ましい。

　衝動だけで生きているような気もするし、なにか自身を深く貫く核があるようにも思える。

　その武琉は今、この世界で圧倒的に隔絶された化け物の集まりである《神域封剣レグナーレ》使いの一人と睨にらみ合っている。

　咲耶自身も《神域封剣》使いの一人ではあるが、実のところ、他の所有者に一歩も二歩も劣っている。

　なぜならば咲さく耶やの持つヤマトの《神域封剣レグナーレ》である《龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくら》はたったの半分しかない。

　つまり、欠陥品だ。

　だからこそ、咲耶は《神域封剣》使いの中では末席でしかない。

　なんとか工夫を凝らして必死で戦って、たまに勝てることもある程度。

　それは、一時期最強を誇っていたヤマトが没落した理由でもある。

　なぜ半分だけなのか。

　それは当時のヤマトの《神域封剣》使いが、カタナを持ったまま失踪したためだ。

　狂信の災禍フアナテイクスと呼ばれるナニカとのぶつかりあいの折にいなくなった彼は、戦いに敗れたとも、戦いに恐怖し逃げ出したとも言われている。

　その後の捜索で見つかったのは鞘さやだけ。

　彼を咲耶は直接知っているわけではない。

　もうずっと以前の話だからだ。だけど、咲耶は彼に対する重い気持ちが消えない。彼さえもっとうまくやっていれば、自分がこんな境遇にいることもなかったのではないか。そんな風に思ってしまう。

「剣、一本でいいのか？　本来は二本なんだろう？」

　武たけ琉るの声が咲耶の思考を遮った。

　武琉は簡素な造りの《偽剣レプリカ》を握っている。エーテルは通していないようだ。以前武琉はエーテルを通すだけで、低階位の《偽剣》を破壊してしまったことがあった。あれも異常な出来事だ。あまりにも強すぎる力を流されたために、武器が耐えられなくなったのだと、後々伝え聞いた。どれほどのエーテル量があれば、そんなことができるのか。

　そんな化け物じみたポテンシャルを持った武琉は、本物の化け物である《神域封剣》使い、レナードを獰どう猛もうに睨にらみつける。先ほどロザリンドに絡んでいた男子生徒を恐怖させたときよりも、段違いに強い圧力を放っている。

　レナードは動じる様子をまったく見せず、武琉をちらと見返す。

　右手で剣を握りつつ、興味がなさそうな声で呟つぶやいた。

「構わない。いつでも来るといい」

「いっくぜえっ！」

　武琉が地を蹴る。消えたと錯覚するほどの俊敏な動き。気がつけばレナードの眼前で剣を振りかぶっている。

　振り下ろす。

　レナードは半身になってその攻撃を回避。

　爆音。地面が大きく割れる。

「大振りすぎるな」

　冷たい声でレナードが言う。その瞳が不穏な光を放つ。武たけ琉るはバックステップして一度距離をとった。

　そのやりとりを、ノエルとアーニャは凝視していた。

「大振りでなにが悪い！」

　距離をとった武琉は、再びレナードに向かって突進する。

「まるでイノシシだ」

「そうかよっ！」

　武琉の大振り。レナードが回避したところに蹴りを放つ。苛烈なまでの連撃だ。

「……すごい」

　アーニャが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……見えなかった」

　戦いから視線を逸そらさないままノエルが口を開く。

「今のは、斬撃、蹴り、合わせて八撃ほどですか……。それにしても、速いです」

　ノエルの言葉に、咲さく耶やが返す。

「いいえ。十七よ」

　その断定する言葉に、ノエルが呻うめく。

　風魔剣科ヴイント上位で、神剣刀争ベルム・ラミナの一戦目を勝ち抜いたノエルですら半分も見切れていない。

　ノエルの頰ほおを汗が伝っていく。

「そんな、本当に……？」

「わたしだって、びっくりよ。まさか、これほどまでなんて……」

　咲耶は今まで武琉が戦っているさまを、このようにじっくりと見たことがなかった。

　──本調子のわたしよりも、強いかもしれない。

　今武琉を強化しているのは、咲耶の手の中にある第八階位偽剣レプリカの《グラウィス》だ。一度接続リンクさせた《偽剣》は一定の距離以内であればその契約は継続される。

　だから、武琉はかなりよい武器の支援を受けている。受けてはいるが、いくら七階位を越える《偽剣》を持っていたからといって、《神域封剣レグナーレ》に届くなんて、咲耶は考えすらしなかった。

「こんなものかよ、なぁ！」

　叫びながら武琉が剣を振り下ろす。

「では、そろそろ反撃をさせてもらおう」

　レナードは回避。そのまま武琉の脇を優美に切りつける。

「うおっ!?」

　武流は後ろに下がりながら息をつく。

「……あ、あぶねー。もうちょっとで当たるとこだったぜ」

　たったの一撃。

　その一撃は確かな技術を感じさせた。無駄のない最短の動き。それは長年の鍛錬の積み重ねが見せた強さだ。

「はっ。避けられたんだから、ちっとは残念そうな顔しろっての」

　武たけ琉るは楽しそうに毒づいた。

「なるほど。今のはかわされるか」

　続いてレナードが仕掛ける。容赦なく武琉を攻め立てていく。

「おっ！　くっ……。まじかっ」

　そんな声をあげながら、武琉はぎりぎりで回避。

　その様子をノエルとアーニャが身体を前に乗り出して見ていた。

「さすが兄様っ。すごいすごい」

　レナードの猛攻を見ながら、ロザリンドが手を叩たたく。

「避けてばっかりっつーのは、性に合わねーから、オレも行くぜ！」

　激しすぎる戦いはまるで踊りのようですらあった。ほとんどの人間には視認することのできない美しく苛烈な踊り。

　学園の中でもすべてを見ることができるのは咲さく耶やを含めて十指に満たないだろう。

　咲耶は無意識に自らの鞘さやを強く握った。

　レナードが短く呟つぶやく。

「なかなかやる」

　鋭く武琉を切り裂かんとするレナードの刃。

　武琉の髪が数本、宙に舞う。

「ははっ。あんた、すごいな。本当にすげえ」

　武琉はまるで子供のような目で言った。

「終わりにするのが勿もつ体たいないくらいだ」

「いいや、これ以上続けても意味はない。終わりにさせてもらおうか」

　飛とび退のき、また距離をとりあった二人が互いに剣を構える。

　武琉は剣を振り上げて上段の構えをとり、レナードは右手に握った剣を前に出すような構えだ。

　そのまま数秒静止。

　こらえきれなくなったかのように武琉が飛び出した。

　剣を上から叩きつける。

　レナードは回避しながら、武琉の剣のすぐ脇を通るコースで剣を突き出す。

「っ──！」

　武たけ琉るの表情が変わった。

　そこからは力ちから業わざ。武琉は無む理り矢や理り剣の軌道を変化させ、レナードの剣に叩たたきつける。激しい金属音。

　武琉は急激な動きで剣を振るい、邪魔なレナードの剣を弾はじき飛とばそうとしたようだ。

　レナードはおそらくそれを読んだ上で、武流の剣をそらすつもりだったのだろう。

　二人の持つ武器の刀身が同時に爆砕した。

「……ほう」

　レナードは驚いたような顔で、自らの手の中にある、柄だけになった練習用の《偽剣レプリカ》を見た。

　ロザリンドがぽかんと口を開ける。

「そんな、まさか、兄様相手に引き分け……？　信じられない」

「さすが如月きさらぎ武琉。この私に素手で勝利しただけのことはあります。本当に、マニュアルに縛られない男です」

　ノエルがしたり顔で言い、アーニャが短く告げる。

「……びっくり」

　武琉は何か不思議な声をあげる。

「っ。くぅ！　よし、じゃあ、本物もってもう一回だ！　咲さく耶や、オレの剣をっ──」

　言われた咲耶は眉間を押さえながらため息をついた。

「それ以上はだめ。少し落ち着いてちょうだい」

　言われて、武流は咲耶の危うい立場を思い出した。

「いや、そうだよな。すまん。悪かった。確かにお前に迷惑かけちまうとこだった」

　武琉はそう言って頭を下げた。

「や、それは、いいんだけど……。えっと、よくないけど、その、素直に謝られると、ちょっと困るってゆーか……」

　そこに、レナードが声をかけてくる。

「その心配は無用だ。おそらく、私たちは神剣刀争ベルム・ラミナで戦うことになる」

「……なんでわかるんだよ？」

　レナードは一瞬の間をおいてから答える。

「君が負けずに、私も負けなければ、そうなる」

　言われた武琉は手のひらを叩いた。

「そっか。それもそうだな！　楽しみにしてるぜ！　そんときはよろしくな」

　言いながら武琉は手を差し出す。

　レナードは氷の表情をやや不快げに歪ゆがめ、無視するように背を向け、歩き出す。

「行くぞ。ロザリー」

「は、はいっ。兄様っ……！　……ふぎゃっ」

　慌てて後を追ったロザリンドは転んで額をしたたかに地面に打ちつけていた。




「あいつ、すごかったな。でっかく見えたぜ」

　レナードの背を見送りながら武たけ琉るが呟つぶやく。

「当然です。レナード・ルクレールは天才と名高い男です。我がゲルツでも最大級に危険視されている存在です。いえ、危険視というのは少し違いますね。警戒、のほうが近いでしょうか」

　ノエルが言葉を続ける。

「そして氷の王子として女性ファンも多いです。もちろん私は武琉一筋ですが」

　ノエルの直接的な言葉に、武琉はなんと言っていいかわからず頰ほおをかいた。

「……そりゃ、ありがとうよ」

　武琉はノエルに言葉を返してから、妙にスッキリしていることに気がついた。

　胸の内の物足りない感じが、なくなっていた。そして残ったのは別の想おもいだ。

　──また、あいつと戦いたいな。






│三章│ラナダの嘆き






　翌日の放課後、帰り道の途中のことだ。

　武琉の隣を歩いていた咲さく耶やが遠慮がちに口を開く。

「ねえ、武琉。ちょっといいかしら」

「どうかしたのか？」

　尋ねると咲耶は口元に手をあて、一つ頷うなずいた。

「やっぱり、最近出回ってるらしい剣のこと、気になるの」

　そういえば、少し前にデュランがそのようなことを言っていたはずだ。

「…………ちょっと来て」

　言って咲耶は、ひんやりとした手で武琉の手首を摑つかむ。腕をとった咲耶は、遊歩道を少し外れた場所まで武琉を引っ張っていった。

　そこで咲耶は周囲を見回す。近くに人影は見あたらない。

「……《偽剣レプリカ》で生徒が襲われて、けが人がでたという話は聞いた？」

　物騒な話に武琉は眉をひそめる。しかし心当たりがないでもない。

「そういや、担任が口うるさいくらい、寄り道せずに家に帰るように言っていたな」

「そう。下校中の生徒が、突然見知らぬ相手に襲いかかられたらしいの。これは、あれね。辻つじ斬ぎり、ってやつよ」

　──しかし、そんな事件があったなら、事実を告げて注意してもいいと思うんだが。

　と思うと、咲さく耶やが武たけ琉るの心を読んだかのように答える。

「たぶん、言わないように学園側に指示されているんだと思うわ」

　武琉が不可解さに眉をひそめると、咲耶が補足するように言った。

「こういう事件があるとね、おもしろ半分や度胸試しで犯人探しをする生徒がたくさんでるの。ずーっと以前に、それで被害が余計大きくなったことがあるらしいのよ。だからじゃないかしら。それに、今回の相手は結構な使い手らしいの」

　咲耶は今回被害にあったという生徒について説明する。それはどちらも第六階位《偽剣レプリカ》を持つ、虚無剣科ニルヴアナの生徒と闇黒剣科ノワールの生徒だったらしい。そんな人間を一日にして二人も倒すということは、少なくとも各学科の五指に入る程度の実力を持つだろう、という予想だ。

「そして、両名は今も意識不明の重体よ」

「なるほど」

「で、これは、完全にわたしの予想……というより、空想に近いものなんだけど」

　声を潜めて咲耶が言った。

「この件に、もしかしたら失われたヤマトの《神域封剣レグナーレ》が関係している可能性がある、かもしれないわ」

「なぜ？」

　咲耶はやや困ったように眉尻を下げた。

「別に大した理由はないの。ただ、ね。闇黒剣科の生徒が気絶する前に言っていたらしいの『見たこともないような剣に、襲われた』って。それだけ」

　咲耶は言葉を続ける。

「でも、ヤマトの《神域封剣》が関わっているなんて、そんな可能性なんてほぼゼロみたいなもの。だってヤマトのソレはとっくの昔に失われているのだから」

　咲耶は顔をしかめていった。

「それでも、もし、ウチの《神域封剣》が悪用されているのだとしたら……」

　声が低くなっていく。

　驚くほどに、咲耶の顔には何の感情も浮かんでいないように見える。

「わたしは、それを許せない」

　それは初めて聞いた咲耶の声だった。堅く、鋭く、何らかの暗い情念がこもっているように聞こえた。

「……咲耶？　大丈夫か？」

「うん。大丈夫。問題はないわ。わたしは平気」

　咲さく耶やは未いまだ低いトーンの声で言った。

「平気そうには見えないぞ」

　武たけ琉るがじっと咲耶の目を見ると、咲耶は息を吐いて告げた。

「…………そうね。うん。認めるわ。わたしはとても気にしている。ヤマトの《神域封剣レグナーレ》が消えたときの話は、知っているかしら？」

　武琉は黙って首を横に振る。

「以前話した、狂信の災禍フアナテイクスってあったでしょう？」

「……ああ」

《神域封剣》使いすら凌しのぐ、正体不明の恐るべき敵がいた、という話だ。

「あのときよ。ヤマトの《神域封剣》所有者がいなくなったのは」

「そうなのか」

「……ええ。《神域封剣》使い一人じゃ抑えられなかった事件を収めるために、複数の《神域封剣》使いが向かったわ。そのときに、ヤマトの《神域封剣》使いは行方不明になった。……うちの《神域封剣》ごとね。捜索して見つかったのはわたしが持っている鞘さやだけ。もし、言われているとおり彼が逃げたのだとしたら、きっとわたしは許せない」

　言いながら咲耶は自分が怖い顔をしていることに気づいたのか、首を横に振ると、これまでが冗談だったかのようにとりつくろう。

「と、まあ、そんな感じなの。おそらくわたしはヤマトの《神域封剣》に対して、自分でもコントロールできない気持ちを持っているわ」

　咲耶は自らを分析するかのように告げた。

「……そういえば。ううん、なんでもないわ」

　咲耶は首を横に振った後、武流の目を見て言葉を続けた。

「ともかく、今回の事件を調べるの、協力して欲しいの。情報が足りなくて、一人じゃとても、手が回らないのよ」

「いいぜ」

　武琉が即答すると、咲耶は目を伏せて言った。

「…………ありがと」

　咲耶と武琉は二手に分かれて捜索をすることにした。




　街中に降り注ぐ日差しを手で遮る。

　武琉は街中を歩き回り、足で辻つじ斬ぎりの犯人を捜していた。といっても手がかりも何もない。強い奴やつが狙われている、という話なので、相手がしかけてくるのを待つ作戦だ。

「それにしても、広いな」

　神霊浮遊都市エーテル・フロートの中央は、どの国の領土でもない中立の土地になっている。言わば学園の領土だ。

　そこは大きな街になっている。

　その街の中に点在するように、八つの学科がある。武たけ琉るの所属する光波剣科ルーメンや、風魔剣科ヴイント、氷雪剣科ザミルザニイ、炎熱剣科フレイム、地竜剣科ソル、虚無剣科ニルヴアナ、闇黒剣科ノワール、錬剣術科アルキミアだ。

　学科というくらいだから、同じ敷地内にあるのかと思っていた。だが、それは違った。

　敷地的には、学科ごとがそれぞれ別の学校になっているようなイメージだ。

　現在武琉は、辻つじ斬ぎりの犯人を探しながら闇黒剣科の近くまでやってきていた。

　昨日のことを考えていたら、なんとなく足が向いてしまったのだ。

　少々遠くを見れば、学校の校舎らしき建物がいくつも建っている。あれが、闇黒剣科だ。

　まばらにいる生徒たちは、みんな双剣を持っていた。

　光波剣科は使用する武器がごちゃ混ぜなので忘れそうになるが、他学科は学科ごとに使われる武器が定められている。

　闇属性の《神域封剣レグナーレ》は双剣のため、それを持っている生徒が多いのだろう。

「レナードが確か、この学科だったよな」

　と、彼の冷たい表情を思い浮かべる。

　あれは非常に楽しかった。次に剣を交えることを思うだけで心が躍る。全身の血がふつふつと煮えたぎり、口元に笑みが浮かんでしまう。

「っと、そんなことより、辻斬り犯を探さないとな……。いっそのこと、オレを襲ってくれりゃいいんだけどな」

　言いながら近辺を歩き回ってはみたものの、襲われることはなく時間が経過していく。

　しばらくして、武琉は見知った人間を見かけた。

「……あいつ」

　先日レナードと一緒にいた少女、ロザリンドだ。きょろきょろと辺りを見回しながら歩いている。

　武琉は忠告をするためにロザリンドの元へと駆け寄った。

「よう。昨日ぶりだな」

　背後から声をかけると、ロザリンドはくるりとこちらに振り向き。足をひねりでもしたのか、ずべしゃあと地面に倒れ込んだ。

「──ふぎゃ」

「…………大丈夫か？」

　ロザリンドは立ち上がり、ぱんぱんと中等部の制服についた埃ほこりを払った。

「確か、如月きさらぎ、先輩……だったよね？」

「ああ。合ってる。それよりおまえ、早く帰ったほうがいいぞ」

　言うと、ロザリンドは警戒するように武たけ琉るに返す。

「如月きさらぎ先輩こそ帰ったほうがいいんじゃないかな」

「オレはちょっとやることがあるんだよ。んで、クラスで先生に早く帰るようにって言われなかったのか？」

　ロザリンドがじりじりと後ろに下がる。

「こっちもやることがあるんだ」

　そう言うロザリンドを見て武琉は思う。今聞いている話では、辻つじ斬ぎりはかなりの使い手だという話だ。このまま一人で放っておいたら事件に巻き込まれる可能性もある。

「家まで送っていってやるから──」

　言い掛けると、ロザリンドが腰の双剣に手をかけた。

　ロザリンドは冷たくなった声で武琉に尋ねる。

「どうして、そんなことを言うの？　何か目的でもあるのかな」

　睨にらみつけながら探るように言ってきた。

「あー…………悪かった。そういやおまえのにーちゃんとモメたばっかだもんなぁ……」

　武琉は困ったように頭をかいた。

「わかった。おまえのにーちゃんに迎えにきてもらうか。電話、できんだろ？　本当に今危ないらしいから、早く家に帰りな」

　武琉がそう言うと、ロザリンドは目を丸くした。

「え。本当に連絡していいの？」

　片手で携帯電話を取り出し、操作するような仕草すら見せる。武琉が何もしないで見ていると、ロザリンドは電話をかけることなくポケットにしまった。

　それから大きく息を吐いて、もう片方の手で握ったままだった腰の《偽剣レプリカ》から手を離した。

「…………ごめんなさいっ！　勘違いだったみたい」

　ロザリンドががばりと頭を下げた。

「へ？」

　ためらいがちにロザリンドが言う。

「えーと、その……今、みんなが早く帰らされている理由って知ってます？」

「…………知ってるけど」

「ああ、そうですよね。そうなんですよね。あう────っ！　えーと、その、えーと…………それの犯人と、勘違い、しました」

　ロザリンドは気まずそうな顔でそう言った。

「…………ああ。なるほど、それで警戒されていたわけか」

「うん。そです……」

　つつーと視線を横にそらしながらロザリンドが言う。

「まあ、わかってるなら余計だ。早く家に帰りな。危ないからレナードでも呼んで……」

「あー、えっと。それなんだけど……できれば、兄様には内緒にして、欲しい、です」

「いや、だめだろ」

「そこをなんとかっ！　お願いっ！」

　ロザリンドはぱんっと手を目の前で当てた。

「どーしても！　ど───しても、言われたくないのっ！　お願いだよぅ！」

「こういうのは伝えておいたほうがいいだろ。きっと心配するぞ」

　もし武たけ琉るがその立場だったら知っておきたい。たとえば咲さく耶やが何かゴタゴタに巻き込まれたときに、武琉に内緒にしていたら。それでもし何か間違いがあったら武琉は悔やむだろう。気づけなかった自分を責めると思う。

「だめっ！　だめ───！」

　しかしロザリンドは小さな両手をぶんぶん降りながら強硬に反対をする。

「ぜ───ったい！　だめなのっ！」

「むう……」

「じゃあ、そういうことだから……」

　言って、ロザリンドはそそくさと立ち去ろうとする。

「待て。辻つじ斬ぎりで危険なんだろ？　じゃあ家まで送っていくよ」

「いえ。それには及ばないよっ」

「でも……」

「ほ、ホントいらないからっ！」

　ロザリンドはそう言って逃げるように駆け出していく。

　それを見ながら武琉はため息をついた。

　──まあ、あそこまで嫌がられたら仕方がないか。

　そう思ったとき、変な声が聞こえた。

「ふぎゅぅっ!?」

　視線を向けると額からタイルで舗装された床にダイブするロザリンドがいた。

「……やっぱり心配だ」

　武琉は先ほどよりも深いため息をついた。




「な、なんでついてくるの」

「別に。帰り道が同じだけだ」

　沈んできた太陽に向かって街の中を歩きながら、武琉は返した。

「むー……」

　ロザリンドの突き刺すような視線を受けながらも、武たけ琉るは完全にそれをスルーした。

「だって絶対ついてきてるよ。ついてきていないわけがないよ。ここの道通るの二回目だもん」

「その言葉そっくりそのままおまえに返すぞ。おまえ、家に帰る気がないのか？」

「………………帰るけど」

　と言いながらロザリンドはずっと、ほとんど生徒の見えなくなった中央街の中をうろうろと歩いていた。

「早く帰った方がいいぜ？」

「そっちこそっ。べ、別に友達でもないじゃん。心配されるいわれなんてないし」

「んなこと言われても、もしおまえが辻つじ斬ぎりにあったりしたら、オレの寝覚めが悪いだろうが」

「むぅぅ」

「オレのために帰れ帰れ」

「なんて自分勝手な人!?　あたしは、その辻斬り犯に会いたいのっ！　余計なお世話っ！」

　言いながらロザリンドはぶーっと頰ほおを膨らませた。

「……辻斬り犯に、会いたい？」

「そーだよ。辻斬りでけが人が出たって話は知ってるんだよね。あれ、うちの国の人なんだ。ラナダの国民」

「仇あだ討うちか？」

「まー……それもないわけじゃないんだけどね。ほっといたらまずいでしょ。また、うちの国の人が襲われるかもしれないし。国民を守るのは王族の務めなり、ってね。こー見えても、ケッコー強いんだよ、あたし。なんと、中等部一位なのです」

　──へえ。こいつもなかなかいい奴やつじゃないか。

　そんなことを思って武たけ琉るが見ていると、何を勘違いしたのかロザリンドが口をとがらす。

「あー！　もうラナダを奪われたくせに、属国民になったくせにって思ったでしょ！」

「いや、いやいや。思ってないぞ」

「…………ホントかなあ」

　疑うような目つきで武琉を見てくる。

「と、そんなわけで、あたしは犯人を捜しているのです、まる」

「そうか。奇遇だな。オレも今辻斬りを探しているところだ。つーわけで、同行するぞ」

　そのほうが心配も少ないしな、と武琉は思った。ロザリンドは逡しゆん巡じゆんするかのように視線を上にそらしてから口を開く。

「…………うーん。じゃあ、そこまで言うなら仕方がないなあ」

　それからロザリンドは武たけ琉るに小さな顔を近づけながら言った。

「あ、でも、絶対に、兄様には内緒でね。心配、かけたくないから」

「わかったよ」

　言いながら武琉はロザリンドの隣に並んだ。

　そしてふと、尋ねてみた。

「なあ、おまえの兄貴。レナードさ。あいつ、どんな奴やつなんだ？」

　ロザリンドは眉をひそめた。

「妹だし、詳しいんだろ」

　言うとロザリンドは警戒したように一歩後ろに下がる。

「ま、まさか、辻つじ斬ぎりにかこつけて、対戦するかもしれない相手の情報を得るために……？」

　武琉は手をぱたぱたと振ってみせた。

「ああ、そういうんじゃねーよ。違うけどさ。気になるんだ」

　今この世界で一番戦いたい相手。あの剣を操る技術は驚嘆に値する。恐ろしいほどの速度と正確さを兼ね備えていた。攻撃の一撃一撃を回避するスリルは、大会が始まってから初めて感じたレベルのものだ。真っ暗闇の中でピアノ線の上を歩くようなゾクゾク感。

「昨日も、思い出しちまって眠れなかった」

　武琉が獰どう猛もうな笑みを浮かべながら告げると、ロザリンドは自らの身を抱きしめた。

「た、確かに兄様は超カッコイイけども……！　すごい、人気があるけどもっ！」

「かっこいいのはともかく、人気があるのは納得だな」

　アレだけ強ければ、あいつと戦って自分を試したい人間はたくさんいるだろう。特にこんな学園だ。いないわけがない。

「あいつを見てるとゾクゾクしてくる」

　ぶつかったらどちらが勝つか試したい。

　ロザリンドがひきつった声で言う。

「き、如月きさらぎさんて、そういう趣味の人？」

「？　まあ、ここじゃ結構多いだろ。少なくとも光波剣科ルーメンじゃ結構いるぜ」

「そうなの!?　この学園、そうだったの!?　そして光波剣科怖いっ！　超怖いよ！」

　ロザリンドの叫びに、武琉は眉をひそめる。

「そうか……？」

　ロザリンドは言いにくそうに、武琉の顔をちらちらと見ながら口を開く。

「つ、つまり、如月さんは、兄様とそーゆーことしたいと、思ってるの？」

　戦いたいか、ってことか？

　なんでこいつ、こんな持って回った言い方するんだ？

　まぁ、国も違うし気を使ってるのかもしれない。

　武たけ琉るはそう思って、あえて伝わるように断言してやった。

「ああ、あいつとやりたい」

　ロザリンドが「ひゃあ」と声をあげてから叫んだ。

「そんな直接的にっ!?」

「なにがだ？」

「に、兄様との、そういう、関係は認めないからっ」

「……そうか。まあ、家族だし、心配だよな」

　怪け我がとかするかもしれないもんな。

「そりゃあ心配になるよっ。肉親に魔の手が忍び寄ってるしっ」

　ロザリンドはちらちらと武琉を見ながら呟つぶやいた。

「さ、最近そういうの流は行やってきてるって聞いたけど、ホンモノは初めて見たよ……」

　ロザリンドが疲れたように天を仰ぎ見た。




　ロザリンドとくだらない話をしながら辻つじ斬ぎり犯を探していると。

　──本当にお出ましとはな。

　肌にちりちりと不思議な感覚を覚えた。ノエルやアーニャと戦ったときにも感じた強者の空気。しかし、どこかねばつくような嫌な感覚がする。

「むっ……！　この、剣気は……っ！」

　言ってロザリンドは嫌な空気を感じさせるほうへと駆け出す。それに続くように武琉も走った。

　たどり着いた先は、薄暗い路地裏だ。

　どがんっ！　何かが吹き飛ばされてきた。近くの建物に強く打ちつけられる。それは額から血を流すアッシュブロンドの女子生徒だ。彼女のものらしき双剣型《偽剣レプリカ》は、片方は半ばからぽっきりと折れ、もう片方は弾はじき飛とばされていた。

「くっ……なんなのですか、あなたは……。…………かはっ」

　正面にいたのは大剣を持った前髪の長い男子生徒だ。彼は血走った目で女生徒を見ながら、大剣型《偽剣》を振りおろした。青白い剣波が放たれる。

「させない！」

　ロザリンドが地を蹴って攻撃の射線上に立ちふさがった。一瞬にして双剣を抜き放つ。十字にして剣波を受け止めた。ロザリンドの小さな身体が後ろに弾かれる。姿勢を立て直し、着地。後ろの少女をちらと見てから、尋ねる。

「だ、大丈夫!?」

「…………ろ、ロザリンド様……？」

「うん。いったい何があったのかな」

「……急に、襲い、かかられたんです」

「辻つじ斬ぎり、ってことでいいんだよね」

　女生徒がこくんと頷うなずいた。

　ロザリンドが男子生徒に向かって双剣を向ける。

「よくも、うちの国の子にちょっかい出したね。許さないよ」

　男子生徒は真っ赤になった目で睨にらみながら、うなり声をあげている。

　どう見てもこの男子生徒は様子がおかしい。そう思って武たけ琉るが《グラウィス》を抜き放つと、ロザリンドが声を発した。

「如月きさらぎ先輩。ここは、あたしに任せてっ！」

　言ってロザリンドは男子生徒に斬りかかる。

　かなりの速度だ。太刀筋も美しい。レナードの戦い方を彷ほう彿ふつとさせる。軽やかに舞うかのように、左右の剣で連撃を加えていく。

　左の剣を振るい相手の武器に叩きつけたかと思えば、さらに、それ以上に力の乗った右の剣でより強力な一撃を放つ。

　ラナダ人の女生徒がそれを見ながら安心したように呟つぶやく。

「さす、が、ロザリン……ド様……」












　女生徒は気が抜けてしまったのか、がくりと脱力したように壁にもたれかかった。意識を失ってしまったようだ。

「──ガァッ！」

　男子生徒が吠ほえて、剣を振り下ろした。

　双剣でその攻撃を防いだはずのロザリンドが弾はじき飛とばされる。

「んくっ！」

　そこに男子生徒が地を蹴って追撃をしかける。

　──速い。

　確かにロザリンドは技量で勝っている。しかし、力でも速さでも男子生徒のほうが上だった。彼は相当の使い手のようだ。

　辻つじ斬ぎりの男子生徒の持つ《偽剣レプリカ》は大剣型だ。学園では見たこともないほどに、禍まが々まがしい《偽剣》だ。だが、咲さく耶やの心配していたようなヤマトのものではない。

　それからロザリンドが押され出す。

　ロザリンドと男子生徒が斬り合っていたのは、時間にしてわずか二分。それで、ロザリンドは地面に膝をついた。

「く……。強い、ね」

　大剣を持った男子生徒がロザリンドに向かって駆け出し、上段から打ち下ろす。

　ロザリンドが覚悟するようにぎゅっと目をつむった。

　がぎんっ！　金属と金属がぶつかる音がする。

「悪いな。邪魔するぞ」

　その声とともに、ロザリンドの前に背を向けて立っていたのは武たけ琉るだった。

　武琉は逆手で持った《グラウィス》で男子生徒の大剣を軽々と防いでいた。

　男子生徒は警戒するようにバックステップで距離をとる。

「──ッ！」

「待てよ」

　一瞬で武琉は男子生徒に追いつき、振りかぶった《グラウィス》を叩たたきつける。

　男子生徒は持っていた大剣で防御。

　しかし、武琉の膂りよ力りよくで振られた《グラウィス》は止まらない。

　べき、べき──と男子生徒の大剣を砕く。そのまま振り切って、男子生徒を吹き飛ばす。

　激しい音を立てて、男子生徒は壁に身体を打ちつける。ぴきぴきと壁にひびが入った。どさり──と男子生徒が崩れ落ちた。

「うそ……。あれを、いち、げき……？」

　後ろでロザリンドの呆ぼう然ぜんと呟つぶやく声が聞こえた。

　それからすぐに、騒ぎを聞きつけた校紀隊がやってきた。気絶した男子生徒を連行し、被害者の女生徒を病院に搬送していった。

　その間に武たけ琉るはロザリンドから携帯を借りて、記憶を頼りに咲さく耶やの番号へと電話をかけた。数回の間違い電話を経て、ようやく咲耶の声が聞こえてくる。

　武琉は咲耶へといくつかのことを伝えた。辻つじ斬ぎりを捕まえたことと、使われていた武器は日本刀型ではなく大剣型で、ヤマトの《神域封剣レグナーレ》とは無関係だったこと。

　咲耶は電話越しに、安あん堵どするような、残念そうな吐息をついた。

『……そっか。うん。違ったんだね。ありがとう。帰り、待ってるから』

　それから武琉とロザリンドに対し、校紀隊による事情聴取が行われた。といっても二人を疑うようなものではなく、事情を尋ねる程度のものだ。




　事情聴取が終わる頃にはもうすっかり辺りは暗くなっていた。

　こんな暗い時間に女の子を一人帰すのもな、と思い、武琉はロザリンドを送ることにした。

　武琉とロザリンドは鬱うつ蒼そうと生い茂る森の中を走りながら言葉をかわしていた。

　何かに追われている──訳などではなく、ただ単にラナダ領まで距離があるからだ。

「それにしても、辻斬り犯、捕まえられて良かったな」

「うん。ほんとにね。あんまり時間かかると、兄様にバレちゃっただろうしね。結構鋭いからなあ」

　ぼやくように言うロザリンドに、武琉は尋ねた。

「そういえば、なんで知られたくないんだ？」

　ロザリンドはしばしの間をおいてから答える。

「……兄様は今、そんなことに構っている余裕がないからかな。……心配、かけたくないんだ」

「うん？」

「ここ数年、兄様の様子がおかしくてね……。昔の兄様は……、すこし、如月きさらぎ先輩に似てたかも」

「へ？」

「兄様、昔は他の人と競い合うのが好きだったから」

「へえ」

　言われて考えてみたが、あんまりイメージじゃない。

「よく笑う人だった。近くにいるだけでみんなが明るくなるような、そんな人」

　想像すらできない。武琉が見たレナードの姿とかけ離れすぎている。武琉が見たレナードは冷たい氷を思わせる男だ。熱のない目でただ周囲の世界を眺めている。見られただけで凍ってしまいそうなほどの、冷たい瞳。

「そもそも、あいつ笑うのか？」

「ううん。兄様が笑ったところは、あたしもあのとき以来一度も見たことないよ」

「……あのとき？」

　尋ねると、ロザリンドが驚きを含んだ声で返してくる。

「知らないの？　誰でも知っていることだよ」

「知らないな。いったいなにがあったんだ？」

　一瞬の間。

　ごうごうと風が強く吹いた。

　ロザリンドが口を開く。

「兄様のせいで国が滅んだ」

　……は？

　武たけ琉るは自らの耳を疑った。

「少なくとも、兄様はそう思ってる」

　ああ、そういえば、ラナダはネオリカの属国になっていたんだったか。

　しかし、それがレナードのせい？

　たった一個人のせいで国が滅んだりするものなのか？

　それは、武琉にはよくわからない。

　いいや。咲さく耶やのように特殊な状況ならば、それもあるのかもしれない。

　ロザリンドは悔しさのにじむ声で、言葉を続ける。

「……ネオリカがこっちの政治家をたくさん取り込んだの」

　そんな方法で乗っ取られたのか？

　しかし、それではレナードが絡まない。

「それで？」

「うん。ネオリカ側になった政治家たちが、ネオリカ寄りの政党を作った」

「ああ」

「あたしのお父さんとお母さん──ラナダの王室は、それに反対したの。ラナダの王室サイドの政治家とネオリカサイドの政治家でもめにもめたんだ」

　苦いものを嚙かみ潰つぶすようにロザリンドは呟つぶやく。

「でも、だんだんネオリカの影響力が大きくなっていったの。大国の庇ひ護ごのもと、豊かになれると謳うたっていたのに。実際は、ネオリカ資本の企業ばかりが儲もうかるような政策がたくさん実行されていった」

　ロザリンドの横顔が歪ゆがむ。

「ほとんど乗っ取られたようなものだったわ。でも、あたしたちには最後の権威があった。拠より所どころがあった。だから、最後の一線は越えられないで済んだ」

「拠り所、か」

「それが《神域封剣レグナーレ》。世界に七本しかない本物の神器」

　武たけ琉るが見たことがある《神域封剣》は三つ。咲さく耶やの持つ鞘さや型の《龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくら》。そしてオリヴィアの持つ《炎えん獅じ剣けんレーヴァテイン》。どちらも圧倒的な能力を持つ武器だ。

　そしてこの前見たばかりの、レナードの持つ名前も知らない《神域封剣》。不吉さを漂わせ、それゆえに美しさも備え持つ双剣。咲耶の張った結界をも消し飛ばした、武器。

「名前は、陽ひ喰はみ《スコル》月つく喰はみ《ハティ》。それを使えることが王族の証。あれを誰よりもうまく扱えることで王家の権威を保っていたの」

「……ああ」

「ネオリカはそこを突いてきた。誰よりもうまく使えるというのが権威の証明ならば、戦えば決して負けないはずと」

　ぎり、とロザリンドが歯をかむ。

「そこで、戦いが行われたの。中等部一年の頃からずっと《神域封剣》を扱ってきた兄様と、あの、オリヴィアの戦いが」

「……あいつか」

　言われて武琉は、輝く太陽のような少女を思い出す。

「オリヴィアはそのとき、《神域封剣》を手に入れて初めての戦いだった。だから、誰もが兄様の勝ちだと思っていたの」

　だけど、とロザリンドが言葉を続ける。

「勝ったのはオリヴィアだったの」

「……なるほど」

「あのときから、兄様は一度も笑わない。ラナダのためにと、自分を追いつめている。あのときのことに縛られている」

　悲しそうに震える声。

「きっと辛いと思うんだ。だから、解放されてほしいって、思うの」

　ロザリンドは少し黙った後、小さく呟つぶやくように言った。

「あたしが心配かけたくないのも、そういうわけ。あのとき、あたしは何もできなかった。だから、あたしは頑張って兄様を支えるんだ。支えられるように、なるんだ──」

　──過去に縛られてるのは、ロザリンドもだろう。

　武琉はそう思った。だけどそれを口に出すことはしなかった。

　しばらく走っていると、森を抜けて街が見えてくる。

「あ、この辺でもういいよ。ありがとうね。如月きさらぎ先輩」

「おう。じゃあ、気をつけろよ」

「わかってまーす」

　言いながらロザリンドは笑顔で手を振って、転んだ。




　咲さく耶やの部屋に戻ると、咲耶とアーニャの他になぜかノエルがいた。

　ノエルが泊まって良いと理事長に許された期間は、確か一昨日限定だったはずだ。

「お邪魔しています。如月きさらぎ武たけ琉る。息抜きのお誘いに参りました」

「息抜き？」

「ええ。息抜きです。もうすぐ試合ということで、如月武琉も此この塚づか咲耶も張り詰めているでしょう。ですから、こんなときこそリラックスです。そして、私達の絆きずなも深めましょう。我がゲルツの優秀な首脳陣は、そのための方法を考えてくださいました」

　説明を続けるノエルに、咲耶はまったく期待していない目を向けながら尋ねた。

「……いったい何なのよ。またどうせ、変なことでしょう？」

　ノエルはきっぱりと言った。

「お風呂です」

「へ……？」

「そうです。お風呂に入りましょう。リラックスするためにも、全員の仲を深めるためにも、同じバスタブに入るのは有用だと我が国の心理学者は言ってました」

　それを聞いた咲耶が渋面を作る。

「お風呂なんてないわよ。普段だって学校のシャワールーム借りてるだけだし……」

「違います。此塚咲耶。実は我が風魔剣科ヴイントの敷地にヤマト型の大浴場が造られたのです。一昨日の私の失態の翌日、首脳会議が行われました。そしてこの案は即採用が決定」

　ヤマト型の浴場。銭湯のことだろうか。

「ゲルツ技術者テヒニカが一晩でやってくれました」

　非常識なまでの早業である。

　咲耶は本当にお風呂に入れるとわかり、目を輝かせた。

「いい。それ、いいわね」

　咲耶はこくこく頷うなずいて、すぐに押入を開けた。タオルやシャンプーなどのお風呂セットを用意している。どうやらもう風呂に入る気まんまんになったようだ。

「おまえの国…………すげえな。いろいろと」

　武琉が言うとノエルは大きな胸を張った。

「そうです。恐れ入りましたか如月武琉。我がゲルツの首脳陣の深謀遠慮。そして技術者の超絶技巧」

　言いながらノエルが武琉に近づいてきて武琉の腕をとった。

「さあ、行きましょう。如月武琉」

　柔らかな胸を押しつけ、とろけるような声でささやく。

「しかし、悪くないな。風呂というのは悪くない。オレも嫌いじゃないしな」

　武たけ琉るの様子を見ながらノエルは満足そうに頷うなずいた。

「やはり、ヤマト人は風呂が大好きという情報は正しかった。あの方々の作るマニュアルは万全です。……そこのルシア人。アーニャと言いましたか。あなたも行きますか？　一人だけ置いていくのは少々好ましくない」

「…………セントー。それは、バニャみたいなもの？」

　ノエルが眉をひそめながら尋ね返した。

「バニャ、ですか？」

「……ルシアのサウナ。湯気にあたる。そして、出たときには氷の張った川に飛び込む。温度差が、気持ちいい」

　…………なんだそれ。ルシアの銭湯怖すぎるだろ。というかルシア人すげえ。

「ふむ。サウナとは少し違いますね」

　と、ノエルはアーニャに向かってヤマトの大浴場がなんなのかを説明していた。

　入浴料をとって様々な人を入らせる風呂。つまり公衆浴場。その歴史は古く僧侶たちが身を清めるために造られた。中世になりそれらが一般に開放されていき──うんたらかんたら。

　日本人だってそんな由来知らねーよ、という感じの由来を延々と語っていたのだ。




　風魔剣科ヴイントの浴場へと案内された武琉は、その入り口のところで咲さく耶やたちと別れた。女性用と男性用で別々の場所のようで、武琉はほっと息を吐いていた。

　ノエルには常識が通用しない。

　どんなことでも杓しやく子し定じよう規ぎに行動する。そのために、行動の根本となるマニュアルがおかしい場合、異常なこともたやすく行う。加えていえばゲルツのマニュアルは大抵おかしい。

　なので、混浴の確率が半分ほどあると武琉は思っていた。

　混浴であれば、自分は遠慮していつものシャワールームを借りる予定だったのだ。

　武琉は更衣室で服を脱いで、バスタオルを一枚もって浴場へと続く扉を開く。

　広い浴室を見た武琉は、眉をひそめた。

「……なんか間違ってる気がするな」

　二十人程度なら気持ちよく入れそうな広さだ。典型的な銭湯のイメージの富士山の絵が壁に書いてある。

　入り口の近くには謎のダルマが置いてあった。桶おけなどが置いてある台の足が、こけしになっている。くわえて、風呂のお湯が竜の口から注がれている。東洋らへんのものも混ぜてみました、といった適当さ加減だ。間違えて解釈した日本を敷き詰めたようなイメージ。

　さっきノエルが語っていた歴史などは完全に書類上の知識なのだろう。

「まあ、いいか。湯に浸つかれるだけで十分ありがたい」

　武たけ琉るは身体を軽く洗ってから湯に浸つかった。温かいお湯が身にしみるような感覚を覚える。すると、武琉が入ってきた扉とは反対側のほうから扉越しのこもった声が聞こえてきた。

「……？　あっちにも扉があったのか」

　貸し切り状態が失われるのは少し残念だった。

　──まあ、ゲルツの作った物を借りているんだし。仕方がないよな。

　武琉は気にしないことにして、湯の温かさに目をつむった。

　ぺたぺたと足音が聞こえた。複数の人が近づいてくる。

　その中の一人がかけ湯をしてから、武琉の近くに入ってきた。

「あー。お風呂はやっぱり気持ちいいわねー」

　リラックスした女の声。

　……え？

　女、だと……？

　というか聞き覚えがある声だ。

　間違いなく咲さく耶やの声だ。

　──オレに、気づいていないのか？　そういえば、湯気が結構濃いしな。風呂の中に入っていたら気づかれない可能性もある。

　咲耶のこんな気持ちよさそうな声は初めて聞いた。間違いなく咲耶は今の状況を楽しんでいる。

　咲耶はまさか武琉がいるなどとは思っていないはずだ。もし武琉がここにいるということがバレてしまえば、久しぶりの咲耶の充実した時間を台無しにしてしまうことだろう。

　どうするべきか。

　──こっそり出て行くとするか。

　などと思っていると、ノエルがこちらに向かって声を投げた。妖精のような声がエコーがかかって神秘的に聞こえる。

「如月きさらぎ武琉。お待たせしました」

　その声に強く反応したのは、咲耶だった。

「ひあ!?　た、武琉!?　え、ええっ……!?　な、な、なな、なんで、なんで!?」

　振り返ると、浴槽に浸かった咲耶が涙目になっていた。

　バスタオルを身体に巻きつけただけの状態だ。白い胸の谷間が見えている。片手で武琉を指さしながら、あわあわ言葉にならない声を出している。

「よ、よお」

「のの、のっ、のえっ、のえっ、ノエルっ！　ど、どういうことなのよっ……！」

　ノエルは得意そうな声で言う。

「仲良くなるためには、同じバスタブに浸つかるのが効果的だと、言ったはずです。素直になれない此この塚づか咲さく耶やも、少し素直になれるようにという心遣いです」

「い、いい、いらな、い、わよっ。ばかっ」

　武たけ琉るは片手で目を隠しながら告げる。

「悪い、咲耶。オレは出て行くから」

「い、いいわよ。わ、わたしが、出てくし」

「でもお前楽しみにしてただろ。だからオレが」

「いいの。わ、わたしがでてく。た、た、武琉だって入りたいでしょ」

　武琉と咲耶が譲り合いをしているとき、ノエルが横を向いて呟つぶやいた。

「アーニャ。浴槽に入るときは、お湯をかけてからです。ヤマト式バスにはいくつかのマニュアルがあります。浴槽の中では頭にタオルを常に乗せていなければならないなど、いろいろあります。タオルを巻いてお風呂に入ることもダメという説もあります。ですが今回は、混浴ですし特別なタオルなので問題はありません。とりあえずお湯をかけてください」

「……うん」

　素直に頷うなずく声とともに、お湯の音が聞こえてきた。

「とにかく、オレは出て行くから」

　武琉が立ち上がり、ざぶざぶとお湯をかき分けて外へ出ようとすると、手を引かれた。

「だ、だめっ！　先に入ってたのは武琉なのに、後から入ってきたわたしが出て行かせるなんて、おかしいわ！　そういう、譲らせるの、ヤなのっ」

「お、おう」

　咲耶はうわずった声で、そして早口な上にかみかみになって言う。

「だ、だだ、だだだ大丈夫。大丈夫よ。水着だと思えば、いいの。ほ、ほらバスタオルなら水着より面積あるしっ。は、恥ずかしくなんて、ないし」

「いや、でもな、おまえ恥ずかしそうじゃねえか」

「恥ずかしくないっ！　み、見られても平気だもん。ほ、ほらっ！　み、見なさいよ！」

　言いながら咲耶が武琉の手を引っ張った。

　武琉は、咲耶に視線を向ける。

　上気した頰ほお。先ほどまで白かった胸が、やや赤みを帯びている。バスタオル一枚しか身につけてない咲耶がすぐ目の前にいる。なぜだか知らないが、武琉の心臓まで脈打ち出す。

「あ、ああ……」

　咲耶はまるで自分に暗示をかけるかのように呟いていた。

「だ、大丈夫。バスタオル、あるし。平気だし……」

　ちゃぽん、と音がして、ノエルが近づいてくるのが見えた。

「いかがですか？　如月きさらぎ武たけ琉る。好感度は上昇しましたか？　我が国の心理学者プシユヒローガによれば、肌と肌のつきあいによって、相手の深くまでを知ることができる。この『知る』ということも大事ですが、相手に『知られた』と認識されることのほうが大事です」

　ノエルは妖精の微笑ほほえみを見せながら言った。

「そ、そうなのか？」

「そうです。自分の深い部分を認識した人間。それでも自分を嫌わない人間。そういった認識を他者に持つことによって、より気を許すことができるようになるのです。この人はここまでしても大丈夫だったと思うことで心理的ハードルが下がるのです」

「なるほど、な」

　ここまで知られちゃったし、いいや。ここまで知られて嫌われてないんだから大丈夫だろ、という考えか。わりと、ゲルツのお偉方はきちんと考えているのかもしれない。

「そういや、アーニャはいつまであそこにいるんだ」

　アーニャは先ほどからずっと自分にざばざばとお湯をかけていた。頭からかぶったり、体にかけてみたり、足にかけたり、ずっとくりかえしている。アーニャが顔をあげて武琉をみる。

「……？」

「アーニャ。もう大丈夫ですよ。かけ湯はそんなにたくさんしなくても大丈夫です」

「……うん。わかった」

　加減を知らないその姿は、ノエルに似ている気がした。

　アーニャの身体はタオルに包まれていた。ぺたんと薄い胸や、すらりと細い手足は、まるで雪で作られているかのような白さだ。その小さな足がお湯の中に入れられるのを見て武琉は、溶けて消えてしまうんじゃないかとすら思った。

「……あたたかい」

　アーニャがほうと息をはいた。次にアーニャはなぜだかお風呂の中でちゃぷちゃぷと泳ごうとし出す。それを見たノエルが口を開く。

「ヤマトの浴槽では泳いではだめです」

「……そっか」

　アーニャはどこか残念そうに呟つぶやいた後、武琉の隣にいる咲さく耶やを見て首を傾かしげた。

「……あれ。バスタオルが」

　咲耶は「バスタオルがある。バスタオルがある。大丈夫。面積大きいもん。水着より大きいもん」とまるで呪じゆ詛そのように呟いている。

　その咲耶に向かってノエルが口を開いた。

「あ。そうです。此この塚づか咲耶。そのバスタオル──」

「ふぇ？」

　咲さく耶やが顔をあげると、ノエルは無慈悲に告げた。

「溶けます」

「え、ええっ……!?」

　ざばぁ、と咲耶が立ち上がる。

　そのバスタオルは、ほとんど透けたような状態で咲耶の肌色が見えていた。

「な、なんで、どうして……!?」

「いつからバスタオルだと思っていましたか？　それはバスタオルではありません。バスタオル型の入浴剤なのです。我がゲルツ首脳陣の考案した──」

　ノエルが説明していると、ぷつり。バスタオルに穴が開いた。

「あ、あああっ……！　大丈夫。まだ水着より面積が、あ、あうぅ！　ど、どんどん減ってくっ……!?」

　さすがにこれはまずい。ああ、よくない。よくないな。視界の端でノエルとアーニャのバスタオルも同様に透けているのが見えた。

「わ、悪い。オレ先に出てるからっ……！」

　武たけ琉るはそんな言葉を残して、急いで風呂から上がった。

「待ってください。互いに背中をこすり合うことによって、更に親密さが──ああ、行ってしまいました」

「ノエルのばかっ、ばかぁっ……！」

　背後でノエルに文句を言う咲耶の声と、戸惑うようなノエルの声が聞こえてくる。

「ど、どうして怒っているのですか。此この塚づか咲耶……。わ、私が何かしたと言うのですか」

　武琉は、おそらくこれから彼女たちのお風呂は長くなるだろうと予想をつけ、先に部屋へと戻っていることにした。




　その日の夜は、咲耶とアーニャが一緒の布団。

　そして武琉は一人で寝ることとなった。

　だが、しばらくすると薄暗い部屋の中で誰かが動く気配がした。

　それから少しして、武琉が未いまだに寝れずにいると、もぞもぞ。

　足下から、正体不明の温かさが侵入してきた。

　それは胸の上に乗ってくる。軽く、心地よい重たさだ。

「……武琉。寝れない？」

　武琉の上から温かさを伝えてくる幼い顔つきをした少女、アーニャ。弱い電灯が、少女の顔をわずかに見せる。まるで雪でできているかのように白く冷たい印象の少女は、確かな体温を武琉に伝えてきている。それが、彼女が本当に実在する人間であることを、理解させてくる。

「ちょっとな……。アーニャは寝れないのか？」

「……ううん。今、起きた」

　少しだけとろんとした、普段とは違う声。

「どうかしたのか？」

「……誰かと一緒に寝るの、久しぶり。昔は、よく妹と一緒に寝ていた、けど」

「そうか」

「……だから、懐かしい感覚がする。でも、武たけ琉るは大きいから安心する。妹も、こんな気持ちだったのかな」

　ルシアの少女が胸の上で息を吸うと、その揺れが伝わってくる。

「あ、ああ」

「……妹が、どんな気持ちだったか、知りたい。あの子はよく、ぎゅって、してきた」

　アーニャは感情の乗らない声で、尋ねてくる。

「……抱きしめても、いい？」

「それ、は」

　武琉がなんと断ろうか逡しゆん巡じゆんしていると、もはや断る時間はなくなっていた。アーニャがぎゅうっと抱きついてきたからだ。小さな手が武琉の背中に回される。

「なあ、アーニャ。オレたちは、友達なんだろう？　友達は、こんなことしないだろ」

　アーニャの熱が布団の中にこもって、熱いくらいに温かい。

「……一緒に寝る、お友達」

「いや、おかしいだろう。それは」

「……大丈夫。一緒に寝るお友達は、武琉だけ」

「それでも、だな」

「…………なんで、だめ？　わたしはこれでいい」

　胸の上でアーニャがささやくように言う。

「……武琉は一緒にいるの、いや？」

「いや、それは、な」

　武琉が戸惑いながら、口を開く。するとアーニャは横に首を降った。銀色の髪が武琉の首の上をさらさらとなぞる。

「……それとも、いやじゃない？」

「だけど、一緒に寝る友達っていうのは、たぶん、あまり、一般的じゃないぞ」

　言うとアーニャは頷うなずいた。

「……うん。わかってる」

　少し間をあけてから、アーニャは言う。

「……咲さく耶やも、ノエルも、魅力的」

　また少しの間。

「……わたし、きっと、他の人にかなわない」

　ため息。

「……身体も、小さいし……。胸も、小さい。きっと、あまり魅力、ない」

　アーニャが武たけ琉るの胸の上に、手をすべらせる。

「……でも、友達なら、武琉は一緒にいてくれる……」

　眠気がやってきたのか声は小さくなっていき、うまく聞き取れなかった。

「……わたしは、武琉のものになりたい。所有物で、いい。捨てないでほしい……」

「アーニャ？」

　その問いかけの返事は、なかった。

　武琉の胸元でアーニャが息を吸う度に、少女の身体がほんの少しだけ上下する。そのたびにアーニャの肌がこすれ、気になってしまう。

　朝になってその状況に気づいた咲さく耶やは、不機嫌そうに頰ほおを膨らませていた。





　　　　　◆　◆　◆














　翌日。

「よう。ただいま」

　もはや慣れてしまった六畳一間に帰る。

　帰る、という単語が自然と出てしまうくらいには、武たけ琉るはこの狭い畳部屋にいることに慣れてしまった。まだ二週間ほどしか経ってないというのに。

「あ、武琉。おかえりなさい。おつかれさまーっ」

　咲さく耶やがぱたぱたと駆け寄ってくる。

　と、武琉は玄関に立ちながら尋ねる。

「そういえばアーニャは？」

「あれ。武琉と一緒じゃなかったの？　まだ帰ってきてないわよ」

「まあ、そのうち帰ってくるか」

　言いながら武琉が部屋の中に上がると、咲耶が「ふふ」と笑い声をもらした。

「どうかしたか？」

「ううん。なんかね、おかしくなっちゃって」

「おかしい？」

「うん。こんなの、ちょっと前はぜんぜん考えなかったなって。この前は、わたしが帰ってきて、ただいまって言ったじゃない？　武琉も『ただいま』なんだな、って思って」

　そう言って咲耶は笑みを浮かべる。

「わたしはずっと一人で行くんだ、一人で頑張るんだ、なんて思っちゃってたから。今みたいに、この部屋でね、誰かに向かって『おかえりー』なんて言うなんて、想像もしてなくて──って、こんな会話、ちょっと前もしたわよね。あは、わたし、どれだけ嬉うれしいんだろう」

　咲耶はごまかすように顔の前で手を振る。

「もう、一人じゃないんだーとか、思っちゃうんだ。武琉がいてくれたらヤマトも大丈夫な気がする。頑張れる気がするの。手伝ってくれるん、だよね？」

　咲耶は武琉の顔をちらりうかがう。

「ああ。当たり前だろ。助けてやるって、言っただろ？」

「うんっ」

　黒髪の少女の顔に浮かんだのは、満開の桜のような表情だった。

　その春のような笑顔に武琉はつい見み惚ほれてしまう。目を引きつけて離さない暖かなきらめきを感じる。

　突如、柔らかな瞳が不安に揺れた。

「だから」

「……だから？」

「えっと、その、ね」

　言いづらそうに咲さく耶やは俯うつむく。

　首筋から、顔がゆっくりと赤く染まっていった。

「わたしは、武たけ琉るのことを、す、す……」

　咲耶はす、す、すと同じ音を繰り返す。

「き」

　ぎゅっと唇がかまれ、咲耶の顔がより赤く染まって、俯うつむいた。

「き、きき、き、気に入って、いるわ」

　──だから。

「そばに、いてね」

　咲耶は口元を手の甲で隠しながら、りんご色になった顔で武琉のことを見上げた。

「……おう。咲耶が置いてくれるなら、オレもここにいたいと思う」

　武琉は素直な気持ちを口に出す。

　咲耶は、うん、うん、と何度も頷うなずいた。

　なんとなく、暖かいような、気まずいような空気が部屋に満ちる。

　なんだこれ。

　よく、わかんねー。












　戦いたい気持ちとは違う種類の、心臓の跳ね方。

　言いようのない気持ちを抱きながら、武たけ琉るは自分の胸を押さえる。

　その暖かな時間は、乱暴に扉を開く音で崩された。

　無表情の少女がいた。

　アーニャはいつもより真剣に見える眼差しで言う。

「……武琉。ちょっときてほしい。此この塚づかさんも、一緒に」

　無機質な目がヤマトの二人を見た。




　二人がアーニャに連れて行かれたのは、錬剣術科アルキミアの敷地内だった。

　すでに陽ひは落ち、暗くなり始めている。

　ビルのような校舎から明かりが漏れていた。

　その中の一つにアーニャが入っていく。

「……理事長がここの理事長室で待ってる。詳しい話は、そこで」

　どうやらこの建物に理事長の部屋があるらしい。

「しかし、なんで錬剣術科に理事長室があるんだ？」

　咲さく耶やが口を開く。

「それは、ここがどの国の勢力にも侵されていない場所だからよ。いえ、侵されていると言ったほうがいいかしら。他の学科だと、そこのオリジナルである《神域封剣レグナーレ》を所有する国の勢力が強いの。でも、《偽剣レプリカ》を造る学科のここは、今現在理事長の勢力が一番強いわ。元々国同士が牽けん制せいしあっていて、やりやすかったのかもしれない。そういうパワーバランスを利用するのが、すごい得意らしいもの。あの人」

「なるほど」

　武琉が初めて入る建物。その中をアーニャは迷いなく歩いていく。エレベーターに乗って上の階へと向かった。

　降りると、いくつもの扉のある廊下に出た。

　その中の一室の前に立ち、銀髪の少女はノックをする。

「入っていいよー」

　部屋の中から、もはや声だけで胡う散さん臭くさい──というのもひどい気はするが、本当にその通りな──返事があった。

「……失礼します」

　アーニャが扉を開く。

　中は意外なことにとてもキレイに整頓された執務室だった。材質はよくわからないが高級そうな机がでんと置いてあり、その奥にある椅子に理事長が腰掛けていた。

　前見たときとは違う柄のアロハシャツを着ており、顎あご髭ひげをのばすように引っ張っていた。

　その隣にはスーツ姿のいかにも怜れい悧りといった印象の美女が立っている。どこの不審者だかわからない理事長とは対照的に、一流のキャリアウーマンのような印象だ。

　この高級感のある部屋の中で、ここの主人のはずの理事長だけが浮いていた。

　理事長が半開きの手をあげて口を開く。

「やあ、よくきたね。武たけ琉るくん、咲さく耶やくん。呼び立ててすまないね」

「……で、何の用なのよ。またくだらない話じゃないでしょうね」

　咲耶が半眼になってそう言った。

「さあ、どうだろうね」

「役に立たない話しなら今すぐ帰るわ」

「聞いたほうがいいと思うよ。あとで悔やむことになるかもしれない」

　理事長はかすかに微笑ほほえみを見せながら言う。

「それは、何なのよ」

　焦れたように口を開いた咲耶に、理事長は笑みを深めて尋ねた。

「ああ。その前にいい話と悪い話、どっちから聞きたい？」

「おすすめは？」

「悪い話かな」

　咲耶が鼻をならす。

「じゃあいい話からお願いするわ」

「……いいのかい？」

「いいわよ」

「本当に？」

　しつこく尋ねる理事長に、咲耶が苛いら立だち混じりに言う。

「いいって言ってるじゃない」

「実は最近あれを調べたんだよ」

　咲耶が何かと真剣な眼差しで告げる。

「肌年齢？　僕は二十八歳って言われちゃってね。すごくない？　でもそこにいる僕の秘書なんかは──」

　美人さんが、くいっと眼鏡めがねを上げながら平へい坦たんな声で呟つぶやいた。

「理事長」

「まあ、人の秘密をぺらぺら話すのはよくないね。うん」

　咲耶が困惑した顔をして、尋ねる。

「うん。それはどうでもいいんだけど、いい話っていうのは？」

　理事長は平然とした様子で口を開いた。

「今のだよ」

「どうでもいい話だわ」

「だから、後にしたほうがいいって言ったじゃないか。僕なりの和ませ方だよ。気を使ったのさ」

　理事長の声が低くなる。

「だって、悪いほうの話をしたら、君はとてもショックを受けてしまうだろうからね。咲さく耶やくん」

「だから、いったい何なのよ」

「ヤマトが滅亡する」

　理事長は変わらぬ口調のまま、そう言った。

　一瞬咲耶は理解できなかったのか間を置いてから声を出す。

「……はっ？」

「うん。ヤマトはもう滅亡秒読みだってこと」

　武たけ琉るは気になって尋ねる。

「ちょっと待ってくれ。前からヤマトは滅亡寸前じゃなかったのか？」

「うん。そうだよ。それが、一歩も二歩も進んだってこと」

「ちょ、ちょ、ちょっ！　ど、どういうことよっ！」

「それを今から説明するよ。君、資料渡してあげて」

　理事長が言うと、美人秘書はてきぱきと紙束を取り出し、武琉と咲耶に手渡した。

　理事長は珍しくまじめな顔をして、武琉たちを見てくる。

「この前、国連で会議が開かれた」

　咲耶は理事長の言葉の続きを静かに待つ。

「そこでネオリカの議員が言い出したんだよね。憲章に書かれている連合参加国の条件を満たしていない、国未満の構成員が議決権を持っているのはおかしい、とね」

　咲耶が眉をひそめ、尋ねる。

「……どういうことなの？」

「つまりさ、要約すればヤマトをなくしてしまえってことさ」

「……どうしてっ……！」

　怒りを滲にじませる咲耶に、理事長は平へい坦たんな声で尋ねた。

「じゃあ君に尋ねるが、四国しかないヤマトは国として成り立っているとでも？　いいや、この言い方だとおかしいかな。この神霊浮遊都市エーテル・フロートを分割して所有する五国と並び立てる国力があるとでも？　技術力、生産力、それらをすべて含め、同じ地位に立てるとでも？」

　咲耶が悔しそうに唇をかむ。

「っ……！　だけど、でも、わたしが、わたしがいるわっ……！」

「君の、去年、一昨年、一昨々年さきおととしの成績は、七位、七位、六位だ。君の武力だけでは、守り切れないということさ」

「でも、今までは、大丈夫だったじゃないっ……！」

　咲さく耶やが赤鞘さやを握りしめた。強い圧力が室内に満ちる。

「そうだね。今までは。だけど咲耶くん。それは奇跡的なバランスの上で成り立っていたんだ」

「……どういうことよ」

「ヤマトをとりつぶした後、残された《神域封剣レグナーレ》をどうするかってことだよ。どの国がそれを手に入れるかで、お互いに牽けん制せいしていた」

「じゃあ、どうして今になって……！」

「まあ、待ってくれ。一昨年のラナダ併合により、ネオリカが力をつけた。だから他の国はネオリカに奪われないように、よりヤマトを守るような動きをしていたのさ。だけど、そのネオリカが争奪戦から降りた」

　咲耶が呆ほうけたような声を出す。

「え」

「いったいネオリカに何の狙いがあるかなんていうのは誰もわからない。ただわかるのは、他の国が《神域封剣》を手に入れるチャンスはここしかない。だから、すべての国がヤマトを国連の加盟国として認めない、として意見が一致した。おそらく《神域封剣》以外に咲耶くんもどこかの国に引き取られていくことだろうね」

「……そん、な」

　咲耶の身体から力が抜けた。ぐらりと崩れ落ちそうになる。

「咲耶っ……！」

　武たけ琉るは咲耶を抱きしめるように支えた。

　大丈夫か、とは聞けなかった。

　なぜなら咲耶は今まで必死でヤマトを守るために頑張ってきた。奪われないように、必死で努力を続けて。その努力が別の土俵から覆されようとしている。

　いったい咲耶はどんなふうに思ったのだろうか。

　仲間もなく、ただ一人で頑張ってきたというのに。

「咲耶くん。だけど、まだ一つだけ道が残っている。神霊浮遊都市エーテル・フロートの代表である僕がなんとか大会が終わるまで引き伸ばしてきた」

　咲耶が光のない目を理事長に向けた。

「君たちが、大会で勝つことだ」

「……わたし、たち？」

「そう。技術力でも生産力でも劣っている君たちが、他国と並び立つためには武力しかない。それには、咲耶くんだけが大会で一位をとっても、だめだ」

「……？」

「つまり、咲さく耶やくんと武たけ琉るくんが二人で、他の国が及ばないような武力を示せばいいのさ。だから、咲耶くんだけでなく、武琉くんも呼んだんだ」

　理事長が武琉と咲耶の目を強く見つめる。

「君たち二人が大会で勝てばいい」

　理事長は突然胡う散さん臭くさい、どこか楽しげな表情に変化してから口を開いた。

「それとも、無理かな？　片方は半分だけの《神域封剣レグナーレ》。そしてもう片方は《神域封剣》すら持っていない」

　理事長はまず咲耶に視線を向け、次に武琉に視線を向けた。

「どうしようもない圧倒的不利。そんな二人で、《神域封剣》使い相手に勝ち進まなきゃいけないんだからね。そんな可能性はゼロみたいなものだけどね」

　試すように問いかけてくる。

「諦めるかい？」

　咲耶の顔がわずかに上がる。

　まだ迷いの色が表情から消えない。

　武琉が胸に抱いている咲耶を黙って見つめると、咲耶は不安げに武琉の顔を見上げてきた。

　それでも武琉は何も言わない。

　背中を押すことはできる。だけどそれはできない。

　この選択は彼女自身が自分で決めることだ。

　咲耶は瞳に決意を秘め、武琉によりかかっていた身体を起こす。

　静かに、ただ静かに口を開いた。

「やるわ」

　自分の足でしっかりと立ち、理事長を睨にらみつける。

　理事長が顎あご髭ひげを撫なでる。

「できるのかい？　さっきも言ったけど可能性は──」

「ゼロじゃないわ」

「そうだね。確かにゼロじゃない」

「可能性が、わずかなりとも存在するなら、できないはずがないじゃない」

　むちゃくちゃなセリフだ。しかし武琉も同感だった。

　いくら前から可能性がどうとか言っても、やってみなければわからない。

　アーニャは少し目を大きくして咲耶を見ていた。

「……おかしいな。僕の知っている咲耶くんは、そんなこと言う生徒じゃなかったんだけど。武琉くんに影響されたのかな」

　言われて少し自慢げに口を開く。

「そうかもね。それに、武たけ琉るがいるのよ。彼は無手で第七階位に勝利したほどの想定外イレギユラー。そんなあり得ない奇跡を見せた、武琉がいる。彼が奇跡を起こすなら、わたしだって起こしてみせる」

　言ってから、咲さく耶やは不安げに武琉を見た。

「手伝ってくれる？」

　武琉は顔をしかめた。

「……そう、だよね」

　咲耶の声が尻すぼみになっていく。

「ざけんな。いちいち聞くなよ、そんなこと」

　咲耶の顔がぱぁぁと明るくなった。

　それからきりりと表情を引き締めて理事長に視線を向けた。

「わかった。示すわ。わたしたちが最強だと。この大会で、誰にも文句は言わせない。武琉と、その隣に立ったわたしに敵はいないって。わたしはそう思うけど、武琉はどう？　怖い？」

「いいんじゃないか。前に立った奴やつ、全員ブチ抜いていけばいい。ただそれだけの単純な話だろ？」

　武琉が事も無げに言うと、咲耶は首を縦に強く振った。

「うんっ」

「そんなの、むしろワクワクするしかないじゃないか」

　理事長は愉たのしそうに笑う。

「なら、見せつけてくるといい。すべての人間に、ね」

　そう言って理事長は続けた。

「二回戦の抽選結果は明日伝えられるだろう。片方でもこんなところで潰されたら、それだけでヤマトは終わりを迎えてしまうだろうね。気をつけたほうがいいよ」

　次の戦いで片方でも負けたらお終しまい。その言葉に武琉と咲耶が返した。

「おう」「もちろんよ」




　武琉と咲耶がアーニャを引き連れ退室した後。

　後ろにひかえていた秘書は、顎髭ひげをさわっている理事長に対して口を開いた。

「なぜ、理事長は彼らにあそこまでされたのです？」

「だからそれはこのままヤマトが消えたらつまらないからさ」

「しかし、わずかに可能性が出たくらいでしかないでしょう。特に何の影響も与えないと思いますが」

「さてどうだろうね。二人はかーなりやる気を出したみたいだよ。あれでいいんだ。もし勝っても、負けたとしても、僕の考える未来に向かうための一助になるだろうね。……まあ、勝てないだろうけどね」

　秘書は怪け訝げんそうに尋ねる。

「あなたには、何が見えているのです？」

「なんでも見えているとも言えるし、何も見えていないとも言える。ただ、この退屈な世界を少しでも面白いものに変えたいだけだよ」

「それはいったい……」

　理事長は秘書の前で両手を広げてみせる。

「おっと。それ以上はまだ君が知るべきことじゃない。今の段階だと、君はおそらくまだ受け入れられない」

「わかりました」

「物わかりがよくて助かる。だから君は好きだよ」

　言われた秘書は咳せき払ばらいをして、話の矛先を変えた。

「そういえば、ここ一週間ほどネオリカに不審な動きがありまして──」

　秘書が説明しようとするが、理事長はすべてを言い切る前に口を開いた。

「ああ、あれね。あれはほっといていいよ」

「ですが」

「いいんだ。他人が勝手にコストを払って実験してくれるなんて、願ってもないことだろう？　僕は何の対価も払わず見ているだけでいい」

「……すでにご存じでしたか。申し訳ありません」

「いいや、いいよ。そういった気を回すのが君の仕事だからね」

　そう言って理事長は笑顔を浮かべた。
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　翌朝。光波剣科ルーメンの敷地内にある大掲示板の前には生徒たちが集まっていた。

　そこに張り出されている大きな紙を見て、何事か話し合っていた。

　その内容は、神剣刀争ベルム・ラミナ本戦、二戦目の対戦表だ。神剣刀争の対戦表は事前にすべて発表されているわけではない。

　戦う直前に次の相手が発表されるのだ。

　武たけ琉るはその掲示板に近づきながら、隣にいる咲さく耶やに尋ねた。

「なあ、神剣刀争って毎回こういう形式なのか？」

　咲耶は黒髪をなびかせながら言う。

「いいえ。毎年違うわ。ただ、事前に対戦相手に工作をされないためにか、今日みたいに直前に発表されることはわりと多いの」

「なるほど、な」

「でも、そんなのはわたしたちには関係ない」

「……そうだな。ただ、勝てばいい。最後まで勝てばそれでいい」

　そう言うと咲さく耶やは堂々と胸を張り、強い瞳で掲示板を見ながら進んでいく。

　その横を武たけ琉るが不敵な笑みを浮かべながら歩く。

　すると、二人に気づいた周囲が息を吞のんでいた。すぐにざざざと掲示板前にできていた人垣が割れる。

　二人の行く手を一瞬でも邪魔しないとでもいうかのように、素早く道ができた。

　その道を誰にも邪魔されることなく二人のヤマト人は歩いていく。

　咲耶が武琉に向かって呟つぶやく。

「わたしは、大丈夫。《神域封剣レグナーレ》使いは毎年最後までぶつからないから。武琉も、《神域封剣》使い相手じゃなければいいんだけど……」

　掲示板の前までたどり着いた。

　そこに記されていた対戦相手は。

　咲耶は地竜剣科ソルの三年生。ジャン・マルク・ジャブイユという生徒だ。

　それは何の問題もない。

　問題は武琉側だった。

　闇黒剣科ノワール一年──レナード・ルクレール。

　その名前を見た瞬間、ゾワッとした感覚が身体の中に走った。

　咲耶が焦ったような声を出す。

「た、武琉っ……。まさか、《神域封剣》使いが相手なんて……。しかも、あのレナード……」

　ギリ、と歯をかむ音。

　不安げに黒曜石オブシデイアンの瞳が揺れる。

　武琉は咲耶の肩に手を乗せた。

「大丈夫だ」

　それどころか、わくわくしてくる。

　胸の高鳴りが消せない。まさかすぐ戦えることになるなんて、想像していなかった。

　なんと嬉うれしいサプライズか。

　ヤマトのために最後まで勝ち上がる必要がある。ということは、どうせいずれ《神域封剣》使いにぶつかるのだ。

　ならば早くても何の問題もない。

　楽しさすら覚える。

　そう思って武たけ琉るは獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

　咲さく耶やは武琉の表情を見て、ふふ、と小さく笑いをもらす。

　そんなとき、小さく言葉が投げられた。

「頑張って」

　と。

　武琉と咲耶が、声のしたほうを向いた。

　そこには武琉と咲耶を囲むように人垣ができていた。

　人垣の中には、神剣刀争ベルム・ラミナの予選で見知った顔もたくさんある。

「負けるなよ。お前は予選を勝ち抜いた、うちの学科の代表なんだからな」

　そう言ったのは、予選で武琉が攻撃をひたすら回避し続けた少年だった。

　続いて、同じ顔をした双子が武琉を見た。横で咲耶が「二年のツインズシルフ。ブリンカー姉妹よ」と言った。

　片方がもう片方の肩をたたく。

「ほら、お姉ちゃん。来たよ。頑張って」

「う、うん。……あ、あのっ……！　お、応援してますっ」

「ということなのさー。頑張ってね。コーハイ。わたしも応援してるから。ほら、うちの学科って弱小学科じゃん？　だから、ここで君に勝って欲しい。ここにいるみんな、きっとそう思ってるよ」

　妹が快活な、姉は恥ずかしそうな表情を浮かべていた。

「……なんかわたしより武琉のほうが、応援されてるわね」

　咲耶は半眼になってそう言った。しかしそれからすぐに笑う。

「冗談。冗談よ、武琉、あなたは、ここの人たちすべてに勝って本戦の出場権を得た。それは、《神域封剣レグナーレ》を持っているから出場するわたしよりも、とっても身近なの。ここにいるみんな、あなたを応援しているのよ」

　言われて周囲を見渡すと、武琉に向かって手を振ったり親指を立てたりしている生徒たちが見える。

「応援してる」「頑張って」「俺に勝ったんだから負けるなよ」「俺たちの分も頼んだぞ」

　彼らはそんなふうに声をかけてくれた。
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　神霊浮遊都市エーテル・フロート内、ネオリカ領。

　地下に広がる大きな空間があった。

　そこは表からは決して見えず、その存在を決して他国に知られないように厳重な警戒を敷かれていた。

　加えて遺失物アーティファクトによる隠蔽用の結界すら、張られている。

　レナードはそこで氷のように冷たい表情を浮かべ、ただ佇たたずんでいた。

　足下はむき出しの土。

　いかに床を用意したところで、すぐにえぐれてしまうのだ。

「ガァッ！」

　叫び声をあげながら、突進してくる少年が二人いた。赤みがかった茶髪と、くすんだ金髪の少年──ネオリカ人の生徒たちだ。武器は両手持ちの大剣型《偽剣レプリカ》。

　彼らは、明らかに様子がおかしかった。

　鬼気迫る表情。異常に充血した目。喉をすりつぶすかのように張り上げられた怒声。

　茶髪の生徒が正面から向かってくる。技術も思考もない。しかし、圧力だけは膨大だ。

「──オォォッ！」

　レナードはわずかに下がって回避。正面からの一撃で地面が爆発し、大きくえぐられる。

　後ろで見ていた金髪の男子生徒もレナードに剣を向けてきた。一番最初に突撃してきた茶髪の男子生徒を巻き込むように後ろから剣波を放つ。

　レナードが跳躍してそれを避ける。茶髪の男子生徒は剣波をもろに受けた。

　しかし彼らは同士討ちしたことも気にせず、レナードに向かってくる。

　レナードは額をおさえながら、息をはいた。

「……思考が足りなすぎる」

　二人の生徒が同時に飛びかかってくる。上下左右前後から激しい斬撃が襲いかかってきた。

　レナードはまったく危なげない。慌ててすらない。ただ当たり前のように、一撃としてかすらなかった。

　──あのヤマト人の攻撃とは比べるべくもないな。

　レナードは避け続けながら、戦闘を見守っている人物に声をかけた。

「そろそろ、よろしいでしょうか？　国防長官補佐官」

「ああ。だいたいわかった。終わらせてくれ」

「はい」

　レナードが両手に持っていた双剣を構える。右手に持つのが陽ひ喰はみ《スコル》。左手に持つのは月つく喰はみ《ハティ》だ。一対の双剣は、黒く不気味な光を放っている。それらはラナダが所有していた《神域封剣レグナーレ》だ。

　その一対の双剣が、ただ一度ずつ振られる。

　一撃一撃が正確に、男子生徒たちの持つ二本の大剣型《偽剣》に向かって叩たたき込まれる。

　二本の大剣型《偽剣》はばきんと大きな音を立て、砕けた。

　粉々になった剣の破片が、はらはらと床に落ちた。

　同時に二人の男子生徒は憑つき物ものが落ちたように、凶暴になっていた表情がなりを潜める。かと思うと、そのまま身体から力が抜けたようで、むき出しの地面に崩れ落ちた。

　それを見て国防長官補佐官は元俳優らしい端正な顔立ちに満足そうな笑みを刻む。

「よし、これで実験は終了だね。どうだったかな。レナード」

「彼らにいったい何があったのです？　以前とは別人のように強かった。確かネオリカの第三位、アルベルトでしたか？　おそらく、彼よりも」

「いいや。アルベルトくんは今は実家に帰されてしまったよ。しかし、そこまで強くなったと言ってもらえば、彼らも喜ぶだろう」

　足下に倒れている二人の生徒を見ながら国防長官補佐官は告げる。

「レナード。彼らの《偽剣レプリカ》、何階位だと思った？」

「七、いや、それを越えていた気すらします。八くらいはありますね」

「いいや、第三階位だ」

　第三階位だというそのセリフを聞いた瞬間、レナードは過去取り押さえた男のことを思い出した。

　過去に第三階位の《偽剣》を持った男が、暴走したことがあった。あのときは一切制御ができていなかった。そんな武器を使いながら暴走した生徒は対戦相手を殺害した。そして、その後は周囲に対する無差別の攻撃を開始していた。

「……ああ、やはりこれはあのときの。いったいどういった原理なのです？」

「この剣の中に、我々が神と呼ぶ存在が入っているのは知っているね？　私たちはその力を借りている。しかし、数％しか引き出せていない。ならば、その引き出す割合を増やしたら、強くなるのは自明の理だろう」

「……なるほど。しかしそんな簡単に引き出せるものですか？」

「いいや。かなり大変だね。意図的に《偽剣》を暴走状態にさせ、神の力を人の中に入り込ませているんだよ」

　それは本来人が操れる量を超えて使わせているということに他ならない。

「危険では？」

「調整しているよ。今確認されているデメリットとしては、数分しかもたないこと。それと使用中の人格が不安定になるくらいかな。剣の中にある神の意志が、人の意識に強く働きかけているせいだと、研究者は言っている。ああ、もちろん戦闘が終わり暴走を解除すれば、副作用は消える」

「ならば、もっと上の階位の武器を使えば、よろしいのではないですか？」

「それ以上の階位の武器の暴走は危険すぎる。剣の意志が強すぎて、使用者が壊れてしまう。ネオリカは国民想おもいだからね。そんなことはさせられないよ」

　言ってから国防長官補佐官は肩をすくめた。

「しかし、さすがだね。レナード。第八階位に匹敵する武器を持つ生徒を、二名も同時に、しかもこんなに簡単に倒すとは」

　手を叩たたきながら、明るい声で賞賛する国防長官補佐官に、レナードは氷のような声で答えた。

「ありがとうございます」

「これからもその力を我が国のために役立ててほしい。──君の国のためにもね」

「もちろんです」

　言葉ではそう言いながら、レナードは波立つ心を抑える。

　今自分はこの男の言うことを聞くしかないと。何をさせられても従うしかない。

　ラナダ国民のために。

　それがレナードの償いだ。

　あれが最後の分岐点だった。

　決して負けてはいけない戦いだったのに。

　今でも思い出す度に心が揺れる。

　オリヴィアと戦ったときのことを。

　膝に力が入らなくなり立ち上がれなくなったときのことを。

　ラナダ王国が属国となったときのことを。

　後悔してもしきれない。

　そのせいで、父、母、妹、何よりも国民にどれほどの迷惑をかけたことか。

　だからこれ以上迷惑はかけられない。

　レナードがネオリカの役に立つから、ラナダは最低限の自治権を確保している。

　ゆえにレナードはネオリカにとって有用であり続けなければならない。

　今までも、そしてこれからも。

　そこにレナードの感情を挟む必要はない。

　ただ機械のように淡々と動けばいい。

　自分たちを陥れたネオリカ人のいいように使われる悔しさなど、どうということはない。

　心の奥底に沈めて固める。二度と浮かび上がってこないように。

　思考の水底にそれが沈殿し心が澱よどんでいくような感覚がする。

　だけど、それがどうした？

　自分が犯した罪に比べたら些さ細さいなことでしかない。

　そんなレナードの考えを遮るように、国防長官補佐官の声が投げられた。

「ああ。そうだ。レナード。君の次の対戦相手は、如月きさらぎ武たけ琉るにすることができた。君が勝った時点で、ヤマトはおしまいだ」

　言って、そういう運びになった理屈を説明してくる。国連に働きかけたこと、情報を遮断しリークし都合よく他国を動かしたこと。

　不愉快だった。

　──ああ、また、こいつらはラナダにしたことと同じことをしたのか。

　その想おもいも心の奥に沈める。

　ヤマト。それは弱小なのに、未いまだどこの属国にもなっていない国だ。ラナダはネオリカに吸収されてしまったというのに。

　悔しさに似た気持ちが心の中に浮き上がる。

　それとも嫉妬だろうか？

　こんなことに巻き込まれたことを哀れだと想う気持ち。そして、未だに生き残っていることを羨うらやむ気持ち。その二つが心の中で混ざり合う。

　今は考えるべきではない。

　そんなことを考えても何にもならない。

　思考を捨て、ただラナダのためにあればいい。

　リーダーシップをとり善政を敷いていた父。

　いつも笑顔を絶やさず国民に愛されていた母。

　頼りないが心根の優しい妹。

　そして、そんな自分たちを愛してくれた国民たち。

　レナードは彼らのことを思い出していた。






│四章│心を閉ざした銀の貴公子






　神剣刀争ベルム・ラミナ二戦目、レナードとの対戦当日。

　この日まで、武たけ琉るは咲さく耶やの修行に付き合ってきた。

　そして、待ちに待った日がやってきたのだ。

　武琉は朝にしては暑い日差しを受けながら、咲耶とともに街を歩いていた。

　試合会場となる場所へと向かっているのだ。

　ノエルはゲルツの寮から直接、自分の試合会場に向かっているらしい。アーニャはよい場所をとるために先に向かっている。そのため、武琉と咲耶の二人きりだった。

　二人はまだ店の閉まっている中央街を歩く。

　神剣刀争の一戦目、二戦目は消化試合のようなものなのか、別々の闘技場コロツセオで同時に試合が行われていた。

　そのため、試合には各学科にある広い闘技場が使用される。

　分かれ道に差し掛かったとき、咲耶が武琉に向かって口を開いた。

「わたしは、地竜剣科ソルの闘技場なの。武琉は、確か闇黒剣科ノワールよね？」

　武琉は張り紙に書いてあった試合会場を思い出しながら頷うなずく。

　すると咲耶は心配そうに武琉の顔を下から覗のぞきこんできた。

「武琉、場所はわかるかしら？　ついていったほうがいい？」

「大丈夫。わかるよ」

　咲耶は小さな顔でこくりと頷く。

「じゃあ、ここで一旦お別れね」

「おう」

「こっちは、はやく終わらせるわ。終わったらすぐ応援に行くからね」

「どうかな。こっちのがはやく終わるかもしれないぜ？」

　武琉が冗談めかして言うと、咲耶が目を丸くした。

「あのレナード相手に？」

「そう。レナード相手に」

　咲耶が、ふふ、と笑う。

「そうね。期待しているわ」

「じゃあ、負けるなよ。咲耶」

　言って拳を突き出す。すると咲耶がこつんと小さな拳を当ててきた。

「武琉こそ」

　その言葉を最後に二人は別々の試合会場へと向かって歩き出す。

　武たけ琉るは、胸の中で、暑い日差しよりも熱い何かが燃えているような感覚がした。




『光波剣科ルーメン、一学年っ！　如月きさらぎ武琉選手の入場でーす！』

　元気のよい声が闘技場コロツセオ中に響きわたる。一戦目を実況していた女生徒だ。

　武琉はゆっくりと歩を進め、中央へと向かっていく。

　一回戦と同じ、古代ローマのコロッセオのような場所だ。

　さらに様々な箇所に巨大なモニタが設置してあり、中央の武琉を映している。

　なんだか自分が映っているモニタがいくつもあって、おかしな気分だ。

　観客は一戦目とは比較にならないほどに多い。

　二戦目だから、というのもあるのだろう。しかし、おそらくは《神域封剣レグナーレ》使いであるレナードを見たくて集まっているはずだ。

『彼は存在しないはずの、二人目のヤマトの剣士！　風魔剣科ヴイント上位のノエル・リーヴェン選手を倒し、同学科上位の黒き雷光シユバルツブリツツゾルタン・マン選手まで倒してしまった！　いったい、彼の快進撃はどこまで続くのかあっ！』

　武琉の紹介がされると会場の一部がわああっと沸いた。見れば武琉と同じクラスの生徒たちが歓声をあげている。周囲には同学科である光波剣科の人々もいた。

『さらに倒し方も尋常じゃない！　ノエル・リーヴェン選手は素手で！　ゾルタン・マン選手は、彼を上回る速さで倒された！　音速よりも速い彼を、誰もが気づかないうちに吹き飛ばしたっ！　いったいどれほどの力を持っているのか！　その力に期待したい！　しかし今日の相手は《神域封剣》使いのレナード選手っ！　さてどうなるのか！』

　実況の女子がさらに大きな声を出す。

『《偽剣レプリカ》で《神域封剣》を倒した前例は、この学園の長い歴史の中でも──いや、この世界で一度も起きていない奇跡！　我々はその奇跡を今日見ることができるのか!?　続いて、レナード・ルクレール選手の入場です！』

　その声と同時にきゃああああああという黄色い声が会場内で破裂する。

　反対側の通路から、銀髪の貴公子がしっかりとした足取りで歩いてきた。

　青い瞳でどこか遠くを見ているような印象。美しい顔にはただただ冷たい表情が浮かんでいた。

　その腰には一対の《神域封剣》が差されている。

『レナード・ルクレール選手の《神域封剣》、陽ひ喰はみ《スコル》、月つく喰はみ《ハティ》！　抜かれてもいないのに、この圧力！　ここまで圧倒されるっ！』

　観客席から「レナード様ー！　こっち向いてー！」という声が飛んできた。武琉がそちらを見ると、銀の長髪の集団がいた。よく見ればその髪のクオリティは様々で、彼女たちがウィッグをつけているということが見てわかる。












　なぜレナードの格好をしているのか、武たけ琉るにはよくわからなかった。

　ともかく、レナードに扮ふんした女生徒の一団がきゃあきゃあ騒いでいた。だが、レナードはそちらを見向きもしない。

『感情の読めない神秘的な態度は、まさに如月きさらぎ武琉選手とは対極的だあ！』

　そういった言葉を実況が叫んでいる。聞いているうちに、レナードも闘技場コロツセオの中央付近に立つ。

　武琉は彼のほうに向かって歩いていく。

「よお。レナード。早速ぶつかることになったな。嬉うれしいぜ」

　武琉が言うと、つれない言葉が返ってくる。

「こちらにはどうでもいいことだ」

「だとしても俺は嬉しいね。おまえと戦えることが楽しみで仕方ない」

「理解できないな」

　冷たい目で言うレナードを見て、武琉はちょっとした悪戯いたずら心を刺激された。

「ほれ」

　そう言って手を差し出す。レナードは反応しない。

　武琉はイタズラっけのある笑みを浮かべながら口を開く。

「握手だよ、握手。試合前のな。ほら」

　レナードはそれを完全に無視した。視線も武たけ琉るを向いていない。

　だから武琉はそんなレナードの手を強引に摑つかんだ。

『これは珍しい！　レナード選手が試合前に握手をしている！　させられている!?　もしかしたらこれを機に友情でも芽生えたりとかするかもしれません！』

　武琉が口元に笑みを浮かべ、思い切り手を握る。

　ぎゅううと握りつぶすほどに力をこめた。

　レナードはこちらを見ないまま、面倒そうに握り返してきた。

　すると、武琉の手のひらに強い痛み。

「──っ！」

　そのまま腕をひねられ、バランスを崩される。

　どすん。

　気づけば武琉は堅い石床の上に倒されていた。

　──こんにゃろう。

　武琉は起き上がりながら、レナードの横顔を睨にらみつける。

『違ったー！　友情なんかじゃない！　試合前のぶつかりあいだー！　レナード選手らしからぬ反応だー！　一応それ禁止なんでー！　気をつけてくださーい！』

　武琉はパンパンと身体を叩たたいてホコリを払った。試合開始位置へと戻っていく。

　そこからレナードを見る。

「……いいね」

　武琉の目にはそれ以外何も入らない。周囲の観客も、歓声も、実況も、そのすべてがどこか遠い出来事にすら感じられる。

　武琉はまず、黒竜のからみつく日本刀を出そうとした。祖父から受け取ったあの武器を。

　オリヴィアの隕いん石せきを切り裂き、アルベルトと戦ったときに手にしたカタナを。

　しかし、何も起こらない。

　──やっぱりか。

　以前アレが現れたときは、出せる、という確信があった。だがその確信はあのとき以来一度も訪れていない。強敵であるレナードの前に立てばあるいは……とも思ったのだが、だめだったようだ。

　武琉は気を取り直し、無骨な黒剣を鞘さやから抜く。第八階位、特定封印武装《グラウィス》だ。鞘を無造作に、石床の外へと放り投げた。鞘がガランと大きな音を立てて落ちる。

『あれが、武琉選手の持っている謎の武器っ！　銘は《グラウィス》で登録されています！　いったいそれが何なのか、一戦目から見ているわたしにもわかりませんっ！　しかし、上位の《偽剣レプリカ》であることは間違いない！　その圧力も肌にビシビシ伝わってきますっ！　さあ、そろそろ防御結界を張ってください！』

　言うと、観客席の一番前にいた生徒たちがそれぞれの《偽剣レプリカ》を抜いた。ごう、と、音がした。いくつもの強い力の波動が観客席を覆っていく。彼らも一人一人が相当の実力者のようだ。

　これは《神域封剣レグナーレ》使いが戦うときに使用されるものであり、観客が余波に巻き込まれないための措置だ。

　レナードが一対の黒い武器を──抜いた。

　まず息が詰まった。

　次に目が吸い寄せられた。肌が痛い。ただその武器と同じ空間にいるだけで、息が荒くなる。

　ごくり──武たけ琉るは、気づかないうちに唾を飲み込んでいた。

　結界越しだからか、生徒たちは平然とした表情のままだ。

　しかし武流は、それほど落ち着いていられない。

　これは緊張か、それとも恐怖か？

　そんな感情を刺激される。

　だからこそ──楽しい。

　武琉が口元に笑みを浮かべた。

『さて、両者、準備が整ったようなので、そろそろ試合を開始したいと思います！』

　武琉は《グラウィス》を両手で構える。

　レナードが少し身体を沈み込ませたのが見えた。

『それでは、試合、開始────ッ！』

　直後。武琉は地を蹴り、レナードの眼前に迫った。

　大きく振り上げた《グラウィス》を叩たたきつける。

　当然のごとく回避される。石床が爆はぜ、無数の破片が舞い上がる。レナードは足場を砕かれバランスを崩す。

「──オラァッ！」

　その隙に武琉は叫びながら《グラウィス》で上から一撃。レナードにそれを《神域封剣》で受け止められる。しかし威力を完全に殺されていない。

「────ッッッ！」

　レナードの足元の石床が大きく割れる。レナードが後ろに跳ぶ。

　実況の女子が叫ぶ。

『なんという威力ッ！　なんという破壊力ッ！　押されている!?　これはおそらく誰も予想だにしない展開！　このわたしも予想してませんでした！　すみませんっ！　これはヤマトの《偽剣》使いは《神域封剣》使いに通用してしまうのか！　それがこれからのスタンダードか！　もしそうなってしまえば世界の法則が乱れてしまううう！』

　──いける！

　そう思って武たけ琉るはすぐに地を蹴った。追撃だ。立ち止まったレナードに向かって、巨大な剣で激しい連撃を加えていく。まるで爆発のような音と衝撃が連続で鳴り響く。

『すごいすごいすごい！　目にも止まらぬ連続攻撃ッ！　何度放っているかすらわかりません！　しかしレナード選手も防いでいる様子だぁ！　それでも如月きさらぎ選手が優勢、優勢、優勢ィッ！』

　武琉がもう一度斬りつけようと大きく振りかぶった瞬間。

「防御が甘いな」

　腹部に強い痛みが走った。レナードの陽ひ喰はみ《スコル》が直撃していた。

「──かはっ」

　突き上げるような一撃に武琉の身体が浮く。そこに月つく喰はみ《ハティ》での追撃。

　武琉の身体がくの字に折れて後ろに吹き飛んでいく。

「んっ──！」

　無様に石床の上を転がった。ホコリが舞い上がっている。

『レナード選手の正確な反撃！　やはり《神域封剣レグナーレ》使いは伊だ達てじゃないっ！　しかし如月選手すぐに立ち上がったぁ！』

　武琉は立ち上がりながら笑う。

「うはは。すげえ。痛い。痛いな。うん、痛い」

　確かめるように武琉は口にする。レナードが眉をひそめてきた。

　レナードは一度離れると、興味を引かれたような声で尋ねてきた。

「なぜ、笑う。……これは戦いだ」

「──楽しいからさ」

「……ほう？　どうして」

「楽しいってのは理屈じゃないだろ。おまえが強くて嬉うれしいよ」

　得心したようなレナードの声。

「まさか君は私に勝てると思っているのか？」

「ああ、思っているね」

　武琉が愉たのしげに笑いながら言うと、レナードは不愉快そうに言う。

「だったら、どうあがいてもできないことがあると教えてあげよう」

　レナードが再び武流に向かってくる。

　陽喰《スコル》と月喰《ハティ》は抜群のコンビネーションでまるで二匹の狼おおかみのように追い詰めてくる。見えていても回避できない軌道で跳ねてきた。

「んぐっ！」

　顎を突き上げられる。持ち上がりそうになる身体を、気合いで踏ん張る。

「それにしても、よく耐える」

『さすが《神域封剣レグナーレ》使いっ！　氷の貴公子レナード・ルクレール！　如月きさらぎ選手何もできないっ！　このまま倒れてしまうのかーっ！』

　──いや、違う。

《神域封剣》使いだからじゃない。

　レナードの剣技は恐ろしく完成度が高い。その動きのすべてが理にかなっている。だから見えていてもかわせない。太刀筋一つ、足運び一つ、すべてが非常にレベルの高い技術だ。

　彼は、彼が磨き上げたすべてで構築されている。

「はっ──。すげえよ。ほんとに」

　武たけ琉るは何度も殴られながら、レナードに向かって感嘆の声をあげる。

　気に触ったのか、レナードが大きく叫んだ。

「何を、笑っているっ！」

　その言葉とともに重すぎる一撃。

　武琉は足で踏ん張りきれずに後ろに転がった。

　石床の冷たい感触を背中に感じる。

　倒れたままの武琉を見ながら、レナードは剣先を武琉の喉元に向けてきた。

　そして淡々とした口調で言う。

「なぜだかわからないが、どうやら私は君が気にくわないらしい。見ているだけで不愉快だ」

　倒れている武琉に向かって、叩たたきつけるような上からの攻撃。

　武琉は身をひねって回避。石床が大きくひび割れる。

　よけた勢いで立ち上がった武琉は口を開く。

「あぶねえ。──嫌われちまったか。それは残念」

　言ってからレナードに目を向ける。視線が、絡み合う。

「だけどようやくオレを見たな」

　不可解そうに眉をひそめてきた。

「……何を言っている？」

「妙な嬉うれしさすら感じるよ。おまえはずっとオレを見ていなかったからな。もうちょい目の前を見たほうがいいぜ？　──っと、やべえっ！」

　話す武流の喉元を月つく喰はみ《ハティ》がかすめる。

「──その、うるさい口を閉じろ」

　一層激しくなった攻撃を、武琉はひたすら大剣型偽剣レプリカ《グラウィス》を使って受け続けた。




　──この男は不愉快だ。なぜ、こんなにも気にくわない？

　レナードは自らの心に問いかけてみるが、その答えは返ってこない。

　ただ目の前にいる黒髪の男を見ていると落ち着かない。胸がざわつく。

　胸の内の攻撃的な気持ちが出口を求めて荒れ狂う。

　負けるはずのない戦いだ。

　だというのに、何をされたわけでもないのに、会話をかわすだけで苛いら立だつ。

「君に笑っている余裕などあるのか。ヤマト人」

　レナードが皮肉っぽく言うと武たけ琉るが返してきた。

「どういうことだ？」

「君がここで敗れればヤマトは滅亡なのだろう？」

　言うと、武琉の目が強い意志を宿し、レナードを睨にらみつけてくる。

　やはり気にくわない。

「ああ、そうらしいな」

　武琉が大振りに剣を振り下ろす。風がレナードの前髪を強くなびかせる。

「らしいな、などど、他人事か」

「他人事じゃないさ。だけど、それとこれとは別のことだ」

　そううそぶく武琉を見て、レナードの心が揺れた。

「君は責任を感じないのか……！」

　自分の敗北で一国が消えようとしているのに。

　この男は決して許せない。その生き様はレナードが否定しなければいけないものだ。

　国のことなどどうでもいいとばかりに、楽しんでいるようにすら見える。

　それに腹が立つ。

　レナードの《神域封剣レグナーレ》を握る手に力が入る。斬撃が強く鋭くなっていく。

　斬り合いを続けながら、武琉が呟つぶやいた。

「じゃあ、逆に聞くが、責任を負ったら辛つらそうな顔しなきゃいけねーのかよ」

「なんだと」

　目の前が熱くなったような感覚がした。

「辛いんです、痛いんです、でも頑張ってます、ってな」

「私はそんな顔など、していないっ！」

「……誰もおまえのことだなんて、言ってないだろ」

　武琉が呆あきれたような声こわ音ねで言う。それに対して、つい鋭い声を出してしまう。

「うるさいっ！」

　レナードはヤマトにも一言では言えない感情を抱いている。ラナダは吸収されてしまったというのに、ラナダより弱いはずのヤマトは未いまだ残っている。

　それは羨望なのか、それとも逆恨みに近い感情なのか。

「君は、ヤマトのために戦っているのではないのか！　自分のために、戦っているだけなんじゃないのか!?」

「両方だよ」

　──この、男ッ！

「そんなことが許されるはずがない！」

　思い切り《神域封剣レグナーレ》を叩たたきつけると、武たけ琉るがこらえきれないとばかりに後ろに吹き飛んでいった。

「許されるさ」

　レナードが強く真剣な目で武琉を睨にらむ。

　その答えが無性に悔しかった。

　悔しい？　なぜ悔しいのか。わからない。

　──本当に？

「両方失って惨めに潰れるだけだっ！」

　終わらせるつもりで放ったレナードの渾こん身しんの一撃。

　武琉はそれをいなした。

「っ!?」

　──まさか、私の攻撃が？

　先ほどまで反応すらできなかったのに。

　手加減でもしていたのか？

　いいや、それより信じられないのは──。

「なぜ、《偽剣レプリカ》でそこまでもつのだっ……！」

　レナードは気を引き締める。この男は気にくわない。

　本当に心底気にくわないが、尋常の敵ではない。

　油断しているつもりはなかった。だというのに、こんなにも時間がかかってしまっている。

　この男は不確定因子イレギュラーだ。

　誰にも計算できない予測不能の存在。

《偽剣》でここまで粘るなど誰が予想したというのか。

「──っ」

　ぎり、とレナードが歯がみする。

　こんな、国か自分かすら選べない男が。

　これほどまでに強いことが納得できない。

「君には負けたくない……！」

　言って、両手の《神域封剣レグナーレ》で連撃を放つ。

「だったら負かしてみろよ」

　いつの間にか、レナードの攻撃の多くが防がれていく。

　──まさか、成長しているのか？

　いや、それこそまさかだ。

　人はこんな勢いで伸びるものじゃない。

　もし今この戦いの中で成長しているのだとするならば、これは異常だ。

　レナードの振るった剣が、武たけ琉るに弾かれる。

　今この瞬間にも、レナードの振るう剣技が学ばれている気すらする。

　レナードの攻撃が半分も当たらなくなる。

　余裕を以って防御できていたはずの武琉の攻撃が髪をかすめた。

　それはどこかレナードの攻撃にも似ている。

　大剣を使うのに最適な動きではない。それは双剣の太刀筋だ。大剣を使うならば、そんなものを練習する必要などない。

　やはり、この男──！

　レナードはどこか遠く懐かしい感覚を味わう。

　いつか、昔──。

　昔に見たことがあるような気がした。

「如月きさらぎ、武琉。おまえ、戦った経験は？　どこで？　いつからだっ！」

「ここで、ほんの二、三週間前だよ」

　武琉は何気なくそんなことを言った。

　レナードの背筋に震えが走る。

　それが、もしそれが本当だと言うのならば。

　この男は、ほとんど実戦を経験していないのに、これほどまでにっ……！

　であるならば、強者との戦いもほぼゼロのはずだ。

　このポテンシャルなら、アルベルトやノエルなどは敵にすらならない。

　何の技術も技法もなく、腕を振り回すような子供の喧けん嘩かの仕方だったとしても、圧勝してしまうだろう。

　そんなものが大した経験になるはずがない。

　それほどまでに実戦経験が不足している。

　だからこそ、今、信じられない速度で経験が積まれている。

「くっ！」

　レナードの思考に焦りが生まれた。

　武たけ琉るは今、一秒ごとに強くなっていっている。

　──その感覚には覚えがある。

　それはレナードが初めて《偽剣レプリカ》を使ったときの、感覚。

　あのときはすべてが楽しくて、楽しくて、仕方がなかった。

　目に映るものが、手に伝わる感覚が、何もかもが新鮮だったのだ。

　手の感覚、筋肉の動き、剣気の込め方、それが直接頭に叩たたき込まれていった。それは恐ろしいまでの速度で身体の隅々に染みこんでいった。

　ああ。

　そうか。

　なるほど──、とレナードは思った。

　痛みすら楽しい。打ちのめされることすら楽しい。その感覚は自分にも覚えがあった。

　この男は、楽しんでいるからこそ、ここまで強い。尋常ではない速度ですべてを吸収していく。

　だからこそ否定したかった。

　武琉を肯定すれば、自分が否定されてしまうような気がしたから。楽しみを否定し、ただ淡々と責務を果たす自分の行動が、無意味だったように思えてしまうから。

　つまりレナードは羨ましかったのだ。

　楽しそうに剣を振る武琉が。

　辛つらい境遇にも屈することなく戦う武琉が羨ましかったのだ。

　願わくば、自分も彼と同じように──。

　そんなことすら、思ってしまった。

「行くぞ、如月きさらぎ武琉──！」

　武琉が楽しそうに笑みを浮かべる。

「はっ。ようやく名前で呼んでくれたな。レナード……！」

　二人の剣舞はさらに激しさを増していった。




　──兄様が、笑ってる？

　その様子を観客席で見ていたロザリンドは呆ぼう然ぜんとした表情で戦いを見ていた。

　オリヴィアに負けて以来、一度も笑わなかった兄様が。

　自分が何をしても笑ってくれなかった兄様が。

　すべての楽しみを忘れてしまったかのようだった兄様が。

　今戦いながら笑っている。

　そのことが信じられない。

　いいや、信じるしかない。だって今、目の前で起こっているのだから。

　──あの人の、おかげ？

　そう思ってロザリンドは武たけ琉るを見る。

　武琉は最初よりさらに愉たのしそうな笑いを浮かべながら、戦い続けている。

　戦いを楽しむような獰どう猛もうな、それでいて子供のような笑み。

　レナードに浮かんでいたのは、それと同じ種類の笑いだった。

　気づけばロザリンドは拳を握っていた。

　視界が滲にじむ。

　目からあふれる水滴を、指で拭った。

　この戦いは一瞬たりとも見逃してはいけない。

　ロザリンドはそう思った。




「やるな。如月きさらぎ武琉。だが、私は負けん」

　レナードは自然と獅し子しの笑みを浮かべていた。

　武琉も同じ笑みで返してくる。

「そう、こなくちゃな」

　二人が跳ねて交差する。石床が爆はぜ、剣がぶつかり火花が散る。

　レナードは胸のわだかまりが消えたような気分だった。

　身体が軽い。今まで以上に様々なものが見える。

　たとえば武琉の足運び。

　ここぞというタイミングで反撃を恐れず踏み込んでくる胆力。

　彼から手に入れられるものが、山ほどあった。

「世界が、開けた気分だよ。如月武琉」

「そりゃあ、よかったな」

　まだまだ学ぶべきものはたくさんあった。なのに、レナードは自分しか見ていなかったのだ。

「なるほど。確かににこのほうが、いい。体中に力がみなぎる感覚だ」

　レナードが言うと、武琉が得意そうに笑う。

「ああ。楽しいだろ？」

「ふっ！」

　レナードが踏み込んで一閃。武琉に大剣の腹で止められる。

　武琉に対抗するためレナードが新たな攻撃の筋道を思いつけば、すぐに武琉が対応してくる。

　そこにまたレナードが返す。

　気づけばそれは一瞬で理解できた。

　閉じられた場所から唐突に目の前が開け、世界がどこまでも広がっていく感覚。

「私は、まだまだ強くなれる──！」

　今このときも自分の技量が上がっている感覚がある。それは正面にいる武たけ琉るも同じで、剣の鋭さや判断の的確さが増している。

　お互いが常に一歩上を行く感覚。

　剣撃を回避できるようになると、レナードはさらに鋭く力強く剣をふるう。それをまた武流が超えていく。

「ははっ。いいね、レナード。こんなのは、初めてだ！」

　武琉の心底嬉うれしそうな声と表情。

「ああ、私もだ。私もだよ如月きさらぎ武琉ッ……！」

　おそらく、今の自分も武琉と同様の声になっているだろう。

　ずっと押し殺していた感覚が解放されていく。

　だけどこれは、悪くない。

「ああ。恐ろしいくらいだ」

「何がだよ」

「君とこのまま戦っていたら、私はどこまで行ってしまうのか──！　いったいどこまで強くなれてしまうのか！」

　いつまでも戦っていたい。

「礼を言おう、如月武琉。もしかしたら、君は私に会うためにここに来たのかもしれない。誰かが私のために用意してくれた、天の使いにも思える」

「はっ。そりゃ、おまえのほうだろう？　おまえはきっと、オレのためにいる」

　言葉の応酬とともに苛烈な剣舞が続く。

　永遠とも思えるような長い時間が過ぎていく。

　だが。

「くっ……」

　レナードが呻うめきをあげる。

　次第に武琉の手数が増えていく。レナードの攻撃が当たらなくなりだす。

　──本当に、この男はどこまでの才能を持っているというのか。

　純粋な剣術で渡り合えなくなっていく。武琉に突き放されていく感覚がする。

　──これ以上、この男についていけないというのか？

　だからレナードは呟つぶやいた。

「では、そろそろ終わらせようか。楽しかったよ。如月武琉。確か君はこれができないと聞いた」

　レナードが息を深く吸って口を開く。

「──覚め醒ざめろ。陽ひ喰はみ、月つく喰はみ──。剣気、解放──」




　──マジかよ。おい。レナード。

　そうだよな。そうだった。

　まだ、それがあった。

　武たけ琉るは歯を軋きしませながらそれを見ていた。

　背筋が凍るような感覚。

　心臓が摑つかまれ握り潰つぶされそうなほどの圧力。

　立っているだけで肌に霜が張りつき、身体からだすら氷結してしまいそうな圧迫感。

「はっ……。はは」

　氷像にされてしまうような、世界すら止まったような錯覚に、乾いた笑いが漏れた。

　レナードの存在感が膨れ上がる。

　双つの剣が薄い光を放つ。

　結界越しなのに、観客席にいる生徒たちが戸惑っている。

　レナードが青い目で武琉を見つめてくる。

「このゾクゾク感。たまんねー」

　呟つぶやいた武琉の声は少し震えていた。

「来いよ。レナード。早く来ないとオレから行っちゃうぜ」

　武琉が《グラウィス》を構えると、レナードは陽喰《スコル》を空へと掲げて呟いた。

「喰らえ、陽喰」

　世界から光が消えた。

「なっ、暗く、なった……？」

　空から降り注ぐ太陽の光の明るさが、わずかたりとも感じられない。

　なのに暗い光が周囲を照らし、レナードが見える。

「これは太陽を喰らう闇の《神域封剣レグナーレ》。太陽を喰い殺し、己の力へと変える……！」

　バヂバヂと黒い電流のようなものがその刀身に迸っている。

　連動するように、もう片方の剣も薄紫色の妖しい光を放つ。

「そして、月喰は黒い陽の光を受け、さらに鋭さを増す」

　陽喰《スコル》が振り上げられると、宙にきらめく何かが見えた。

　それは闇色をしたオーロラだった。

　膨れ上がり、ゆらゆらと揺れながら禍まが々まがしい光を放つ。

　それは武琉の逃げ場をすべてふさぎ、武琉の全身を覆うように迫ってきた。

「──暗黒極光剣ノワール・リユミエール」

　黒いオーロラが肌に触れる。何かが肌の上で爆発した。

「がっ!?」

　何度も、何度も、何度も、身体の表面で強く何かが爆裂する。

「ぐ、くっ!?」

　その攻撃が行われたのはほんの一瞬だった。しかし、とても長い時間だったようにも感じる。

「まだ耐えるか」

　声に賞賛の念がこもっていた。

　武たけ琉るはレナードに向かって一歩を踏み出す。

「はっ。こんなん、効く、かよ。──ッ!?」

　膝からかくんと力が抜けた。

　そんな武琉の様子を見て、レナードの視線が冷えたものへと変化する。

「君には感謝している。だから、そろそろ倒れてくれ。君を再起不能にしたくないんだ」

　そのセリフに腹が立った。怒りで歯を食いしばる。

「ざっけんな。ふざけんなよてめー……」

　武琉がレナードを強く睨にらみつけた。

「倒れてくれ？　再起不能にしたくない？　そんなもん、オレが嬉うれしいと思ってるのかよ」

　武琉が欲しい壁はそんなものではない。諦めず突き進んだとしても問答無用で武琉を阻んでくれるようなものだ。

　──途中で諦めたからできなかったなんて、なんか違うだろ。そんなの。

　レナードは武琉を見下ろしながら言う。

「嬉しくはないだろう。だけどそれは君の理屈だ」

「ああ？」

「君はそう思っていても、それを押し通す力がない。でも私は君を殺したくはないと思ってしまったんだ。君がそう思わせてくれた」

「ふざけんな。むかつくぜ。オレのためか？　そりゃあ勘違いだ。まったくもって嬉しくねーよ」

「勘違いじゃない。知っているよ。君がそれを望まないことは。だから私はこの力を持って、この意志を押し通すっ！　君が君の意志を押し通したいのならば、私以上の力を出してみろ！」

　レナードの陽ひ喰はみ《スコル》が黒く輝く。

　剣気解放後、レナードの身体を巡るエーテルの流れが変化していた。剣を握る手に集められているエーテルに何か違和感がある。

　武琉は強く《グラウィス》を握る。

　そのとき、何かが見えた気がした。か細い糸のような、今にも切れてしまいそうな線。

　レナードは闇色に染まった陽ひ喰はみ《スコル》をこちらに向けていた。

　危険なことは、わかる。だが、今はそんなことに意識を注いでいることなどできない。途切れそうな一本の線を必死でつなぐ。

　ただ自らの手と、握っている《グラウィス》を見る。目が血走る。

　手のひらから伝わる感触に全霊を注ぐ。

　脳の中からそれ以外すべてを抹消する。

　レナードが武たけ琉るに向かって剣を振るった。黒いオーロラが迫ってくる。

　それを武琉は認識すらしない。

　レナードが叫ぶ。

「防げ、如月きさらぎ武琉！　なぜ防御しない!?」

　肌に直接オーロラがふれ、爆発。首で、肩で、胸で、耳で、顔面で、いくつも爆発が起こっていく。

「武琉、防いでくれ！　降参してくれ！　死ぬ気か!?　私が殺したくないと言ったから、それで一矢でも報いたつもりなのか!?」

　爆発が収まった後、武琉はその場に立っていた。

　立ったまま、棒立ちになって何も見ていない。

　ただ、うつむいたままだ。

　実況の女子が叫ぶ。

『これは、如月選手どうしたのか！　気絶しているのか!?　動かない！　何も見えていないのか!?』

　武琉はただその場に立ったままだ。

『ほんの少し押しただけで、倒れそうな気すらします！』

　しばしの間。

『……これはＫＯでしょうか！　では、テンカウントをとって、レナード選手の勝ちを宣言したいと思います──！　それでは、一──！』

　実況の女子が数え始めたとき、かすれた声がした。

「……待てよ」

『二──、三──』

「だから、待てよ」

『こ、これは失礼しました……！　どうやら如月選手は、意識があったようです！』

　武琉はレナードを見て、呟つぶやいた。

「なるほど、な」

　レナードは警戒した目つきで武琉を見据える。

「だいたい、わかった」

　言って、武たけ琉るは《グラウィス》を持つ手を前に掲げる。

　手のひらが熱くなる。

　なんらかの力が、おそらくはエーテルが──この世界でそう呼ばれているものが、剣に向かって流れ込んでいく。

　剣が赤熱した。

《グラウィス》に赤い縁取りが現れ、刀身にいくつもの紋様が刻まれていく。

「なっ……」

　レナードの驚くような声。

　理わ解かる──。

　これは熱だ。

　触れるものすべてを燃やし尽くす煉れん獄ごくの熱さ。

　刀身が恐るべき熱量を発していく。

「こうか」

　こともなげに武琉が呟つぶやく。

　しかしその言葉とは裏腹。

　手から高揚感が駆け上ってくる。

　一瞬で全身がアツくなる。

　手が腕が胴体が心が、いいや、全身が燃えているようだった。

「まさか──、それほどの武器の剣気開放は、そう簡単にできることじゃない──！」

　レナードが叫んだ。

　そう叫ぶのも理解できる。

　今手に持つこの力は恐ろしいまでのものだ。

　熱を発して紅くれないに輝く、常識の埒らち外がいの大剣。

　それはこの手の中にあるだけで威圧感をまき散らす。

　使っている武琉自身ですら圧倒されるほど。

　ならば相対しているレナードはどのようなものだろう？

　しかし、ラナダの元王子は息をついてから口を開いた。

「いや、しかし、君なら可能性は──」

　レナードは左右に首を振った。

「いいや、違う。君なら、そうでなくてはならない」

　納得するように言ってから、レナードが双剣を構える。

「──いいだろう。本気の勝負だ」

　赤く輝く炎剣と、闇色に光る一対の刃が向かい合う。

「暗黒極光剣ノワール・リユミエール──！」

　黒い光の帯が迫る。

　武たけ琉るは赤い縁取りの入った《グラウィス》をふるった。

　黒い極光は苦もなく切り裂かれ、燃えた。炎がオーロラを包み込む。埃ほこり一つ塵ちり一つすら残さずオーロラが炎に焼かれ消滅する。

　レナードが武琉を見てきた。

「これでは効かないか──。ならばっ！」

　レナードは陽ひ喰はみ《スコル》と月つく喰はみ《ハティ》、二つの剣を重ね合わせる。ズゥゥォォォ──と低い音が響く。

　闇色をしたバスケットボールサイズの球体が生まれた。

「喰くらい尽くせ──。闇黒特異点オプス・スフエール」

　次々に球体が生まれてくる。

　その一つ一つが圧倒的な力を持っていることが、肌には伝わる。

　だけど、負ける気はしない。

　紋様の刻まれた《グラウィス》を以て武琉はそれと対たい峙じする。

「レナードッ！」

　叫んでレナードに向かって奔はしる。

「来い、如月きさらぎ武琉！」

　レナードの周囲に浮かんでいた闇色の球体が武琉に向かって飛んできた。

　剣を右に左に振りながら、それらを切り裂いてレナードの元まで駆け抜ける。

　何度も被弾する。が、武琉は止まらない。

　レナードの眼前までたどり着くと、銀髪の男は両手の双剣を以って防御する。

　武琉の《グラウィス》は双剣を弾はじき飛とばした。

　レナードは納得したかのように頷うなずき、諦めたかのように目をつむった。

「うおおおっ！」

　武琉の《グラウィス》がレナードの腹部に直撃。

「──か、はっ」

　背中を打ちつけ、石床をかち割り地面を削りながら、レナードが吹き飛んでいく。

　ずざざと音を立ててレナードが止まる。彼の身体から力が抜けた。

　宙を舞っていた陽喰《スコル》と月喰《ハティ》が地面に突き立つ。

　それを見て、武琉は何かの声が響いていることに気がついた。

『──か、まさかまさかまさかの展開！　こんなことがあり得るのか！　とんでもない番狂わせが起きました──！』

　それは実況の女子の声だ。

　驚いたような響きの含まれた声だ。同時に、観客席から武たけ流るの名前を呼ぶ歓声があがる。しかしそれらに応える余裕はない。

　今にも膝をついてしまいたいほどに、身体がボロボロだった。

　そしてさらに思う。

　この《グラウィス》の力にはまだ先があると。

　まだまだ引き出せていない力がある。

　さっきの剣気解放は、完全じゃない。

　武琉はそう理解していた。

『八──、九──、十──！　レナード選手、立ち上がれない！　こ、こ、これは、如月きさらぎ武琉選手の勝利です！』

　実況の女子が勝利を告げた後、結界が解けた。

　様々な叫びが聞こえた。

　喜ぶ声、レナード様がぁぁと叫ぶ声、その中で一つ耳に入る声があった。

「武琉、武琉、武琉ーっ！」

　いつの間にやってきていたのか、咲さく耶やが観客席にいた。彼女はきれいな黒髪を振り乱し、ほかの観客をかき分けこちらに向かってくる。跳躍。その勢いで飛び込んでくる。

「……咲耶」

　観客席から中央の石床に着地し、そのままこちらに駆け寄ってくる。

「すごいすごい。すごいわ武琉っ。わたしすぐに試合終わらせて、駆けつけて、応援してたんだよ。ずっと勝つって信じてたわ。でも、嬉うれしい。すごいよ」

　咲耶が飛びついてきた。

「わぷっ」

「すごいすごーい」

　そんなことを言う咲耶が、武琉の首に手を回した。ぶらさがるように抱きつかれる。

「……おう」

　咲耶のそんな咲耶の頭を撫なでてやると、ふにゃんと咲耶の身体から力が抜けた。

「…………おめでと」





　　　　　◆　◆　◆






　──よかった。よかったよ、兄様。

　栗くり色いろの髪をした少女が胸を押さえていた。

　安あん堵どの吐息をもらしたのは、観客席にいたロザリンドだ。

　兄が負けたことは悲しい。けれど、兄が解放されたことが嬉しかった。

　ロザリンドは今まで兄にのし掛かっていた重圧がどれほどか知っているから。

　兄は常に気を張っていた。気の休まるときなんかほとんどなかった。

　それが、今、解放された。

　こぼれる涙を指で拭う。

「──ありがとう。如月きさらぎ先輩」

　きっとこれから止まっていた兄の時間は動き出すだろう。今年は負けてしまったけれど、来年の神剣刀争ベルム・ラミナや別の大会でも、快進撃をしてくれるはずだ。

　噓うそ偽りなくそう思う。

　それくらいロザリンドは兄を信頼していた。

「──待っててね。兄様。すぐに追いついて、一緒にその重さを背負うから」

　こんなにも胸が温かい。

「──本当に、よかった」

　思わず呟つぶやいた瞬間、後ろから声が聞こえた。

「なにがよかったのかな？　ロザリンド・ルクレール」

　背筋に怖おぞ気けが走る。

　それは不吉な声だった。心臓が鷲わし摑づかみにされた感覚がした。

　振り返ると、そこにいたのは髪を後ろに撫なでつけた端正な顔立ちの男性だった。

　ネオリカの元俳優、そして現在は国防長官補佐官を務めている男。

　ジャスティン・ジェンキンズ。

　兄にいくつもの命令を押しつけていた男。

「レナード、彼のせいで今年のネオリカの威信は以前よりも落ちるだろう。彼が、二回戦などで負けたせいで。《神域封剣レグナーレ》持ちにもかかわらず、《偽剣レプリカ》使いに負けるなど、あってはならない。我が国は他を突き放しての一番でなければならないというのに。──それを君はよかったと言うのかな」

　ロザリンドは威圧されて息を吞のむ。

「っ……」

「《神域封剣》を持ちながら、《偽剣》使いに敗北。そんなレナードを他国は脅威と感じてくれるだろうか？　いいや、脅威だと思わないだろうね」

　ロザリンドの肌にじんわりと汗が浮かぶ。

「だ、だから、なんですか」

「そんな彼をこれ以上使う必要など、あると思うかい？」

　そのセリフは、レナードを切り捨てるという意味だった。

「っ……。で、でも、兄様は絶対、絶対に強い」

　国防長官補佐官が理解を示すように頷うなずく。

「ああ、それはわかる。でも、抑止力として弱くなるのさ。たとえば警察がただの犯罪者に敗北し、正面から戦って逃げられてしまった。そんなことが世界中に知られてしまったらどうなるかな。その実際の能力の高低を問わず、犯罪は頻発するだろう。だから彼はすげ替えなければならない」

「で、でも」

　国防長官補佐官は笑いながら言った。

「今はこちらが話しているんだ。ロザリンド。今のラナダ国民が平穏に暮らしているのは、レナードのおかげだということは、知っているね？」

　当然のことだ。

　元々ラナダは豊かな国だった。気候も穏やか、資源も豊富、国民も気のいい人間が多い。そういった国だった。

　しかし、ラナダがネオリカに敗北した後の状況はひどいものになった。

　国民はネオリカに搾取され疲弊し、以前のような生活を行うことができなくなった。苦しみにあえぐ国民を見て、レナードは自分を責めた。

　そして、レナードはネオリカに従うことを決めた。従うから、彼らを救ってくれという取引を持ちかけた。

　陽ひ喰はみ《スコル》月つく喰はみ《ハティ》という双剣型の《神域封剣レグナーレ》をうまく扱えるネオリカ人がいなかったこともあり、レナードとネオリカの契約は成立した。

　レナードは一人で国を、国民を、家族を守っていたのだ。

「つまり、彼が不要になれば、彼が守ってきたラナダは──わかるね？」

　ロザリンドは悔しさをかみ殺しつつ、頭を下げる。

「お願い、それだけはやめて──。やめて、ください──」

　国防長官補佐官があざ笑う。

「難しいだろうね。もうラナダはおしまいだろう。君の兄が大切にしていたものは、すべて失われる。辛うじて守っていた自治権すらもね」

　視界が暗くなった。胃が重たい。叫びたい。涙があふれそうだ。

　だけど、と国防長官補佐官はささやく。

「君の決断次第では、話が別だ」

　言われた意味がわからずロザリンドは顔を上げる。

「……え？」

「ラナダから受けるリターンが見合えばいい。つまりラナダからネオリカに、もっと強力な戦力を供給してくれればいい。だろう？」

「で、でも、そんなの……」

　誰もいない。ラナダでレナードに並ぶほど強い人物など一人としていないのだ。

　国防長官補佐官は言う。

「君だよ。君がそうなりさえすればいい」

　しかし。

　ロザリンドはそこまで強くはない。確かに才能はあると言われている。強いとも言われている。中等部でも一番の実力を持っている。

　だけどそれだけだ。

　兄にはまだ及ばない。

「君を強くする道具があるんだ。欲しいだろう？」

「……強くする、道具？」

　国防長官補佐官が脇に置いていた《偽剣レプリカ》を持つ。ネオリカの大剣型《偽剣》。その柄は白い布でぐるぐる巻きにされている。

「これは君の力をより引き出すための武器だ」

　それを見て、ロザリンドは息を飲んだ。

　似ていた。辻つじ斬ぎりの犯人が使っていた正体不明の剣に。しかし、あの剣とは比べるべくもないほどの威圧感を周囲にまき散らしている。

　その《偽剣》は不自然なまでに白かった。

　純白の美しい剣。しかし、嫌な感じがする。不吉が集められ凝縮され中に織り込まれているような。きっとあの白の下は、黒よりも闇よりも禍まが々まがしい何かが詰まっている。もしその中身を見たら発狂してしまうような。

　そんな感覚すら覚えさせる武器だった。

「さあ。持ちたまえ。これは、如月きさらぎ武たけ琉るが持つのと同じ、第八階位《偽剣》だ。さらに、限界までその力を引き出した《偽剣》でもある。これを持てば君はきっと彼より強くなれる」

「でも、それならあたし以外でも、いいんじゃ……」

「この武器は強力すぎてね──最低限君くらいの力がなければ持つことすらできない」

　国防長官補佐官は、その《偽剣》を慎重にロザリンドの隣へと置いた。白い布がほどかれていく。彼が《偽剣》に触れないように注意しているように見えた。

　持ちたくない。触りたくない。触れたくない。ここにいたくない。見たくない。近くにいるだけでも嫌だ。

「いいんだ。君がやらないならば。君の兄が悲しむことになるけれどね。君が兄や国よりも君自身を選ぶならば仕方ない。私は諦めよう。さあ、どちらを選ぶ？」

　そう言って国防長官補佐官が笑う。

　ロザリンドは彼に向かって吐き捨てる。

「あなた、最低」

　しかし国防長官補佐官は気にもとめないで言葉を返す。

「そうか。だが、子供に嫌われるのも大人の仕事だ」

　ロザリンドはその第八階位の白い《偽剣レプリカ》に手を伸ばす。

　ソレに触れた瞬間わかった。















　　　　これは、触ってはいけなかった。







　頭が痛い。

　思考が澱よどむ。

　視界が赤い。

　剣から暴力的で圧倒的な恐ろしい意志の塊が流れ込んでくる。

「がっ、あっ、は──」

　自分とは別の意志が身体の中で荒れ狂うような感覚。

　それが頭の中を傍若無人にかき回す。

　ロザリンドの意識のどこかにある、開けてはいけない場所。

「やめて。そこは、だめ。開いたら、だめ」

　頭の中が何か、異質な思考で満ちていく。

　悪意と狂気が解放されていく。

　嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。

　そこに国防長官補佐官が声を投げてくる。

「いいかい。君の邪魔をしたのは、如月きさらぎ武たけ琉るだ。彼が憎いだろう？　憎いはずだ。憎くなければならない。邪魔をするものはすべて敵だ」

　その言葉がぐるぐる頭の中で渦を巻く。頭にしみこんでいく。違う。元からあったんだ。自分の認めたくない意識が、解放されていく。

「ああ、あああああああああ、あああああああああああああああああああああ！」




　──なんだ、この感覚は!?

　レナードを倒したばかりの武琉は、弾かれるように観客席のほうを向く。

　咲さく耶やも同時にそちらを見て、険しい目をしていた。

「な、なによ。これ……」

　咲耶の身体が震え出す。うわごとのような声がもれる。

「なんなの……。なんなの、これ……。こんなの、《神域封剣レグナーレ》よりも……」

　そちらで何かが爆発したように見えた。観客席の一部が砕け散る。

　気がつけば、それは目の前にいた。

　白い髪の、幼い少女。

　いくつもの色の上から白を塗りたくったような印象だ。とても澱んだ白色。

　大剣型の純白色をした《偽剣レプリカ》を持っている。その《偽剣》は見るだけでおぞましさすら感じさせた。

　ロザリンドだ。

　栗くり色いろだった髪の色は白に変色し、身体からだに禍まが々まがしい威圧感をまとっている。

　剣気の余波なのか、彼女は何もしていないというのに足下の石片がカタカタと揺れている。

　咲さく耶やが震える身体を押さえつけるようにして、一歩踏み出し、口を開く。

「あなたは確かレナードの妹さん、よね……？」

「そうだよっ」

　その言葉に、武たけ琉るの背筋がぞくりとした。

　違った。

　口調は同じ。言い方も同じ。だけど何かが違う。彼女のことを武琉はそれほど知っているわけではない。でも絶対に違う。

　何かが、おかしい。

「でも、あれ……？　髪はそんな色だったかしら？　それに、その力は──」

「けど、ごめんね。あなたに用はないんだ。だから、消えて」

　言って、ロザリンドは純白の《偽剣レプリカ》を振った。

　絶対に当たらない、そして届かない距離。何かの剣気が放たれた様子すら、なかった。

　だというのに。

「──んぐっっ!?」












　咲さく耶やは声をあげて吹き飛んだ。地面に身体からだを打ちつけながら転がっていく。

　おそらく風圧だけで。

「咲耶!?」

「な、なん、なのよ……」

　咲耶が倒れたまま呻うめく。

「マジ、かよ……」

　武たけ琉るは《グラウィス》を握り、立ち向かおうとする。しかし、身体がぐらりと揺れた。レナードと戦った時のダメージが抜けていない。

「如月きさらぎ先輩」

「……なんだよ」

　ロザリンドは笑顔で口を開く。

「死んでください」

　心臓が冷えるような声。

「おまえは、本当にロザリンドなのか？」

　尋ねるが答えはない。剣から瘴しよう気きともいうべき邪悪な空気が放たれている。吸っているだけで気分が悪くなりそうだ。

　それが会場に充満していく。

　実況をしていた女子が額を押さえ、ぱたりと倒れたのが見えた。

　観客席にいる生徒たちも叫び声をあげて次々に倒れていく。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの観客席を見ながら、武琉が呟つぶやく。

「なん、だ、これは……。何が、起こってる？」

　咲耶が赤鞘さやを杖つえに立ち上がり、口を開く。

「剣の圧力だけで、この状況……。なんて、いう、圧力なの」

　倒れた生徒たちは寒さに震えるようにぶるぶると身体をひきつらせている。その中の一人が、吐血した。

「このままじゃ……っつぅ……」

　咲耶は腹部を押さえながら立ち上がる。

　そして武琉に向かって言った。

「生徒たちは、わたしが守るわ」

　咲耶は荒い息をつきながら、赤鞘を掲げる。ぐるりと手の中で一回転。咲耶の力が赤鞘にこもっていく。そして、叫ぶ。

「舞え──桜華結界！」

　桜が踊る。

　花びらが舞い散り武琉たちを遠巻きに包んでいく。

　それは桜の結界だった。

　闘技場コロッセオの中央と観客席を隔絶するような、美しく大きな結界が張られた。

「これ、で、生徒は大丈夫……。だけど。──けほっ」

　咲さく耶やが苦しげに咳せき込こんだ。そのまま鞘さやを杖つえにして膝をつく。

　結界は維持されたままだが、咲耶の意識はあるのかないのかすら解わからない。

　そんな咲耶を、ロザリンドは冷たい目で見ていた。咲耶に向かい純白の《偽剣レプリカ》を振りかぶる。

「邪魔しないでほしいな」

　それを遮る声があった。

「待て!!」

　ボロボロの状態のレナードがいた。傷つき倒れていたレナードは立ち上がり、両手の双剣を携えながら、ゆっくりと歩み寄る。切れ切れの声で言った。

「待て、ロザ、リー。いったい何をする気なんだ」

「邪魔なものを、全部消すの。兄様のために」

　ロザリーは微笑ほほえみながら続ける。

「まずは如月きさらぎ武たけ琉るを殺して。それからどうしようかな。そうだね。ほかの《神域封剣レグナーレ》の持ち主も殺そうか。うん。そうしたら邪魔者がなにもなくなるね。やったぁ」

　そう言ってロザリンドは嬉うれしそうに笑った。

　レナードは表情に悲痛さを浮かべ、口を開く。

「私は、そんなことを望んでいない」

「でも、邪魔だもん。邪魔に違いないよ。とりあえず、ヤマトのお姫様から、かな。邪魔したもんね。じゃあ仕方ないね」

　そう言いながらロザリンドが咲耶の元へ一歩踏み出した。

「咲耶に、なにをする！」

　言って武琉は跳んだ。咲耶のすぐ近く。かばうように立ちふさがる。

「やめろ。ロザリー!!」

「むー。兄様はわがままだなあ」

　そう言ってロザリンドは頰ほおを膨らませる。

　武琉はそんなラナダの少女に声を投げた。

「なんだか知らないが、やるって言うなら相手になるぜ？」

「うん。いいよ」

　武琉とロザリンドが大剣型《偽剣》同士を向けあう。

　するとレナードが口を開いた。

「待ってくれ。如月武琉。ここは私に任せてくれ」

　レナードは沈痛な面もちで、苦しそうに言う。

「ロザリーがなにをされたか、だいたいわかる。これはロザリーのせいじゃない。だからっ！　私が止める！」

　言ってレナードがロザリンドに向かって剣先を向ける。

「──剣気、解放ッ！」

　手に握った陽ひ喰はみ《スコル》、月つく喰はみ《ハティ》が黒く輝いた。それをレナードが振るう。

　闇色のオーロラが生み出され、ロザリンドへ向かって飛んでいく。

　爆音。

　爆はぜた石片が無数の粉となって視界を覆う。

「なにをしたの？　兄様」

　現れた少女は無傷だった。白い肌にはただ一つの傷もなく、服に汚れすらついていない。

「──無傷、か。その武器をいつ受け取った、ロザリー。その武器を捨てろ」

　ロザリンドが弾むような声で言う。

「兄様。兄様を助ける邪魔しないで。邪魔するなら殺すから」

　ロザリンドは首を傾かしげた。それから納得するように頷うなずいた。

「あれ？　ああ、そうだよね。気のせいだよね。兄様を助ける邪魔をするなら、たとえ兄様でも殺すから、やめてほしいな」




　──なぜ、なんだ。なぜなんだロザリー。どうしてこんなことに。

　レナードは焼き切れそうになる頭を必死に回転させる。

　レナードはこれを知っている。

　国防長官補佐官の行っていた実験の、暴走させた《偽剣レプリカ》だ。

　あれは、人を狂わせる武器だ。

　それに過去に似た事件に遭遇したことがある。

　あのときは力の差があったため、取り押さえることができた。

　だけど。

　理解できてしまう。

　今のロザリーを止めることなどレナードには不可能だ。それほどに力の差がある。あの咲さく耶やを風圧だけで吹き飛ばし、レナードの攻撃を無傷で受けた。

　そんな化け物を、止めることなどできない。

　そう。──余裕を持って、止めることなどできない。

　ならば放っておくか？

　放っておけばロザリーが暴れ回るだろう。武たけ琉るを殺した後に、周囲の人間も殺すだろう。そうなってしまえば、責任を問われるのはラナダだ。

　元王女の凶行。それはラナダ国民にとって、良い結果をもたらすはずがない。

　選ばなければならない。

　ロザリーか、国民か。

　レナードは唇を強く嚙かんだ。血の味が口の中に広がっていく。

　──すまない。ロザリー。

「すまない」

　不思議そうな声が返ってくる。

「どうしたの？　兄様」

「すまない。ロザリー」

　思い出す。

　いつも努力を続けていたロザリーを。

　いつもレナードに追いつこうとしていたロザリーを。

　ご飯がおいしく作れて得意げなロザリーを。

　味つけに失敗してしまってひたすら謝るロザリーを。

　疲れているとき励ましてくれたロザリーを。

　レナードを絶対に救うんだと言っていたロザリーを。

「すまない。私には、まだ償わなければならない罪がある。すべて終えたら、私もそちらに行く。許して欲しい。……いいや、恨んでくれて構わない」

　レナードが苦しげに声を紡ぐ。

「君が妹で、良かった。いいや、こんなことになるならば、妹が君でなければよかった」

　握った剣に力が宿っていく。陽ひ喰はみ《スコル》月つく喰はみ《ハティ》に力が流れ、闇色の球体が生まれた。その球体が大きく膨れ上がる。力の余波で周囲の地面が削れていく。

「──星喰闇月リユヌ・デトリユイール」

　巨大な闇球だ。先ほどは無数の小さな球体だった。しかし今はそのすべてが一つに集められている。周囲にまき散らされる力も、威圧感も、比べるべくもない。先ほどの技が児戯にすら見える大技。

　闇の球体が、正面にあるものを飲み込んで地面すら飲み込んですべてを飲み込んでロザリーへ向かって飛んでいく。

「兄様……？」

　ロザリーはぽかんとそれを見ていた。

　ロザリーすらもそれは飲み込んでいく。

　今の技に当たって生きていたもの──。

　否。

　存在を保っていられたものは、今まで一つもない。

「ロザリー……」

　虚うつろな声でレナードが呟つぶやく。

　ロザリーを飲み込んだ巨大な球体の力が徐々に霧散していく。

　レナードが剣を納めようとする。

　あり得ないものが見えた。

　ロザリーが立っていた。

　多少血が出ている。多少服も破れている。

　たったその程度のダメージでしかない。

　レナードの攻撃ではロザリーの《偽剣レプリカ》が放つ障壁を、ほとんど貫通できなかったということの証明だ。

「ああ。そうなんだ。兄様。邪魔、するんだ。なら、兄様のために死んで。兄様」

　ロザリーが剣を振りかぶっているのが見えた。

　白い剣先が視界に広がる。避けられない。

　──直撃。

「ぐっ……！」

　骨が折れた。

　レナードは激しい痛みを胸部に覚えながら、吹き飛ばされていく。

　しかし、予想していた衝撃が来ない。

　受け止められていた。

　すぐ近くで声が聞こえた。

「おい、生きてるか。レナード」

　それは先ほど戦った黒髪の男だ。つい先ほど強者と認めた男だ。レナードを倒した男だ。

「……きさ、らぎ、たける……」

「──ああ」

「頼みが、ある……」

「なんだ」

　レナードは喉の奥から声を絞り出す。

「…………ロザリーを、殺してくれ」

　ロザリーをあのまま放置すれば、きっとこの場の人間を殺してしまうだろう。

　そうすれば父や母やロザリーの今までの行いが無駄になってしまう。きっとこの責任をラナダはとらされ、ラナダ国民が苦しむことになる。

　それだけは避けなければいけない。

　──だから。

　レナードが武たけ琉るの目を見る。

　──ロザリーを、殺してくれ。

　武たけ琉るはたった一言で告げた。

「断る」

「……頼む」

　武琉は立ち上がり、ロザリンドに向き直った。

「両方選ぶって、いっただろ」

　武琉はこともなげに言った。

　レナードが決して言えないことをこともなげに口にしたのだ。

　嬉うれしかった。とても嬉しかった。はずなのに、口をついて出るのは否定の言葉だ。

「それは、無理だ。如月きさらぎ武琉」

「だから無理とかそんなの、どうだっていい」

　気づけば、涙があふれていた。

「あとは、任せとけ」

「頼む…………。あれ、だ。あの剣だ……。あれが、原因だ。剣の、せいで、ロザリーは、おかしくなっている……。きっと、誰かに、渡されたんだ……。だが、私には、壊せなかった……」

　言うと、武琉は背を向けたまま拳を掲げて言った。

「おう」




　──ふざけるなよ。ちくしょう。

　武琉は心の中で吐き捨てる。

　もし、武琉が祖父や咲さく耶やを殺して何かを救わねばならないような、そんな状況になったらと思うと、辛くて仕方がない。

　だからレナードがどんな思いで決断したのか、想像はできる。

　ゆえに腹が立つ。

　こんなことを企てたクソ野郎に。

「待たせたな。ロザリンド」

　ロザリンドは白くなった髪を揺らしながら、目で弧を描いた。

「やっと終わったんだ？」

「ああ」

「じゃあ、しようよ」

　そう言ってロザリンドは純白の《偽剣レプリカ》を振りかぶる。白く邪悪な正体不明の剣だ。

「行く、よっ！」

　恐るべき速度でロザリンドが目の前に現れる。

　それと同時に武たけ琉るは《グラウィス》を思い切り振った。

　純白の《偽剣レプリカ》と漆黒の《グラウィス》が音をたててぶつかりあう。

　それだけで腕がびりびりとしびれる。素手で山でも殴ったかのような感覚だ。

　鍔つば迫ぜり合あい。剣と剣を交差させたまま、お互いに押し合う。

　武琉が目を見開いた。

　──押されている──ッ!?

　ミシ──と《グラウィス》が音を立てた。

　ミシミシと嫌な音が鳴り続ける。

　──このままじゃ、こっちが折られるっ！

　そう思って武琉は後ろに飛とび退のいた。

　そこにロザリンドが追撃を仕掛けてくる。

　何度も剣を重ね合う。ぶつかる音が響く。

　ロザリンドの強さは尋常ではない。

　確かに技術はレナードよりつたない。

　読みが甘い。

　動きも最適化されていない。

　──だけど、強い。

　圧倒的なパワー。

　圧倒的なスピード。

　気を抜けば魂すら砕かれそうな圧倒的な剣気。

　しかし、戦っていて昂揚したかぶらない。

　胸の奥に残る不快感が消えない。

　きっと自分の相手は、こいつじゃない。そう思える空虚さをロザリンドに感じる。

「あはっ！　如月きさらぎ先輩、強いねっ！」

「…………くっ！」

　ロザリンドが大剣で素早く何度も斬りつけてくる。

「そらっ！　そらそらそらそらっ！　よく防ぐね！　さすが、兄様を倒しただけはあるっ！　いっ、くよー！」

　見え見えの大降り。

　武琉は《グラウィス》でガードしようとして、顔を歪ゆがめた。先ほどレナードと戦ったためにヒザが痛んだ。一瞬、反応が遅れた。

「ぐ、あああああっ！」

　わき腹に純白の大剣がブチ当たる。

　吹き飛ばされ、ずざざざざ。地面を削りながら転がった。

「く……」

「そんなものなの？　ちょっと、がっかり。ねえ、立たないの？　立たないなら、とどめさしちゃうよ」

　そのとき、男の低い声がロザリンドの行動を遮さえぎった。

「少々待ってくれないか」

　入場口のほうからゆっくりと人影が現れる。大人の男性だ。髪を後ろに撫なでつけている。

「いいかな、ロザリンド。彼に話があるのでね」

　ロザリンドが不満げに口をとがらせる。

「えー。でも、兄様の邪魔になるんでしょ？」

「違うよ。君の兄のためになることだ」

　男が言うとロザリンドはいとも容易たやすく意見を翻した。

「うん。それならいいよ」

　男はロザリンドの後ろに隠れるような位置から、声を投げてくる。

「如月きさらぎくん、単刀直入に言おう。君、我が国の国民になる気はないか？」

「…………あんたは、誰だ。どこの国の人間だ」

「私はネオリカの軍の者だ。役職は国防長官補佐官というものに就いている。さて、今のままだと君は死ぬ。殺されるよ。間違いなく、ね。でも君が我が国に膝を屈すれば、助けてあげることはできる」

　武たけ琉るは近くにあった石片を摑つかむ。石片が粉々に砕けた。

「…………ロザリンドによくわかんねえ武器を渡したのは、おまえか」

「ああ、まあ、今の君なら話してしまってもいいだろう。どうせ降くだるか死ぬかしかないのだしね。君の言うとおりだよ」

「ふざけやがって……！　いったい、何のためにっ……！」

　レナードがロザリンドを大事に思っていることは、わかっていた。彼は公園での戦いで、勘違いとはいえロザリンドのためにあれほどに怒ったのだ。

　彼から妹を奪い、殺すという決意までさせた。

　その怒りと、辛さと、悲しみはどれほどのものだろう。

　思うだけで胃の奥が熱く燃える。

「実験だよ。彼女が持っているのは、第八階位の《偽剣レプリカ》でね。それを暴走させたものなのさ」

　──許されるわけがない。

「…………暴走の、実験だと」

　そんなことのために──。

「ああ。暴走だよ。無む理り矢や理り力を引き出しているんだ。ロザリンドくんも、そうだね。あと数十分もすれば自我が崩壊するんじゃないかな」

　もうすぐ人間が壊れると男は口にした。そこには悲しみも痛みもない。人形や文具が壊れるのと大して変わらないような言い方。

「……なん、だと」

　人は玩具おもちやや道具などではない。失われてしまえば、嘆き悲しむ人がいる。決して癒えない傷を負う。代わりなどないのだから。

「君もあの強さを味わっただろう？」

「何を、考えている」

「君とそこの此この塚づかさんが欲しいのさ」

「…………咲さく耶やも？」

　こんな奴やつに、咲耶を？

「そうだ。そのために、君たちが負けたらヤマトが滅びる、という手まで打った。他の国はその半分だけの《神域封剣レグナーレ》をほしがっているみたいだけどね。こちらはそんなものは必要ない」

　国防長官補佐官は一度区切ってから、言葉を続ける。

「そう。必要なのは、君と此塚さんだ」

　嫌な予感。胸の奥がハラハラするような嫌な気持ちで埋め尽くされる。

「なぜ、《神域封剣》を、諦めてまで──」

「ああ、大丈夫。君の扱いはよいものにするつもりさ。レナードより、よほどね。ただ女を抱くだけでいい。非常に楽でおいしい仕事さ。当然、来てくれるだろう？」

　──そんなことは、どうでもいい。

「咲耶に、何をっ……！」

　ああ、と国防長官補佐官は頷うなずいた。

「彼女は、ロザリンドと同じ使い道かな。ああ、君にはそんなことはしないから、心配しなくていいよ」

「なんの、ために、咲耶を……」

　喉がからからに渇く。

「だってほら。ロザリンドですらここまで強くなれたんだ。ヤマトの血を引く彼女なら、どれほどのものになるか、想像すらできない」

　咲耶をそんなことに使うはずがない。

「だが、さっき言ってたじゃねえか。数十分しかもたないと──」

「それでいいんだよ」

　武たけ琉るが嫌な想像を振り払うように言った言葉が、肯定されてしまう。

「……は？」

「その状態の此この塚づかくんを他国に放り込むだろう？　そうすれば、その国は対処するしかない。そうしなければ滅ぶのだから。そうして《神域封剣レグナーレ》使いを葬ってくれれば、こちらのためになる。かなりの確率でそれは成功するだろう」

　ああ。

　なるほど。

　こいつは咲さく耶やもロザリンドと同じように使い捨てにするつもりだ。

「君に断る理由などないと思うが、どうかな？　ああ。そうだね。忘れていたよ。子供には小さな正義感というものがあったね」

　一旦言葉を止めてから、国防長官補佐官は口を再び開く。

「だけど、それは気にする必要はないんだ。誰だって自分の命は何よりも大切だからね。人間として当たり前の感情なんだよ」

　国防長官補佐官は武たけ琉るに向かって教え諭さとすような言葉を投げる。

「君は今、選ばなければならない。自分の命を捨ててその小さな正義感を満足させるのか。それとも、仕方ないと割り切って自分の命と輝かしい未来を得るのか」

　国防長官補佐官が問いかけてくる。

「さあ、選びたまえ。答えは一つしかないだろう？」

　胸の内に不快感がわき上がる。

　歯がギリリと音を立てる。

「答える必要、あるのか？　答えなんかハナっから決まってる」

　国防長官補佐官が親しげな顔を作って笑う。

「そうだ。君は賢い男だな。他人より、自分だ。我々には君のような力が必要なんだ。世界に正義を敷くためにね」

　心が強く叫んでいる。咲耶も、レナードも、ロザリンドも見捨てたくないと。

　──全部、選んでやる。だから──。

「てめえをここで、ぶっ倒す」

　武琉は国防長官補佐官に向かって、剣を向ける。

　するとロザリンドが立ちふさがった。

「なんかわかんないけど、兄様のために、死んだらまずいんだって。だって兄様の上官らしいから」

　そのロザリンドの後ろから、国防長官補佐官がため息をついた。

「前言撤回だ。君は、どうしようもなく愚かな男だな」

　そして彼は武琉に興味を失ったかのように呟つぶやいた。

「……ロザリンド。どうやら彼は君の兄のためにはならないようだ。殺してしまって構わないよ」

「うんっ。わかった！」

　言ってロザリンドが純白の《偽剣レプリカ》を武たけ琉るに突きつけてくる。

「……ふざけやがって」

　こいつは、兄を思う妹の心を利用している。それは決して兄のためにならないことだというのに。妹は気づくことなく利用され、そしてもうすぐ打ち捨てられるのだろう。

　自分がよかれと思ってしたことが相手を苦しめていたとしたら。それを後で知ってしまったとき、どんな想おもいを抱くのだろう。

　それを武琉は知っている。

　知っているからこそ、赦ゆるせない。

　祖父のためを思ってしたことで、祖父を苦しめてしまった。

　──あんな想いはオレ一人で十分だ。

　そんなことを平然と行わせるこのネオリカの男は、正真正銘のクソ野郎だ。

　そんな人間を野放しにしていていいのか？

　ロザリンドを救えなくて、いいのか？

　違う。だめだ。認められない。

　そんなことが許されては、ならない。

　絶対に。

「……負けねーよ」

　武琉は連戦でボロボロになった身体を叱しつ咤たする。《グラウィス》を握りしめる。腕から力が流れ込んでいく感覚があった。多量のエーテルが剣に行きわたる。

　剣に赤い縁取りが生まれ、刀身にいくつものルーンが刻まれる。

　先ほどレナードを打ち破った技だ。

　未完成の、剣気解放だ。

「行くぞっ！」

　赤熱する武器がロザリンドに向かって振り下ろされる。

　しかし、その一撃は、簡単に弾かれてしまう。

「なにこれ？　まさか、本気？」

　ロザリンドが目を丸くした。

　武琉はさらに力を込めて剣を打ちつける。

　上から、右から、左から、何度も叩たたきつける。

　一撃ではダメでも、ひたすら叩きつけ続ければ……！

　そう思った。

　そして、渾こん身しんの力を込めた一撃をロザリンドに見舞う。

　しかしそのすべてがまったくの無意味だった。

「マジ、かよ……」

　攻撃の一切が通用しない。今放ったのは、武たけ琉るが放てる最大威力の攻撃だった。

　それがほんの一ひと欠片かけらのダメージを与えることもできない。

　──だから、どうした？

　そう思って《グラウィス》を強く握る。

　──諦めるには、まだ早い。

　そのとき──

　剣が、燃えた。

《グラウィス》が赤い炎に包まれた。

　今までせき止めていた何かが外れたかのように。

　膨大な力が流れ込んでくる。

　感覚的に理解できる。これが先ほど使えなかった剣気解放の完全版だ。

《グラウィス》の能力を余すところなく、使えている。

　これなら──！

　焰に包まれた《グラウィス》は炎剣と化す。

　さらに強く燃える。武琉の気持ちに呼応するかのように、強く激しく燃え盛る。

「ロザリンド」

「うん？」

「オレは勝って、おまえもレナードも救ってみせる」

　言うと、ロザリンドがどこか壊れた表情で口を開く。

「兄様を助けてくれるの？　ありがとうっ」

　これ以上見ていたくないほどに痛ましい。

　──だから！

「オレが、その剣を、叩たたき折る！」

　石床が割れ、むき出しとなった地面を蹴る。爆発。

「──オラァァァ！」

　煉れん獄ごくの焰ほのおを宿す黒い大剣が、純白の剣と交差する。

　金属のぶつかる激しい音が響きわたった。

　──純白の剣が焰に包まれる。

　武琉はそのまま力で《グラウィス》を押し込む。

　みし、みしみし──ばきん──。

　そんな音を立てて剣が砕けた。

　だが、砕けたのは純白の《偽剣レプリカ》ではない。

　純白の《偽剣》はヒビが入っただけだ。

　炎が消え、ほとんど変わらぬ姿のままの純白の《偽剣レプリカ》が目に入った。

　武たけ琉るの眼前には、刀身が半ばから砕けた《グラウィス》があった。

「ああ。如月きさらぎ先輩。剣が砕けちゃったんだ。じゃあ、おしまいかな」

　ロザリンドに続けて、国防長官補佐官が言う。

「さあ。今からでも遅くはない。選びたまえ。死か、服従か」

　歯ぎしり。

　ロザリンドがどこか壊れた笑みを浮かべながら近づいてくる。

　周囲はしんと静まり返っていた。

　ただ、ロザリンドが一歩、また一歩と近づいてくる足音だけが聞こえる。

　熱気を帯びた生ぬるい風が吹く。

　もうロザリンドは武琉の目の前だった。

「──まだだッ！」

　叫ぶ。すると、手の中におかしな感覚。これは、あのときの感覚だ。

　今なら、アレが出せる。いける。

「いく、ぜえええ！」

《グラウィス》がさらに砕けた。手の中でべきべきばきばき音を立てて粉砕されていく。その中央から、《グラウィス》を吸収するようにして、別の武器が生まれた。

　それは、祖父が譲ってくれたカタナ。

　黒い竜のからみついた武器だ。

　カタナは《グラウィス》を喰くらい、現れた。

　それは、砕け散った《グラウィス》がまとっていた煉れん獄ごくの焰ほのおをまとっている。ずっと身のうちで眠り、出てこなかったカタナは、以前よりも絶大な威圧感を放っていた。

「うおおおおおおっ！」

　振りかぶる。

　しかし、焰に包まれたカタナは手の中で暴れ狂う。振り下ろすことすらできない。気を抜いただけで、身体ごと引っ張られてしまいそうだ。重いのではない。まさに制御できない。支配不能の甚大なる力。

　そのせいで、振り下ろすことすら不可能だ。叩たたき壊こわすことが、できない？

　いいや。

　できる。

　確かに昨日のオレはできなかった。

　数時間前のオレもできなかっただろう。

　けど今のオレならできる。

　レナードとの先ほどの一戦。アレで彼の技を知ったから。












「終わら、せるッ！」

　武たけ琉るのカタナが狩りをする狼おおかみのように動いた。

　無駄な力の入らない理想の太刀筋。

　ロザリンドが構える《偽剣レプリカ》に向かって、まっすぐにカタナを振り下ろした。

　──斬ッ！

　純白の《偽剣》が中程からばっさりと、切り落とされた。

　黒く強い光が断面からあふれ出る。

　残った柄にひびが入っていく。ぺきぺき音を立ててひびが広がる。

　ばらばら、ばらばら──と、音を立てて、純白の《偽剣》は崩れ落ちた。

　同時にロザリンドの身体から力が抜けた。

　ふら、ふらと身体が揺れる。

　そして小さな身体が崩れ落ちる、その間際。

　狂気に満ちていたロザリンドの瞳に理性が戻ったような気がした。

　彼女の口元がかすかに動いた。

　──ありがとう、ございます。

　そんな風に呟つぶやくように。

　ラナダの王女はとさりと軽い音をた立て、石片の散らばる地面へと倒れ伏した。

　武たけ琉るは、武琉以外で唯一立っている国防長官補佐官へと向かって歩く。

「な、そんな、まさか……。暴走した第八階位は、《神域封剣レグナーレ》よりも上のはず……。狂信の災禍フアナテイクスでは、圧倒したというのに……。まだ、足りなかったのか……？」

「黙れよ」

　いいながら、足を踏み出す。

　強く睨にらみつける。

　カタナの切っ先を国防長官補佐官へと向けた。

「くっ。まさか、それは、ヤマトの《神域封剣》……？　いや、そんなはずがない。あれはもう存在しない、はずだっ」

　国防長官補佐官は端正な顔を醜く歪ゆがめる。

「それにしても、なんという力……。なぜ、それほどまでの出力を……」

「楽しかったか？　他人を思い通り動かして、ほくそ笑んで」

「いったい、貴様は、なんなんだ……！　何者なんだっ……！」

　もう一歩。

「やめろ、来るな……」

　さらに一歩。

「来るな、来るなっ……！」

　武琉は強くカタナを持った右手を握り固める。痛いくらいに強く。

　大きく振りかぶり。

「な、何をする気だ──ッ!?」

　そのまま、峰を叩たたきつけた。

　国防長官補佐官の歪んだ顔が一瞬で離れていく。

　吹き飛び、観客席下部の壁に衝突。壁が蜘く蛛もの巣状にひび割れ、その中央に国防長官補佐官がめり込んでいる。

　武琉はロザリンドを見る。胸が上下していた。

　咲さく耶やも、レナードも、傷ついているものの、生きている。

　それらを見て武琉は胸を撫なで下おろした。

　そうこうしているうちに校紀隊がやってくる。彼らは事後処理を引き受けてくれた。






│　　│エピローグ






　第二戦目から数日経過した放課後。

　あの戦いの後の経緯は、アーニャを経由して武たけ琉るたちの耳にまで届いた。

　ネオリカは自らの責任を否認し、国防長官補佐官の独断専行だと声明を出した。

　結果、国防長官補佐官は、国連の機関によって裁かれることとなったらしい。

　そんなことはつゆ知らず、談笑に興じていたクラスが、突如騒然となった。

　いいや、隣のクラスからもざわめきが聞こえてくる。光波剣科ルーメン全体が騒がしくなったような気すら、武琉はしていた。

「おい、あれ見てみろよ！」

　クラスメイトたちはそれぞれ窓から校庭を見て指さしている。身を乗り出している生徒すらもいた。

　武琉も何かと思ってそちらを見る。

　見知った二人がいた。

　銀髪の下に冷たい表情の男──レナード。

　そして、髪の色が元の栗くり色いろに戻ったロザリンドだ。

　武琉は二人と視線があった。

　ロザリンドはふいと視線を逸そらした。

　レナードは軽く手をあげ、武琉に向かって手招きをする。女子の一部がきゃああと声をあげる。

　武琉は教室の窓から身を乗り出し、縁を蹴って外に飛び降りた。

　着地。それから二人のすぐ近くに歩いていく。

「よう。レナード。おまえ、大丈夫だったのか？　その……」

　事件の責任とか、とらされなかったのか？　とそのまま言ってもいいものか。と思っていると、レナードは察知したように口を開いた。

「ああ。理事長のご配慮でね。いくらかやらねばならないことも増えたが、致命的なものではない」

「そりゃ、よかった……ところで。何か光波剣科に用事でもあるのか？」

「いや、用事は君にだ。如月きさらぎ武琉」

「オレ？」

「ああ。そうだ」

　言ってからしばしの間。レナードは目をつむり、口を開いた。

「この間は──本当に、ありがとう」

　それは今までの冷たさなど全く感じさせない声。

　まるで別人のように聞こえた。

　驚いて武たけ琉るが目を丸くしていると、レナードが続ける。

「そして、すまなかった。君には、たくさん無礼なことをした」

　そう言って、レナードは手を差し出してくる。

「……いいや。構わねーよ」

　武琉はその手を握った。

「だが、次は絶対に負けない」

　そう言ったレナードの眼は確かに武琉を見ていて、燃えるような熱を放っているように思えた。

「ああ。楽しみだ」

　後ろでロザリンドがレナードの制服の裾を引っ張りながら言う。

「兄様、ずるいよっ。あたしも握手をっ……」

　そう口にするロザリンドと武琉の視線が合う。

　するとロザリンドはいつぞやの元気さが噓うそのように、黙り込んだ。顔が真っ赤に染まっている。

「や、やっぱりだめ」

　そう言ってロザリンドはレナードの後ろに隠れた。

「あの……。如月きさらぎ先輩、えと……。ありがとう、ござい、ました……」

　顔の半分だけをレナードの陰から出してそう言うと、すぐに後ろに隠れた。

　レナードは少しだけ優しげに笑ってから、武琉を見る。

「それだけ、伝えにきた。では、また会おう。如月武琉。行くぞ、ロザリー」

「は、はいっ。兄様っ！　──あ、あのっ、如月先輩、またねっ──！」

　そう言って、二人は背を向ける。

　温かな日差しが二人の背中を照らしていた。





　　　　　◆　◆　◆






　──どうして。

　咲さく耶やは一人、公園のベンチで座っていた。

　──あれは。

　この前みんなで来た公園。ひまわりがとても綺き麗れいに咲いていて、美しいと思った公園。

　だけど。

　今はたくさん咲いているひまわりが、薄気味悪くすら感じられた。

　すべてが太陽のほうを向いている、その整った様子がどこか気持ち悪い。

　そこで咲さく耶やは神剣刀争ベルム・ラミナ二戦目のことを──。

　武たけ琉るの戦いのことを思い出していた。

　正確にはレナードとの戦いが終わった後の、乱入者との戦いを。

　──あれは、ヤマトのカタナだった。

　そう。武琉が持っていたのは、自分が欲しかったカタナ。

　願って、望んで、欲して、でも決して手に入らなかったカタナ。

　ヤマトの《神域封剣レグナーレ》。

　過去の資料で何度も何度も何度も見た。

　──見間違えるわけなんか、ない。

　それをなぜ武琉が持っていたのか。

　過去に失われたはずのヤマトの《神域封剣》。

　持ったまま消えた人間は武流と同じ苗みよう字じだった。そう、如月きさらぎという男だったはずだ。

　繫つながらないピースがいくつも頭の中に浮かんでは消える。

　──あれは絶対にヤマトの《神域封剣》《龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎ》だった。





あとがき




　お久しぶりです。真崎まさむねです！

　今回はいつも以上に楽しく書かせていただきました！

　中身もそれにともなって楽しめるものになっているハズ、たぶん、おそらく。

　なっているといいなあ！

　今回はバトルもサービスシーンも増し増しです！

　これから若干内容について触れます。

　まだ本編を読んでおらず、ネタバレが気になる方は、本編の方へとお願いします。

　とうとう神域封剣所有者と初の戦いです。

　ようやく書けました。ええ。書きたかったです。書きたかったですとも。

　ぶつからない期間が長かったかもしれません。

　これからますますスケールアップしてお送りするつもりです。

　ですので、どうぞ楽しみにしていただけたら幸いです。




　次に近況です。

　特に何もありませんっ！

　というのもアレなので、ちょっと最近起こった変なことを。

　この小説をある日喫茶店で書いていたのですが、宗教の勧誘に会いました。

「タバコ吸っていいですか？」から入られ、雑談をされ、うまーく心理的ハードルを下げられまして。いい人だなあとか思ってたら、「夢を叶える方法、知りたくない？」と。

　すげえ怪しかったです。友人にたずねた所、どうやら過激な勧誘がちゃーむぽいんと♪　のトコみたいでした。でも、危ない目にはあいませんでした。よかった。




　最後に謝辞を。

　新しく担当になったＫさま。いろいろ多岐に渡ってありがとうございます。おかげ様でこの本のクオリティが上がったと思います。これからもよろしくお願い致します。

　そしてぴょん吉先生！　ありがとうございます。レナード超かっけーっす。表紙の武琉もかっこいいし、私は幸せです。

　相談に乗って頂いた友人も、デザイナーの方も、書店の方もありがとうございます！

　皆様のおかげで、この本は読者の方に届けることができています。

　そして何より今この文章を読んでくれている、あなたへ、最大級の感謝を。





真崎まさむね











　著者

　真崎まさむね（まさき・まさむね）

　　ライトノベル作家。第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて優秀賞を受賞。最近とても楽しいです。




　イラストレーター

　ぴょん吉

　　ハムスターと暮らしてます。

　　あと最近、洗面台が壁から外れました。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ぴょん吉

　　装丁／木緒なち（KOMEWORKS）











そして不滅の神域封剣レグナーレ III








真崎まさむね





[image: ]





2014年3月25日　発行





(C)Masamune Masaki 2014





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『そして不滅の神域封剣 III』

2014年3月31日初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





メディアファクトリー　カスタマーサポート

［WEB］http://mediafactory.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）













item/image/kuchie-004.jpg
.......

A S

N SR IS\ A R0 |

o/ 4

2. Vol.3: Characters.

¥





item/image/kuchie-002.jpg
\}
3 \F N N, W

=
R

o O A D OD B

M%mﬁsﬁw%»4

\

\

S0 L
o

AN )wame- (3 un ) BE

Nea o





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
T RGEELHh
~ T2DUEAE [
.

;
0

‘





item/image/p180.jpg





item/image/cover.jpg
E

1525 U'EAS

i
X
Iy
=






item/image/p252.jpg





item/image/toc-001.jpg
019

074

103

FLTFEOMEMHENT

CONTENTS

176

256

i EWR & m

| mww

i N S

i OWEWSLBC AN

i Hug—=a

nkichi

Tllustration by Pyos

Presented by Masamune Masaki





item/image/p149.jpg





item/image/p225.jpg





item/image/p062.jpg





item/image/p145.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		｜一章｜　神剣刀争当日



		｜二章｜　前哨戦



		｜三章｜　ラナダの嘆き



		｜四章｜　心を閉ざした銀の貴公子



		｜　　｜　エピローグ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/logo-bj.png





item/image/p031.jpg





item/image/p075.jpg





item/image/p050.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/gaiji-0001.png





item/image/p121.jpg





